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倍同じ建て坪なら

事務所・工場 ' itJ 車な E 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 イ 主 友 の プ レ ハ ブ

品 組 〈ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い 。 中A' 主 が 不 要 で 、 間 n 、) 宅内スペースが

広くとれ、同じ建て伴なら、まず、情くやらいに活用ていき、合理的てやす 。 強 靭 で、耐 久'1主

に 富 み 、 建 築 も 簡 単 。 360椅 以 上 の 株 取 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ ブ 骨 組

- _ ， 
令 住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

耐えるタフさは抜群です。

ロイヤルの

美 しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイJ レ

マチコロイヤルは、良い材料を

すぐれた技術Iで'}AIT . 、いっそう

Jkl 質を高めた id尚{栄作です 。

色は、インテリア デザ イナーが

最も 使 いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明! 良・彩 J交とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガ ントな l味を だ し

ています。ロイヤルを赦きつ

めたフロアは、まさに“ ロイ

ヤルルーム" の} i l ¥¥約です。

おとろえません

y 山 OR TI LE 品集

M A .T I C O  

⑫ 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげしい場所には

とくにおすすめします。

マチコロイヤルは、ピルのエレベーター

ホールや| 桁段、! 郎 ドなどに最適です。 もちろん、

オフ ィスに も使えます。 ホテル、レスト ラン、 喫茶! 万、

銀行、デパー ト、病院 など、人の集まる jl，，} 所には

ドシドシご採}I] ください。

....・‘

't"'  

本 社 / 大阪市南区雌ur 町通り 4 - 25(1qfi 度 町 三 和 ピ ル ) 干542 官 (06 ) 252- 2921代

東 京 / 東 京 郎 港 区 芝 琴 平 町 3 3  ( 琴 平 町 東 洋 ピ J レ) 〒105 骨 (03 ) 503- 3021代

名古屋 / 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ( 名古屋七ンターピル ) 〒460 膏 (052 )211 - 5458代

福 岡 / 稲岡市大 手 I"J 1 - 4 ー 1 2  干812 曹 (092)75 - 0  4  2  5  
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倉敷レイヨン中央研究所

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( CE R A MI C  S KI  N ) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 問 滋 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 j夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ( コンブレンサ - 1受

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・ 外 、 壁 面 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。

特 徴

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C - 1350. C) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す。

・而1薬 品 性 弱自室、弱アルカリに対しでは変化を起

し ま せ ん0

. 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ A 。

. 下 地 コンクリ - L 打 放 し 、 モ ル タ ル、 べ 二

ヤ 板、辛口壁 、 フ ロ y ク 、 ス レ ー ト、

テンクスま買 etc

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って 下 さ L 、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 工 場/ 大 阪 府 照 津 市 別 府 3 6  5  T E L 大飯(381 )9131 - 5

東京出張所/ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 1 - 6 T E L 東京 (431 )7106- 7

仙台出張所/ 仙 台 市 漫 通 り 3  0  T  E  L 仙台 (23) 1  9  2  7  

源 戸 工 場/ 愛 知 県瀬戸市大字山口宇南山 1 3  8  

.  
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ここにも1生きている

匝= 回1f t=: 踊嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の建 物 を つ く っ て

も完 全 な 防 水 が で き た ら一一一そ れ を 実 用 化 して

す でに 250 万 m

2

の 地 工 実績 を ポ l_ て い る の が

〈ビニロイド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レツ が で き ても 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に使 っても 腐り ませ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルに も ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よる II)j 7)<.工事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工事 . ア ス フ ア ノレ卜防水工事

・ 三 星 ソ フ トン タ イ ル 貼 工事 ・ 保 温 ・保 冷 工事

・ 三 星 プ ラスオ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン版 売 ・工 事

. シ ポ レッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

見l' ，江 町 Ｑ Ｑ 下 ｦｾ 川 Ｑ Ｇ Ｈ i'f 本 IIlf 3  - 11 ー 13

T  E  L <866>027 1- 6  .  6121- 9  

tB ＱＱｾＧ 升 Ｏ 札帆 ＼ Ｗ Ｒ＾ ＶＰＳ Ｑ fllJ f; <21>5366 - 7  ｾ 片山川 ＼ ＹＴ Ｑ >375 1  

<971  >4574 人ー阪 <4'13>9721- 3  Ｑｩ ｾ｜ Ｑ ｾ Ｔ ＼ ＷＶ ＾Ｒ ＰＷＶ ＼ ＷＵ ＾ ＰＲＹＸ＠
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ドアチェ ック 60シリース

ドアチェ ック 80シリー ズ

。

ドアチェ y ク 70シリース

、

、

米 品質性能とな照祭スライド式

z ユースターf j1"ぺ1..-' :1

フロアヒ ンシ

その他

ラパ 卜リヒ ンジ

ピポ ッ トヒ ンジ

トアハン ドル

上枠断面懸吊要領
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ー回13日回 _ l!-: 3田

様 EIl . ht u、h て r ｾい

州 ｍ 同 ｌ 刊地 ｦ ｩＧ ［ｪ 詰 ，Ｚｾ ＡｬＡ ｾＯＱｬ I  

. ニ ュースタ ースライ ド式ドアオ ペ レーターの特徴

. ilu圧 の 長 PJi- とγ立気 式 の 利'，I:i，とを 組合 せ た 新 製品です 0 ・illl 圧 装 世 がつ いて いるために l別る述 I.'i.が 「ゆる くJ r なめ らかJ です 0 ・パ ル プの制笠

で ｼ 射 る 述 ｬ メが白 山 に 変えられま す 。 ・ ｼ刻 る 千 ｬ￬￭ｊ で Ｍ Ｑ ＺＱＮＮＱＱＺ って 、 そ の 后ゆ るく ｉ ｾｊ り ま す 。 ・ ｻ Ｍ， ［［ＮＭＮ ｏＺ の ｪｊ Ｏ ｾ 合 、 すぐに下で経く ｉｉｦ ｉ ｉ 引 が ｉ Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 米ます 。 ・ 仰 ｬ￭ 絡 が

安く 、月 ｉｊ 途 工 事 がほとんどない Ｐ ・ ｩ 刷 、 ｊ Ｍｔ ａｾ 、保 守が ［Ｉ Ｑ ＧＭ ，ＺＺＧ［ に 簡 単 です 。

レール 取 付 磁例図

日本l ! J 7一子工、υ ケ袋、斗来- =F'命ネＯＮｰ‘ ｲｲＭｔｾＧｙＭＯ 司コ ｅ ユ旦不［ｴ｜Ｎ田守Ｚ
本 社 工 場 大阪市生 野 区 興 矢柄 ｾｔＲＲＲ ＭＱ 世間 Ｈ ＰＶ Ｉ ( 758)  12 5 1  ( 代 )

東 京 支 庖 :u! J;t r，u干 代 田 区 神 田 小川 町2- 12( 信 設 ピJレ) ｭ ｾ Ｘ＠ ( 03 )  ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 定 中 央 通 り 月 寒 3 1  4  - Ｑ 市 ｾＡ ［ Ｈ Ｐ Ｑ Ｒ Ｒ ＩＨ ＸＶ Ｉ 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 帯 丁 1 8  7 市 川 ( 0222)( 34 ) 6  0  4  9  

名 古屋 出 張 所 名 古 属 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 惜 附 ( 052)( 981) 7 5 3 1  - 3  

広 島 出 張 所 広 向 県 安 佐 川 佐 東 町 総 井 2 0 5 屯間 ( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 柄 | 湖 市 天 判， 4 丁 目 4 帯 2 4  Ｎ ｾ 日 間 Ｈ ＰＹ Ｒ Ｉ ( 74 )  2372 - 3312  

管

一

4  



の製品には・・・

- ドアーを大切にしハウスキー パー の役目をはたす

'ート

S T・8 4 ( 18- 8 ステ ンレス )

-
R A システム

- 仕上はサテ ン仕 上 です

寸法 (m/m)
板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数量

. R A システム (90。抜 け 芯装 置付 ) です

・高精度 を諮 り、耐蝕性 ・耐熱性 に す ぐれ

錆 ぴたり 変色したりする 事 は あり ませ ん

・18 - 8 ステ ンレス、木ネ ジ付 きです

全長 +黄巾 ("Ym)  
+  

呼ら
(枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 . 1  X  2 o  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジ 付 紙 函 入

- 銚 で ガ イ ド ( 下穴) を設ける必 要 が な い 。

木ネジの革命亥 ｉ ，ｾ ヲー
・全 ネ ジ 式 で す か ら 術 者 が 良 く 振 動 の た め に

.j') ，; : けてくるようなことはない 。

・{il f;IR の ffll 分 で 木 音11へ 安定 し た 似 合 が 出 来 る

のでドライ ノ〈ーの 移ｾ Ｉ Ｇ骨り がなく 製品 を ｻお め

ず に 四 A ，'I '051ミる 。

・表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ LLJ の 破制 が

少 なく 反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以J ニ ( D R  - 844.  

lミ 64. S  T - 84. S  T - S  L - 84- 1) に は

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

ジス＿と ｊｾｅｗι シ究ター・米国 ｆｈａ 規格品
- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖房 の保 混 調 節 が 容 易。 N o. S S - R

・ シ ャ ァター 120. 迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錯 の 発 生 、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 して 使

用 出 来 る 。

・ ス y キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調。

・風 雨 の 晒 す 場所 で も 雨 の 欧 込 む 心 グ リ ル

配 が な い 。 N o. S S - G

・ ソフ トシ ー ト に て 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

夕 つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が出 来 る 。

処E惨

. J I S 規格表示許可工場住宅公団・ 建設省指定 メー カー

通;;t 日1 二葉書毅民矛℃手誉本土

取 付部 分 切 込 み寸 法 % ( 吋 )

縦 | 償

150 (  6  ")  

150  ( 6  ")  

1  50 ( 6 つ

260 ( 10")  

310  ( 12")  

360 ( 14 ")  

取 付 都 分 切込 み寸 法 "Ym ( 吋 )

縦 | 繍

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

150  ( 6 つ

260 ( 10")  

310  ( 12")  

360 ( 14")  

表 面 板 寸 法 ( % )

縦 | 償

195 

195 

195 

295 

345 

395 

表 面 板 寸 法 ( % )

縦 | 横

195 295 

195 345  

195 395 

諜鉄筋住宅のお部1 : 11の 換 気 、 冷 暖 房 装 位 の i温 風 円 に は 旦v.氾l的 な

ｬ 投入、排 ｾｬ のレジスター 、グリル をセ ｹ トして 使用 ください 。

. 本社一巽矢柄町 1 2  8  T E L ::I<:1I.&( 15 1  1211 5  

工 場 東 大 阪 市 布 市 図T 5  0  T EL 枚 岡 ( 8 1 5 5 6 6

束 雰 東 京 都 千 代 回 区 外 神 田 3- 6- 12 T E L東 京 ( 253 ) 03 11  8  

出 張 附

5  



ドする画期的新製品. グ

開閉織

ッター界をリー日本のシャ

三点押釦スイ ッチ

使用モータ-

三相200V 50/ 601も40 0 W

〕
N

二

工

.

内

‘

J
υ
》

η

/

f

.

 

↑

|

高

さ

(

H

)

M

，

 

内
ぺ

u

一
一

U

H

 

停電時用手動チ ェン

2  6
M 

.4 5  

幅 (W)ー →

開閉機使用範囲 ( スラット S C 1 6)  

3  

電 動 開 閉 機

L 型
実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機問

お よ びし 型 機柵

チ 工 ン 収 納 箱

リ ミ y トス イ ッチ

ガ パ ナ 機例

手 動 機禍

・特 長・

4寺吉守出血H中

開閉機を設ける場所の心配がいりません。

凸部のない真直な シ ャッターケース 。

循壁は不用です 。

減速機構はすべて完全密閉式です 。

小型で耐久力に富む減速機構。

給油の必要がありません 。

エンドレス強力ローラーチヱンの内造。

リミット・スイ y チを完全に内造。

手動操作をひとつにしました 。

ヒューズ装置の取付けが可能。

斉 ・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

H

 

ｌ 型電量 ｾ ｊ 開問機は、 日 本 シャ ｹ ター 技術研 究 所 において、長

年 に わ た り 、 国立 大 学 精街 機 械 て 学部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当社 技 術 陣 が総 力 をあ げ て研 究 開 発 し 、遂 に 従 来 の 1m閉 機

の概 念 を破 って完 成 した画期 的 な新 製 品 で す 。

この 開 問 機 には 独 創l に満 ち た 新機 構 が数 多く 取 り 入 れ ら れ て

お り( 特 許 3 件、 実 用 新案 2 千|ニを 出 願 中 ) 、減速機 、 モ ー タ 一 、

ブ レーキ 機構、 停 電時 期 手 間j 装 置 はもとより 、リ ミットスイ y

チ、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

車内め で あ ります。

従 って 、建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に簡 単 で 、 しかも 、 i阿 J や

そ の 後 の保 守 点検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す。

これ らの 点 か ら 見 て 、従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、 シャッター 問 問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

/

 

州

島

九

児

北

鹿

松

島

分

崎

高

広

大

宮

ッター製作所日本シャ

'，li ，l，f;  ( ( U'i 
1  
il;i ( 41  )6325 

'f'li M;' ( 代 )( 301) 3 6 5 6

'l'Uc!rfi ( 代 )( 65 ) 6 1  3  J  

仰 株 式 会 社

川 崎 rl i 新 九 f・ * 3 1"1-1 1 1 5 9 1昨J也

大 阪 市 点 淀川区J l I 川 通 6 1" 1=1  3  8  1存地

ｬＡ ， ｜ｪＺ ｉ｜ｊｬ Ｇ ［ ｾ ＱￚｊＴｕ ｩｬ ｬ Ｇｬ ｲ ｬｬｩＡ ｬ ｬｉ ｦ ｦ Ｇｩ Ｇｊｾｩ ［ ＱｬＱ［ Ｑ Ｒ＠ 7 2 7 係地

名 古 屋 市 I-JI 川 区 北 川 111]' 2  1" 1-1  1  2 罫 tlb

東 京 工 場

大 阪 工 場

九 州 工 場

名 古 屋 工 場
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、

4 定時評議員会決議お知らせ

昭和44年 3 月28日開催の定時評議員会におきま して，下記のと おりそ

れぞれ承認可決されましたので，会告いたします。

1. 議長，副議長の選任

議 長 谷 口 尚 武 氏 ( 大 林 組 〕

高IJ 議長 中 野 吉 弥 氏 ( 位℃団地サービスセンター)

2.  役員の選任

副会長 1 ;名 ，理事21名，常務理4J( 1  ; 名が選任されま した。

新 任 留 任

会 長 |
東 畑 謙三 ( 束畑事務所〉

副 会 長 松村 雄吉 山 村 巾本 猛 次 ( 日 強 設 計 )

鷲尾 健三 ( 大 阪 大 学 )

理 事

( 技術)

( 総合)

石 崎［ｾ主雄 Ｈ京郷大学Ｉ

中原 茂 (安 'とエンヂニヤ)

橋 本 忠 保 (伐 'と 公 団 )

堀内 三郎 ( 京 郎 大 学 )

政岡 基次 ( 政 問 土 地 )

岩下 久哉 Ｈ胞 ｊｾ 辿設Ｉ

土 田 光夫 ( 近 畿 地 辿 )

福田 朝生 ( 双星社竹町E務所)

矢野 豊作 ( 藤木工務出)

山田 義行 ( 竹中工初出)

大林 芳郎 (大 林 制1)

白 井 周 二 ( 前水 u! 7&)  

銭 高 輝 之 (鈍 zz 組)

竹中 錬ー ( 竹中工務応)

松 森 英 雄 ( 述股業協会)

今 元 康 彦 (足

( 京都) 高 橋 政 吉 ( 明和行工業)

( 兵庫) 越 智 隆 晴 ( 雨漏 事 務 所)

常務理事 i福中定三郎 ( 協会事務 J;J 長)

足立 孝 ( 大 阪 大 学 ) 1  

岡橋作太郎 ( 日 辿 設 計 ) I  

後 藤 典夫 (大 阪 府) I  

越田 正勝 〈大 阪 市)

佐 野 正一 ほ JI 事 務 所 )

浅 沼猪之吉 Ｈｩｾ 沼 組)

鴻池 藤一 (凶 池 組)

監 事 五十嵐芳雄 (大 林 剖1) 高 橋 慶夫 ( 大阪 ul 築事務所〕

3. 細則の一部改正

第11条，第 14条が，それぞれ下記のとおり改正されました 。

( 太字改正部分)

第 3 章 役 員 及 び 選 拳

第 11 条 副 会 長，常務理事，迎 Lj J 及び防白j ( の定数は次の通りとする。

副 会 長 3 名

常務盟事 1  ;名

理 事 33名

監 事 2 名

節 4iit 会務及びぷ務

第14条 理事は互選によって次の如く分ち会務を分 ｾｦ する 。

総 務 (14名) 事業並び ( C会務一般

会 計 (  7名) 会計

編 集 (12名) 雑誌その他の編集，山版

4. 昭和44年度収支予算の承認 (別掲)

日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一

4 大和の古建築と新緑を訪ねて

「社殿なき御神体山で有名な三輪明神と，

新緑に映ゆる朱塗の多武峯談山神社の参拝」

日 時 5月24 日( 土〉集会 12時30分( 雨天でも参ります。)

集合場所 大阪市北区中之島 中央公会堂西京

近畿観光パス ・目標会旗

行 程 12. 40 中央公会堂西哀発， 松原から天理まで去る 3 月21日

lζ 開通 した西名阪道路を利用 して右足井市へ

14.10- 14. 40 三輪明利I若 ，参拝

15. 00- 15. 30 多武主任談山神社若，境内で観光ホ テJ レのサ ー

ビスをうけ休憩

15目 30- 16. 30 談山神社参拝，宝物拝観

16.30- 18. 00 大 阪 駅 者 解 散

定 員 50名

会 費 5∞ 円( パス代 ・拝観料 ・飲物代〕当日 パ ス釆場で頂きます。

申 込 Ｕ 月 ＲＲ 日までに電話 Ｈ ＲＳＱ Ｍ ＹＶＴＰ Ｉ でＺ｛ｊ｟ｾｾ長 ｦｩ Ａ￟へ

ただし定員に達 し次第〆切ります。

また当日欠席されても会裂のど負担を願います。

4 伊藤忠ビル新築工事見学会

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部〉

日 時 6月 7 日( 土) 午后 l 時30分( 集合) → 3 1時30分 (j 解散)

集合場所 伊藤忠 ビノレ正面 l 階ピロテイ ・目株会政

( 但し 御堂筋西側 ・南御堂の北隣り)

定 員 120名

申 込 6 月 5 日までに' 屯話 (231- 9640君子) で事業課へ

ただし定員 [ζ 達し次第〆切ります。

建築概要

工事名称 伊藤忠 ヒソレ新築工事

所 在 地 大 阪 市 東 区 北 久 太 郎IlI J 65

建 築 主 伊藤忠商事株式会社

御堂土地株式会社

設 計 株式会社竹中工務庖大阪本庖設計 ｩｾ￭

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 応

構造規模 欽骨鉄筋コンクリ ート 造 ・5 階以上鋼椴造

地下 4 階 ・地上 13階 ・塔屋 3 階

敷地面積 8，324. 5m 

建築 l面積 4，928. 3m 

延 面 積 87，629.6m 

軒 高 46.0m 搭昼 12. 0m

深さ基礎下端迄 19. 4m 

地下工法 竹中式深礎工法

外 装 アノレキャス 卜カーテンウォ - )レ ('dl 解発色)

内 装 天井軽量鉄骨，下地有孔岩紛板J l 占り

壁 A L C及び軽量 P C板 ，ゾラ コート l火付

床 リノタイノレ貼り

工 期 昭和42年 3 月20日→昭和44年 3 月31日
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一ー一一日 本 建 築 協 会 会 ; 告

4 日本万国博会場建設工事見学会 (第 1 回)

( 共催 日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部)

万国博工事はいよ いよ本格化し て参 りました。そのうち- 1 : f i : 注目の的

はお祭り広場の大屋根 (鋼管構造 ・巾108m ・長さ 292m ・厚さ 8 m ・総

重畳 4. 700 トン) を地上で組立て，30mの高さまでジ ャッキ でせりあげ

る大工事です。乙の 5 月下旬より 3 固にわけで 10m宛せりあげ 7 月末に

完了し ますが，見学会はもっ とも見ど 乙ろである 2 回目のせりあけ‘ 工事

中の日 を選びま した。現在全会場K は大小の形状のさまざまなパ ビリ オ

ンが建築中で= 技を競い，見学者を楽 しませると とで しょう。

日 時 6月12日( 木) 集合 l21時30分( 雨天でも参ります〉

集合場所 大阪市北区中之島中央公会堂西裏

大阪観光バス 2 台( 提供 大林組) ・目標会旗

万国博会場 吹田市大字山田下3492

行 程 12. 40 中央公会堂西哀発，阪神高速→名神高速道路を吹

回より会場へ

13. 20  会場展望塔着，万国博協会お係員の案内で塔へ上

り全景を展望した後，全会場の工事を順次見学

17. 00  会場発，往路と同じ コー スで大阪へ

18.00 大阪駅西口着→解散

定 員 l∞名

申 込 往復はがきに限ります。氏名 ・勤務先及び所在地 ・述絡包話

番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上 5 月31日までに事業

課へ。ただし定員を超過した時は抗11せんにて決定し ，ご通知

いたします。

4 大徳寺の茶室見学の会 (第 1 回)

乙の見学の会は本会名誉正会員であり ，茶室の権威として有名な岡田

孝男先生のと斡施とと案内により催す乙とにいたしました。大徳寺 lζ は

21の広頭があり，茶席は合せて32席あります。茶室の見学は普通に古い

ものを主としますが，今回は新しい席も加えて，先生からずf旧の比較を

していただ きます。

第 l 回として次の茶室のど案内を綴います。

l  龍光院の密庵( 国宝)

2. 真珠賂の庭玉軒( 重文)

3. 玉林院の袋庵( 重文)

4  興臨院の瓶虚亭 ( 新席) 乙乙で抹茶の接待をうけます。

5.  瑞主主院の安l附汗( 新席)

日 時 6月14日( 土〉午后 2 1待( 集合) → 5 1侍( 解散)

集合場所 京都市北区紫野大徳寺三門修理場前 ・目標会旗

案 内 者 帝塚山学院大学教授 ・工学博士岡田孝男氏

定

会

申

8  

員 30名

費 500円( 拝観料，抹茶代)

込 往復はがきに限ります。氏名 ・勤務先名及ぶ所在地 ・迎絡屯

話番号 ・返信宛名 ・郵便番号を記入の上 5 月31日までに事業

課へ。ただし定員を超過した時は抽せん K て決定し ，ご通知

いたします。尚当日欠席されても会伎のど負担を願います。

4 神戸商工貿易センタービル新築工事見学

会 (第 2 回〉

去 る3 月27日( 木) Iζ 第 1 回の見学会を催 しましたが，人数K 制限が

ありど参加願えなかった方があっ たと 思います。

会誌、「建築と社会J 3 月号の会告で第 2 回の見学会は 8 月中旬に催す

予定とど 案内 しまたが工事の都合で 下記の通り ， 日時をくりあけ、ま し

7こ。

日 時 6月26日( 木) 15. 00 (集合) →17. 00 ( 解散)

集合場所 国鉄，阪急，I荻村lfG車，三宮駅下車，海の方へ徒歩約 10分

工事現JJ a の山側，鹿島建設出張所前( 目標会旗)

建築概要 会誌「建築と社会J 3 月号の会告ペ ージ参照

見学時の進捗状況 内外共仕上工事中

定 員 30名( 工事の都合で特に人数を制限されています。)

申 込 往復はがきに限ります。氏名及ぴ所在I地 ・述絡i11話番号 ・返

信用宛名 ・郵便 .a : 号を記入の上 6 月18日までに事業務iへ，た

だし定員を超過したH与は抽せんにて決定し ，ご通知いたしま

す。

附 記 lu<: 近見学会や講演会への参加お申込があって無断欠1市される

方が多くなりましたので，今後共催の場合やお申込の多いと

思われる l時は往復はがきでお申込をして頂く乙とにします。

それで定員を超過しましたら抽せんで決定してど通知をする

乙とにいたしました。何とぞあしからずと了承願います。

‘ 近畿建築会館建設資金借入金の

一部償還当選お知らせ

先年会館設置に際し ， ｾ設資金として借用いたしましたものに就て ，

乙れの一部償還の倒せんを 3 ):128日定H寺評議員会席上において執り行な

いましたととろ ，下記のと おり償還が決定いたしましたのでお知 らせ申

し上げます。尚償還金のお支払は 6 月 l 日より行ないます。

記

浅野スレー ト附大阪大J 苫 殿 50，0∞円

( 附石木建築 :J( 務J . 9d 没 5，000円

大 阪 コ ン ベ ス ill 材 社 殿 50，0∞円

大| 坂1 : . コンクリ ー ト( 州殿 ω 0，∞0円

近 江 屋 興 業 側 殿 50，∞0円

ジ ヨ ン ソ ン( 附殿 200，∞0円

( 附立 Ｑｾ＠ R:1a 会 殿 50，∞0円

( 附森 組 殿 30，000円

計 535，0∞円



日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一

4 日本建築協会昭和44年度収支予算 ー 封 切28日開催の定時評議員会において承認されま した。 一

一 般 勘 定

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 1-'1 目 金 額 科 目 :l'l 自 金 額

正 会 員 11 . 280. 000円 雑 誌、 't'.l 18. 260.0∞円

団 体 会 員 6. 6∞. 0∞ 講 演 講 習 会 資 2. 520. 0∞ 

会 'f'.( 収 入 地 方 会 員 540. ∞o  tR 会 'f'.( 2. 070. 0∞ 

准 会 員 6∞. 0∞ 図 書 出 版 1'.1 14. 9∞，α)() 

iミ十 19. 020. 0∞ 事 業 't'.l デ ー タシ ー ト出版政 10. 8∞，α)() 

!i4g  今ル七」、 収 入 16.440. 0∞ 

i存 在 主 講 習 会 収 入 2. 825. α) ( )  

tR 会 l収 入 1. 925.α)() 

契 約 々 J式 売 上 収 入 1. 5∞. 0∞ 

調 査 'f'.( 2∞. 0∞ 

住 宅 相 談 所 1'.1 3. 6∞，∞o  

幸{g 1. 5∞，α)() 

計 53. 850. 0∞ 

事 業 収 入 図 tf i- 出 版 収 入 17. 695. 0∞ 総 会 評 議 員 会 1'.1 2∞. 0∞ 

デ ー タ シ ート 収 入 10. 8∞. 0∞ 理 王j王 会 :l'l 80.α)() 

住 宅 相 談 所 収 入 3. 800. 000 

部E 1. 035. 0∞ 

会 議 :l'l 

部 会 1'.1 50. 000 

常 設 委 員 会 1'.1 420. α)( )  

計 56. 020. 0∞ 特 別 委 員 会 1'.1 50.α)()  

雑 収 入

指L 収 入 50.0∞ 

計ー 50.∞o  

計 8∞，α)() 

支 部 交 付 金 488. α)( )  

メE二入E  計 75. 090. 000 

支 部 'f'.( 支 部 補 助 金 120. ∞o  

計 6ω. 000 

氾 話 料 420. 000 

通 イ言 :l'l 12. 000 

旅 政 交 通 貨 480. 000 

会 館 特 別 勘 定 事 務 't'.l 

t長 金 1立 1. 040. 000 

同] 応。 物 'f'.( 240. 0∞ 

文 房 具 :l'l 180. 000 

科 目 'f'.( 目 金 告買
雑 宅t 180.α ゎ

収 入 の 部

計 2. 552. α) ( )  

繰 入 金 ｾ Ｍｮ［＠ 2  繰 入 金 2. e∞，α)()円
給 料 8. 374.α)() 

貸 室 料 貸 室 料 3∞，∞o  

雑 収 入 i.'4g  収 入 20.0∞ 
申告 与

超 動 手 当 3∞，α)() 

:c工 与 2. 724. α) ( )  

合 計 2. 920. 0∞ 計 11. 398.α ゎ

支 出 の 部 健 康 保 険 料 312. ∞D  

支 払 手リ ，自也、 借 入 金 利 子 215. 000 再 生 年 金 保 険 料 192. 0∞ 

経 't'1 
nム， ヌJ ーマL  

料 135. C∞ 

瓦 J桁 料 156. 000 

j手 生 't'.l 

失 業 保 険 料 72. 0∞ 

労 災 保 険 料 30.000 

水 道 料 10. 0∞ 
職 員 福 利 政 180. ∞o  

地 料 725. 0∞ 
計 786. 0∞ 

火 災 保 険 料 16. 0∞ 

公 課 169. 0∞ 
賦 課 金

賦 課 金 60.α)() 

計 ω，α)() 

修 理 'f'.( 150.α)()  

給 与 363.α ぬ

制t 翌t 240.000 

会 館 勘 定 繰 入 金

会 館 勘 定 繰 入 金 2. 6∞，α)() 

計 2. 6∞，α)() 

什 器 購 入 資

。

青l' 1. 964. 0∞ 
退 職 金 引 当 金

退 職 金 引 当 金 8∞， α)() 

8∞. 0∞ 

償 却 金 建 物J 償 却 金 587. 000 

イ | 器 償 却l 金 90. C∞ 
位 却 金

什 器 償 却] 金 31. 0∞ 

昔| 31. 000 

計 677. 000 

メ日入
計 2. 856. 000 

予 {l1Ii 'f'.( 

予 {l1Ii 1'.1 1. 605.  0∞ 

計 1. 605. 0∞ 

差 51 剰 余 金
64.α)() 

メ口入

計 75. ω0. 0∞ 
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独得な組立法により 、取付は 簡単

カラー 特殊アルミ合金 ( フレクサラム) を使

用して いるので、軽量で美 しく、又他の アル

ミ合金では 考 えられな い豊かな弾力性のため

ピス止 めの手 聞がなく 、取付は迅 速、補修、

とり 替 も簡単です。

レディメードが生んだ ローコスト

コイ ルか ら直接成形するので、 長尺が可能で

あ り、 切断「 ・接 続 ・折 り曲 げ ・アール加 工 が

自由 にで きます 。パネ ル標準色は 15色で形状

( 断面) の極類も笠宮、 レデ ィメー ド製品のた

め価格 が安い のも特 長です。

材質は最高級品を保障

完全な 耐 触性材料の ため、断面が現わ れでも

腐 蝕 の心配はなく 、不 燃性 ・耐 摩耗性の必高

級品です。? i"汁.raも*i .先い で簡単 にすみ 、メ ン

テナス賀用 も不要です。

総 発 売π 声I! く伝統・ 明日への飛制

現代建築の夢一一画期的な内・外装材

コレヨヲヨW. ヲコJ L- J [ I -

〔ハ ンタ ー・ダクラス社 技 術 提 携 〕

製造元 三 協 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

詳 細 は カ タ ロ グ を ご 請 求 下 さ い

令〉 4毎宅走業株式言E枇

JI( 京 支 社 東京 都 千代田区大手町 l 丁口 4 ( 大 手 町 ピ ル ) 電 話 ( 03 ) 201- 64 11 

名 古 庄 支1有 名 古 1.1! ｩｬｩｾｉｊ 区錦 Ｒ 丁目 Ｑ 5  - 2 2  ( 協銀ピル) 司1 d占 ( 052) 201- 3271  

八 幡 宝 仙 北 九 州 市 八 柑 区 臼 川 町 1 の 1 m Ｓｾ＠ ( 093)  67- 5131  

札 制 茸 応 札 帆 市 北 三 条 西 4 丁目 1 ( 日本主命ピル) m Ａｾ＠ ( 0122)  23- 7161  

縮 問1 主 応 偏 向 市 綱 場 町 2 丁目 2 Ｈ ｾ Ｎ ｾ似， ｊ Ａａ Ｑ ー ピルＩ 1n Ｓｾ＠ ( 092)  28- 6231  

広 島 支 応 広 島 市 基 町 1 1 の 1 0  ( 千代 凶生命ピル) 屯 話 ( 0822 ) 28- 0586  

金 沢 支 応 金 沢 市 片 町 2 丁 目 2 - 1  5  ( 北 国 ピ ル ) 司1 Ｓｾ＠ ( 0762)  61- 8145  
金属建材部 ・本 社 大 阪 市 東 区今綿 5丁目14 11! !古( 06) 231 - 8461  {大代表)



も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

. ，後今-41防水絡の智ルう，ィド・

※ 新アスタ イト の開発に成功- 4 種類から 2 種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型 化 に備えた歩行用及び室内、 地 下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイド ー主材料として特に重点的に改良

※ ベースル ー フィングの採用 一欧米に比べて湿気の多い我が国独 自な配慮

※ ギルボ ー ドf采用によるインシ ュ レー ション f士様の石在立

折曲げ試験ですばらしい

柔 軟性を示すギル ・アス防水層

折曲げ試験に耐えきれず

に破断した 一般防水層

責 任 施 工 組 合 員 名 簿 ( 西 ア ス 会 員 )

近 畿 地 方 FI 本 線 苛 工 業 (掬大 阪支! 月 雨 情 建 材 !月 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

(耐 久 保 I碕 席 石 井 建 材 有 限 会 社 日 東 物 ，l i ' i 株 式 会 社 ，'r 様 態 材 株 式 会 社 Ｎ ｉｾｲ 様建材 Ｈ 術師岡 蛍 業所

( 仰 木 下 謙 三 商 唐 (術 中 出 商 会 太 田 建 材 株 式 会 社 庁 慌 鐙 材 (悌|菌l 山 富 業 所 尚 稲 工 業 株 式 会 社

(悌 井 上 浄夫向調r . 耳 (紛 ヂ テ パ ヤ シ 街 庖 北 陸 地 区 (有1 小 野 甚 I商r . 有 高稲工業( 仰北九州 註業所

(駒 大 手 [ i ，li司 会 問ぬ応用化工(掬大阪営業所 北 川 税 庁 工 業 妹 式 会 社 (附 浜 原 盤 商 E耳 石 紫 産 業 株 式 会 社

高山工業( 船大阪蛍業再'Ir 東 海 地 区 北川悦，' ' 1 工業(掬富 山出張所 l粉浜原 監尚 庖防府 営業所 I沼稲 工 業 (掬大 分 出 9長所

内 外 工 業 株 式 会 社 問 団 建 材 株 式 会 社 北川税庁 工業(陶板井出張 所 肯 市 断 鉄 工 業 株 式 会 社 前 稲 工 業 (仰能 本 出 張 所

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 (仰 名 鐙 商 会 (仰 小 品 工 務 官 正 和 瓶 事 株 式 会 社 S .  43. 10 現 在
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新時代の建築をリードするグ

ヨイワコサ到ヨの I 'JiiC，- 6 0  

. 耐風圧強度 風圧200h; 1m
2

の大型台風にも

ビクともしません
0

・気密性 すぐれた気密性を持ち、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたらします 。

・割安の低価格 枠見込70引 に ま さ る と も 劣

らない高 '1生青色を t寺ち、 し カ、もお ｻ 直Ｄｾがグ ー

ンとイg ; いお買い得サ ッシです 。

ヲずとyコサ旦，ヨ棋王信託

. 本 社 ・工 場 堺 市 松 屋 町 1- 6 T E L . 0722( 38) 1141 大 代 表



法 令 コ ー ナ ー

21 

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております

ｾ法令 解説 。

新都市計画法の開発許可制

度について (概要〉

1. まえがき 今度の新都市計画法は ，都市周

辺でのスプロ ーノレ( パラ建ちの累積による無秩

序な市街地の拡散) を防止し ，計画的，段階的に

市街化を図るための手法として ，新たに市街化

区域と市街化調整区域の区分設定と開発許可制

度を導入した。住宅地の開発許可制度としては ，

昭和39年 IC住宅地造成事業に関する法律が，既

lζ 先行的 lζ 制定施行されており住宅地 lζ 関して

は相当の効果をあげつつあるが，その許可基準，

手続等は新法の開発許可制度に引きつがれるた

め，同法は廃止 される乙と lとなっている。新法

での市街化区域は既成市街地及びおおむね 10

年以内に優先的かつ計画的κ 市街化を図るべき

区域であるので，用途地域を必ず定め ，公共投資

を集中的 iζ 行なうものとし ，開発申請について

も，一定の基準に適うものは許可しなければな

らないと し，開発者が幹線的な道路等を先行し

て整備した場合 lζ は，その施設の用地質相当額

を公共が負担するものとしている。 ζ れに対し

市街化調整区域内では ，一定の条件に該当する

ものを除き ，原則として開発行為を許可しない

乙ととし ，公共施設についても ，全て開発者の負

担と している。また市街化区域内では農地転用

の許可等を不要 としている。なお ，以上のよう

な市街化区域などの区分及び開発許可制度は ，

当分の間，大都市及びその周辺などの区域 ICII.艮

り適用される乙ととなっている。( 附則第 3 項)

2. 開発行為の定義 「開発行為とは主として

建築物の建築の用 lζ 供する目的で行なう土地の

区画形質の変更をいう」と定義されている。

( 法第 4 条) 区画とは ，道路 ，生垣などによる

土地の物理的状況の区分で ，単なる分筆は含ま

れず，形質とは ，切土，盛土なとをさす。開発

行為とは乙の区画及び形質の変更でなければな

らず、 また運動場 ， コツレフ場なとは該当しな

い。建築に伴なう単なる整地，基礎打などは建

築行為と一体不可分のものであるので，通常は

開発行為とはいえない。しかし市街化調整区域

内で耕地整理のままの畑地に建築物がそのまま

建つ場合には規制の対象になる 。 (法43条)

3. 許可の適用除外 市街化区域及び市街化調

整区域の区分がなされている区域内において ，

開発行為をしようとする者は ，市街化区域内に

おける政令で定める規模未満( 政令でO. l ha，条

例でそれ以下が考えられている〕のもの ，市街化

調整区域内における農林漁業用のもの ，駅舎 ・医

療施設等公益上必要なもの ，国や公共団体など

の，または市街化を促進する恐れがないなどと

認められるもので ，IJli 発審査会の議を経たもの

5. 開発許可手続 開発者は ，位置 ，予定建築

の行なうもの ，都市計画事業または土地区画整 物の用途，設計，工事施行者などの事項を記，1売し

理事業として施行されるものなどを除き ，都道 た申請書 lζ 現行の住宅地造成事業と同様，公 共

府県知事( 指定都市はその長，以下知事など とい 施設の管理者との協議告 ，関係続利者の間以書

う) の許可を受けなければならない。( 法第四条) などのほか，前記許可基準に関係した図書: を添

4. 開発許可基準 (イ) 自己の住宅用または 附し( 法30- 32条) 1件 10万円以下で規模別に定

業務用の建築にかかる開発行為 ，( ロ) ( イ) 以外 められる手数料を納付して申請する。( 法49条)

のもの ，( ハ) 市街化調整区域内での開発行為の 知事なとは受付後，省国務査，現場調査を行ーっ

三つに分け( イ) にいては下記の 5 項目 ，( 口)は たうえ ，許可または不許可の処分を行ない ，そ

11項目に迎合する場合には許可すべきものとし の旨文書で通知する 。処分の期間は開発行為の

( 法33条) ( ハ) については上記11項目( 但し上 規模，種別などによって一律ではないが，一般

記( イ) Iζ 該当するも のは 5 項目) のほか，別の 的に 1- 2 カ月以内と解されている 。なお知事

10項目の 1つに該当する場合のみ許可する ζ と などは開発許可をしたときは ，常置の開発登録

としている。( 法34条) ( イ) については①予定建 鰐にその内容を記入し ，磁後公衆の閲覧，写 し

築物の用途が用途地域などに適合している乙と の交付申諮に応ずべき乙ととされている 。開発

( 市街化調整区域内では原則として用途地域を 行為に関する工事を完了したときは ，知事など

定めないので，許可 lζ 当って個々に建ぺい率 Iζ 届出て，完了検査を受け ，検査済証を交付して

高さ ，壁面の位置などを定めるととができる( 法 もらう。知事などは工事完了の旨を公告する。

41 条) ②排水施設が下水を有効に排水し ，溢水な 6. 開発許可に関連する建築などの制限 ①1m

どによる被害が生じないよう定められている乙 発区域内では工事完了公告があるまで工事用の

と③軟弱地盤，がけくずれ，出水のおそれのある 仮設建築物なとのほか建築物を建築しではな ら

所では安全上必要な措置が講じられるよう設計 ない 。 (法37条) ②工事完了公告後は ，用地途

されている乙と ，④大規模な開発行為 (50ha程 域などが定められているとき ，または知事など

皮) では道路鉄道など輸送の便がある乙と⑤区 が特に許可した湯合を除き，当初の予定建築物

域内の土地などの権利者の同窓を得ている乙と 以外のものは新築できず，また改築して用途を

( 口) については更に次の 6 項目⑤道路，公 変更してはならなし、。( 法42条) ③市街化問雑

菌などの公共用空地( 消防用の貯水施設を含む〕 区威内で開発許可を受けた区域外では ，原則と

が適正規侠 ，構造で適正配置され，区域内道路 して新改築しではな らない 。( 法43条) また ，

(rt 員 6 m以上) が区域外の 6 m以上の道路 lζ 法令 lζ 基づく行政庁の処分に違反した者に対し

接続している ζ と( 住宅用の場合) ⑦給水施設 ては ，許可の取消しなと ，建築物の改築，移転

が適正配置されている乙と③開発者が白から整 除却] などの命令が出される。( 法81条)

備すべき公共施設( 前記②③⑦) 以外の公共施 ?  .  不服申立て 開発行為の不許可処分，上 記

設や予定建築物の用途配分が定められている乙 建築制限，監督処分などについての不服申立て

と⑤災害危険区域 ，地すべり防止区域などに含 は，処分があった乙とを知った臼の翌日から起

まれない乙と⑬申請者K 実施に必要な資力及び 算して60日以内に開発審査会( 都道府県及び指

信用がある乙と⑪工事施行者 IC工事完成能力の 定都市に設置) に対して行なう乙とができる。

ある乙と ，( ハ) については以上111釦ζ 適合し ， 開発審査会は公開 lζ よる口頭審理を行なって 2

かっ次の場合のみ許可される。①日常生活 IC必 ヵ月以内に裁決することになるが，乙の裁決に

要な物品の販売 ，加工，修理のための庖舗 ，事 不服のある者は ，更に建設大臣に再審査請求で

業場②鉱物，観光などの資源、の利用上必要なも きる。( 法50条)

の③温度，湿度，空気などに特別の条件を必要 8. 公共施設の引継ぎ 開発行為により設誼さ

とし市街化区域 l乙建築する ζ とが困難な建物④ れた公共施設または公共施設の用に供する土地

農林漁業用の貯蔵，加工，処理K 必要な建物① は，事前 lζ 協議したと乙ろによるもの。または

国や公共団体が助成して行なう中小企業協同 開発者が白から管理するものを除き ，原則とし

化， 集団化 lζ 寄与する建物，⑤市街化調整区域 て，公告の翌 日lζ 公共団体に帰属する乙ととな

内の既存工場と密接な関連をもっ下請工場など っている。( 法39- 40条)

⑦危険物J の貯蔵，処理の建物で市街化区域内 IC 9. 他の法律との関係 開発行為の許可は宅地

建てる乙とが不適当なもの③その他市街化区域 の造成についての許可であるか ら，開発行為を

内で建築困難または不適当なもの③経過措置ーー 伴なわない建築，対象外のもの，予定建築物の

指定前』ζ 自己の居住用または業務用のため土 建築などについては ，別途建築基準法の建築確

地に関する権利を有 していた者が指定 日から 6 認を要する 。また先の住宅地造成事業と異なっ

カ月以内に知事などに届出たもので一定期間内 て，建築基準法 lζ 悲づく道路の位置指定を受け

( 7年程度〕にその目的 lζ 供するもの( 自己用とあ る必要があり ，その区域が宅地造成規Ilj l] 1豆戚で

る故建売りまたは賃貸用の住宅 ，事務所なとは ある場合には ，5J IJ 途宅地造成など規制法による

含まないと解される) ⑬20ha以上の開発で計画 許可及び工事完了検査を必要とする。

的市街化を図る上で支障がないと認められるも は阪市総合 ，]t副J計十 l面 郎 桁1; 計画課 村上寛昭)
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雨 に も ま け ず

風 に も ま け ず

色も変らぬ美しい屋根材

BP5 

. 美しい色調てす ( 4 色 )

美 しさは永久的で変色 の心 配はあ りません 0

. 軽くて割れません

シ ン グル茸きは極めて 'Ii毛< 12kg/ m

2

程 度 で 日本瓦の冗の

重 昆です 。

- 防水性と耐久性が抜群です

棟 、 谷 、 立 上 り も 、 自 由 自 在 で 、 勾 配 は 15/100から可能

で、防水性は完壁です 。

. 雨の音がしない屋根材です

-

く色 彩〉

・ グリーン( 緑)

・ ダークブラウ ン( 茶)

・ ロイヤルレ ッド( 赤 )

・ カセドラル グ レイ ( 寺院)

良flfなル ー フイング!京11氏とカナ夕、、の天然、アスフアルトで

，LI-' ，来ています 。
. カタログご請求ください

日 新 工 業

マルヱ スルーフィング・ ビニヱ スタイル“ s P " 製 造 元

・類以 I誌がありますので、 御注文は

B P シングルと御指定願います

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 往 来 2 - 2  1  - 2  8  T  E  L  ( 882) 大代2424

大 阪 支 庖 ・ 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  T  E  L  ( 531 ) 代5 2 8  1  

名古屋出張所 名古屋市千種区千種通 2 - 19(舷阜正ビル ) T E L  ( 741 )  6257- 8  

広 島 出 張 所 広 島 市 八 丁 掘 1 2 - 1 6 ( S Y ビル ) T  E  L  ( 21 )  1019 . 6061 

九 州 出 張 所 梅 岡 市 大 手 門 1 - 1  6  - 1 4  T E L ( 74) 3 4 61 - 3  



投稿をおまちしてお ります。掲織の

分に は規定の稿料を差上げます。

口 地域暖冷房はガスがよい

か電気がよいか

柳 町 政 之 助

( 仰町研究所長)

ガスを地続冷暖房の冷熱源に利用する乙とが

設も有利であるかの如き宣伝が段近巷| 置に盛ん

に行なわれ，空調関係者の知識 ・経験 ・努力の

不足 と相侠って既に一部には実現の着手を見 る

に至り ，乙のままに放置するときは容易に取り

返しのつかぬ巨額の投資が累積され，悔を後

世lζ 残す ζ とを変慮し，乙乙 lζ "地域暖冷房は

ガスがよいか電気がよいか" との打l : 文を発表し

て，欧米諸国とは気候を異にするわが国の今後

の暖冷房 ・地域暖冷房にあっては電気によるも

のが結局公害も少なく，且つ最も経済的であり

理想的である乙とを広く一般に訴え，特 fr . 電力

会社の奮起を促し ，国家百年の大計 lζ 誤りなか

らん こと を希うものである。

全電化ヒートポンプ式地域暖冷房

について

新宿副都心のみならず全市全国にわたって今

直ぐにでも実現のできる全然煙の出ない最も理

想的な全電化ピ J レディング，その暖冷房空調や

給湯も総て電動 ヒートポ ンフ。方式によって全自

動的に行なわれる省力，安全，清潔，無害 ，し

かも経済的に実現できる新時代が聞かれた乙と

は全国民に とって天来の福音である。

ヒート ポンプ式暖房法というのは . 冷房用の

電動冷凍機を利用 して，室内に発生する照明の

発熱，在室者より発生する体熱はもとより ，室

内よりの排熱，あるいは地下水の熱を始め屋外

空気の熱K 至るまで，低温度の熱を回収昇温 し

て乙の熱を暖房に利用できる全く夢のような暖

房方法であって，同一装置がそのまま冷房兼用

となるものである。

近代的ピ J レディングの照明照度の向上は益々

上昇する傾向にあり，その発熱量のみにてビ J レ

暖房の ヒー トポンプ用熱源として十分なる程度

にあるものが増加している。乙の排熱利用が完

全にできれば他よりの暖房用給熱は全く不用と

なり ，ヒート ポンプ運転用の電力のみによ って

自給自足ができるものである。

以上のような排熱を暖房熱源に利用で きるの

は唯一つの方法，ヒー トポンプ式暖冷房方法式

あるのみで，従来の暖冷房空調方式やこれを大

規校とした地域l授冷房方式では乙の夢のような

芸当は不可能である から ，冬でも温水と冷水と

の往復配管 fr . よって両者を同時に輸送供給し

て，照明発熱その他の余分の排熱は冷水で: 運び

去り ，冷却培で空しく屋外 lζ 放出し ，暖房用の

熱は別 lζ 改めて蒸気あるいは温水から摂取する

という不経済な運転をせざるを得ない性質のも

のであるので，今や時代おくれの感がある。

配管を布設する必要のある地域暖冷房の方法

は，大体が暖房専用 を目的として古くから欧州

諸国 lζ 端を発し ，次いで米国の諸都市lζ 発迷し

たもので，暖房だけの場合な らまだ しも，暖冷

房を必要とする新時代になってなお且つ旧套を

迅守 し，往復 2 本の配管系統工事でも 布設に相

当の困難を伴うのに，温度の異なる 4 本の配管

系統の布設には都市交通激甚の折りから一層の

難事となる乙とは明らかであり ，配管網におけ

る冷熱の損失も相当f l Ur . 達するであろう。

なお，地域暖冷房法では冷房の多大なる排熱

を中央機械室のーカ所の冷却塔lζ 集めて空気中

K 放散する乙とになり，仮に新宿副都心lζ 例を

とり略算すると， 所要冷凍能力 を 3 万 5 千 ト

ンとし ，乙れをガスタービン駆動のターボ冷凍

機とガスタービン封I'lf¥利用の吸収式冷凍機との

組み合わせ冷凍装置を使用する と，冷却塔より

の排熱量は毎l時約 230. α 氾. 000 キロカロリーに

達する ，莫大なる しかも高温多湿の熱風が比較

的低い位置において放散される乙とになると ，

周凶が広く開放された場所ならともかく ，あの

密集地域では煙警に替って蒸熱公害が発生する

危険性があるととに留意する 必要があるのでは

なかろうか。毎時 230. 0∞，∞0 キロカロリ ーの

熱というと s 副都心の全建物の暖房用総熱置の

約 4 - 51時間分，または毎時約23.∞0 リッ トノレ

の灯油を燃焼した際の発生熱置に匹敵するもの

である。

ガスボイラにより高圧蒸気を発生してスチ ー

ムタービン駆動のターボ冷凍機とタービン緋気

利用の吸収式冷凍機との組み合わせ冷凍装置に

よる場合には，以上の排熱量はさらに約 2 割増

加する。ヒー トポンプ式による冷房の場合に

は，余分の排熱は遠く離れた発電所において排

煙とともに処理され，真の冷房排熱量は上記の

場合の約半減となるのみならず，各建物 lζ 分散

され，しかも主として屋上の高所で放散される

から熱公害の杷廷は全く無い。

全電化のヒートポンプ式暖冷房空調法もまた

暖冷房空調用のエネノレギー全部を発電所からの

配電線網によって供給されるから，見方によっ

ては乙れまた立派な地域暖冷房であって ，莫大

なる配管網を設置して冷温水あるいは蒸気を供

給するもののみが地域暖冷房だと考えるのはむ

しろ偏見というべきで ，ヒー トポンプ式暖冷房

乙そ新時代にふさわしい理惣的な地域l援冷房で

あるとあえて主張し広く推薦する所以である。

なおさらにヒートポンプ式地域暖冷房の利点、

とは，必要に応じて蓄熱逆転が可能 となる乙と

であって ，これによ って設備費を軽減するのみ

ならず安価なる夜間市力の利用ができ て経常費

をも節約する乙とができるが，従来の地域l援冷

房ではとのよ うなと とは全く不可能である。

ガス利用の地域暖冷房とヒートポンプ式地域

暖冷房とについて少 しく 経済的考察を加えてみ

よう。

冷房の場合 l 冷凍 トン当りの所要熱量は冷凍

機の種類によって異なり，熱利用の冷凍機とし

て現在最も優秀なるものとして認められている

3 種の冷凍機

(1)  ガスタービン駆動ターボ冷凍機と その排熱

利用による吸収式冷凍機との組合せ冷凍機

(21 背圧タ ービン駆動ターボ冷凍機と その排熱

利用 lζ よる吸収式冷凍機との組合せ冷凍機

(3) 普通の屯動ターボ冷凍機

とについて 1 冷凍トン当りのエネノレギー消費詰

とその費用とを比較する K ，空気調和 ・衛生工

学便覧昭和42年版 I . P. 577のデータによると，

エネノレギー消賞品は

(1)の場合 3. 320+ 1. 077= 3. 1∞K cal  

(2) の場合 3. 320+ 0.719= 4.6∞ H  

③の場合 3. 320+ 3.68 =  ザ∞ H

=  1. 046K wh  

エネノレギー費用は

(1)の場合 A .  13円/eの灯油を使用すれば

(3.1∞+  10. 000)  x  13  =  4. 0円

B.  25円/5.α ゎKcal のガスを使用

すれば

(3. 100+ 5.0∞)  X 25= 15. 5円

(2)の場合 A .  8 円/t のB 重油を使用すれば

(4.6∞+ 10.5∞) X 8 = 3. 5円

B.  25円/5.α)() K cal のガスを使用

すれば

(4.5∞+ 5.α)()) X 25= 23. 0円

③の場合 8. 5円/ K whの' 屯力を使用し

1. 046X 8. 5= 8.89円

となる 。但し，乙れらの数値は所要エネ j レギー

についてのみの比較であって，実際 lζ は設備費

・維持資 ・巡転貸なとが大きく影響し ，(1) ・(2 )

の場合の コストは相 当に増加するものであるか

ら，経常貨を等仰! とするにはガス料金を現行の

約% - Vaに引き下げる必要がある 。

夏期にはガスの需要が少ないか ら需要増を計

るために特別値引きを行なう乙とはうなずけな

い乙ともないが暖房期となると そうも いかない

のではないか。暖房用熱量 l∞，∞0 キロカロリ

ーに対しガスボイラでのガス使用量と料金とは

25 立方米と 625円とになるが，ヒー トポンプ方

式での消費電力量と料金とはヒー トポンプの成

績係数を 3∞% 程度として約40キロワット時，

340 円となり， ガス料金のほぼ% となる。夜間

電力の利用ができると料金はなお低下するであ

ろう。冬期間だけは経済的に重油使用に切替え

運転をするなら別であるが，さもなければ l 暖

房期間に消賀するカ。ス訟は約10.∞O. ∞0立方米

に達し ，ガス料金の対策が心配される 。

l 日も早く全電化ビノレディングのユ ー トピア

が日本全土I乙実現する乙とを祈って止まない。
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実 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の ニ と な ら 何 で も ご 相 段 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 唐

大 阪 市 北 区 木 幡 町T 6  0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 ヰ ー 1 - 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋 ( 551) 3013
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建 築 と 社 会

- ス
- ユ -

ニュース原協をお送りください。

- 映画 『超高層のあけぼの』

前売券発売中

上 映 期 間 5月14- 23日 (10日間〉

前売券価格 380円 ( 当 日売 500円)

｛前売券の申込は日本建築協会庶務課ＨｾＱｬ ＲＳ Ｑ Ｍ

9648) でも受付中 。申込まれると き，下記の映

函館のうちから指定して下さい。〕

大 阪 府

脇 田 JU 映

大 阪 J l [ 映

大 阪 パ ラ ス

新 世 界 東 映

あ べ の セ ン トラル

国 際 シ ヰ マ

十 三 束 映

京 橋 東 映

淡 路 東 映

上 六 地 下 車l 幼

吹 田 J l [ 映

蝶 銀 座 東 映

堺 港 京 映

布 施 東 映 リ オ ン ili

兵P I l 県

神 戸 東 映

関 西 京 映

西 宮 今 津 東 映

尼崎 グランドシネマ

明 石 東 映

加 古 川 ひが し東映

姫 路 大 鹿IJ ｊｾｬ＠

京 都 府

大 宮 東 映

京 都 側 t品

滋 賀 県

大 津 大 出 映 劇

和 歌 山 県

和 歌 山 東 映

和 歌 山 協 映

乙の映画は東京 ・霞が関にそびえ立つ地上36

階， 高さ 14 N;;; . 日本で初めて建設された超高間

『霞が関ビ、J レ』完成 に至 る経営者，技術者 ，現

場の作業員たちが打って一丸となって未知の世

界に挑戦した情熱と苦闘と感動の物語である。

かつて日本映画に見る乙とのなかったスケ ー

ノレの大 きいス リリ ングな場面を豊富に盛り込む

い っぽ う，出演者は映画各社のスタ ーはもちろ

ん，演劇，テレビなと広く各界の第一人者をよ

りす ぐった製作実質 2 位 3 千万円余を投入する

一 大巨編である 。

- 未だかつてスクリーンにあ らわれた 乙とのな

い， 巨大な鉄骨が奏で る壮烈な叙事詩/

Ｍ 世界のＺｬｴ立高到 達 点を往く日本のｾ築技術 者 の

燃えるような執念と根性/

- その 中に枢いあげられるほのぼのとした恋.ノ

. そ して劇映画の大型スク リー ンをはじめて飾

る屯子計算機の世界

( 物語〉

地震国& 初の超高居ヒツレ K 対する科学者たち

の果敢な挑戦が始った。すべてが新しい技術の

開発を必要とした 。古川教授は鉄骨に H 形鋼の

採用を提案した 。製鉄所も必死であった 。工 事

は綿密なデータに誌づいて計 tl された工程表の

通り，寸分の狂いもなく進んでいったが，その

哀には技術者， 卜ビ ，作業員 ，その他の人々の

さまざまな苦闘があり，また恋 もあった。地 上

百伝を越える鉄骨を組立てて行くのに紋も恐ろ

しいのは， 風と 雪 そして宿である 。 日本の建築

関係者がはじめて出会うさまざまの困難をのり

ζ えて，最後の H 形鋼がベ ー トーベ ンの第九交

響曲とと もに誇らしげに吊り上げられていく。

製作 掴日本技術映画 社 配 給 ・東|決株式会社

監督/ 1刻 川 秀 雌

. 容積地区指定に伴なう確認申請書 . ガフ講演会とアルベール作品展

来る 6 月 9 日から ，大阪市においても容積地

区が発足する乙とになった。 ζ れにともない ，

容街地区内の建築確認申請替は . 5 月 17日ま で

に受付けた分は現行規定によって 6 月 17日まで

に確認 し. 5 月 19日以後に提出される分は容積

地 区内の建築規制によるものとして審査される

ζ とl ζtJ.っ fこ。

ライト なき後のアメリカの有軽量的建築の権威

者フツレース ・ガフの講演会が ，さる 4 月 14日大

阪商工会議所で開催された。参会者230名。

また， 一方オルリ ー空港などの設計者であり

鋼管構造のすぐれた造型者であったフランスの

エドゥア ール ・アJ レベ ーノレの作品展が. 4 月21

日から 26日まで大阪科学技術セ ンターで展示さ

れた。

建築局建築部

- 大阪市で機構改革

( 旧 ) ( 新 )

庶務棟一一一一一一一 庶務際

乙のほど大阪市で大幅な機構改革

がおとなわれた。これは ，最近とみ

に問題となっている都市再開発事業

を強力に推し進めるためである。右

の 図 表 の よ う に 従 来 の 区 画 整 理 局

が，都市再開発局に改まり ，建築局

建築郎に組み入れられていた再開発

施設課がなくなって ，都市再開発局

再開発郎建設課となる。

住宅建政課一一一ーァ司住宅建設限

住宅改良煤一一一一一→ 住宅改良限

住宅管理幌一一一一一一→住宅管理限

民 石 司 「①建築指導待政の企箇・闘査

陰里到 ｉ ｾｩ 雇築 審 査会
日言語京丁否l l W忘 令違反田監視・処理

丘三三二三=! l @壁面線指定他

同旨導策Z 銀1 r  (j)都市計画法に基づ〈 開発許可

一一ーーー一一 : ( Z l 開発登録簿に関すること

審査課 1  aiiiii 発審査会に関するニと

・般E十限 l '唖河弘道の指定、規制に関すること

. 工事限

また ，都市改造部が新設され ，新

大阪駅周辺都市改造部とならんで，

都市改造 IL : カを入れる乙とになる 。

指導課には第 1諜と第 2 諜の 2 つが

設け られ ，第 l 課は従前通りの仕事

だが ，第 2 課は ，新都市計画法にも

とづく ととろの開発許可の問題なと

を取扱う乙とにな っている 。

。再陶発部

市街地改造- =一一一・第 l 燥 大阪駅前地区市街地改造事寮に関するらの

第 l 限 - - - ・第E限谷町地区市街地改造事業に関するもの

市街地改造

一一一一 補償線
第 21畢

I ①再開発に伴う施股建築物の殺計 ・エ

強股課{ 遂の施行: - al 防費建築街区に閉するニと
f金海局建築部t

l再開発施股限j

。都市改造部

霊地銀ーー一一一一一一一一 重量地銀

移転補償鯨一一一一一一『移転補償線

港大正土地区画一一港大正土地 区画

受理事務所 整理事務所

重大阪則退一 一一 。新大阪胴辺

画盤理部 都市改造部

霊地限一一一一一一一一 !i l地銀

移転補償第 11畢一一一→ 移転補償第! 課

H  第2 1畢-=士一・ H  第2 課

H 第3 t 華

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“1111111111111111111111111' 111111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111l 111l 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 .， 

日 明 治 建 築 土 木 史 年 表 ・ 関 西 篇 ( そ の 28) ( 明治11年 10月 6 日~至 10月 7 日) 口

明治

11年 10月 6 日 石川県宮山駅( 当時富山県はまだ分れていない) 近況記事。( 東京「読売新聞J )

主な建物と して，富山裁判所，富山病院 ，医学所，石川県第二師範，女子師範等 あ

U んぞんにん ぜいへい

り。返魂丹製造元中田青平宅は ，九月三十日 ，北陸巡幸中の明治天皇の行在所に選

ばれた 。

ゐっし

ρ  11 //  内務省地fL l 改正局官吏片柳篤 ，鹿児島県地Hl 改正事業着手の為出発。

。. じひがし

1 /  11 11 和歌山県名草郡山路東，同四 ，井の{ ヌ，安 井，小俣川の五ケ村は ，先に ，共同 で銅

ノノ ノノ 11 

山を開発していたが，新たに三笠山からも 「鉱金」が出る乙とを発見して ，代表者

が事11戸まで機械只入れに赴いた 。

西京下京五条坂の陶器商酋回伊八は ，先の仏国博覧会に出品 した総務でl' tllll' を得た

会 主み ず

ので，次の名古屋の内国博覧会で，更に飛践しようと，高橋道八 ，清水七兵衛，粟

乙うざん

回針i ，光山惣兵衛 らの有名な工l庄と相談して ，それらの工房で延八，九十名の画工，

陶工を使って ， 日夜製作に励んでいるという 。

か さが ららよう

11 1/  11 東京事l

'

回鍛冶町の島田半兵衛，鈴木五郎は，日本橋栃殻町一丁目 汐留桶際へ ，長さ

。ヲん かわν よ
J
う§ しゆっせんじよ

十五間，幅二閣の川蒸気出船所を建設したいと東京府に出願した 。乙の蛎妓 U1r段 橋

. .  ' S さ

からの船は ，臨時田川， 小名木川 ，江戸川 ，利根川を通 って銚子まで行き ，大正末の

震災頃まで千葉，茨城 ，栃木，埼玉 ，群馬各県と東京を結ぶ水上輸送のー動脈と し

てかなり繁栄 した 。

11 11 7 日 東京京橋宗話討( 現東銀座) 牛乳搾取板買業小金平助の牝牛と lμ|二が ， 南八丁郷

かやば らよ う

( 現茅場 III T ) で幼児に怪我をさせたという事故記事がある 。牛を曳い ていた牧訟は

I l んゐ伐とちょう

築地本港町( 外入居留地のあった所) の下宿人だった 。東京の牧場は ，明治20年代

にはなお九段坂上などにあり ，明治末に巣鴨などの郊外地がふえ，大正lζ 入 ってM

ゃく板橋などまで退いているが， 乙の頃は銀座を含む下町の都心に あっ た乙とがわ

かる 。
( 点京郎北区神谷 2 ノ22 ノ13 須藤欣二)

内11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111I1111111111111111111I11111I1111111I1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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E X P O '70 N E WS  

日本万国博建築ニュース

大阪の北の郊外、下型ニュータウンのすぐ

横隣 1) の約 330 } J m 2の丘陵地には、いまや

E X Pび70の会場施設の建設工 'J'; がたけなわで

ある。いくつかの外|王|館 や 企 業館が上株式も

すませるまでに骨組をみせだしはじめている 。

お祭リ広場のシンボルゾーンの大屋似の仕組

も、 地上に組立てられつつあり、それが 3 回

にわたって、空中へもち J てげられる1 : 1も近い

この頃である 。

そこで、大阪に本書11をおく日本建築協会主

らびに、公務としての本誌の性格にかんがみ、

本号より、毎号、 E X P O' 70の会場施 設 やパビ

リオンの建設状況を写真を中心として、紹介

する 欄 を設けることにした。 つぎつぎと 起 工

され、あるいは完成していくであろうパビ リ

リオンの姿をこの欄で追っていきたし、。

. カナダ館

設 計 E ri c k s on&Ma s s e y  

協 力 設 計 日建 設 計工務 株 式 会 社

施 工 大 成 建 設 株 式会 社

敷地面積 9. 650m'  階 数 地 上 H 首

選築面積 3‘ 940m'  最高高さ 18. 5m 

延 面 積 4. 855m ' 起 工 昭 和43年 7 月 1 日

情 造 木 造

〈発見〉をテー 7 とするこのカナダ館は、 V見

の殿堂H ともいえるもので、高さ 19 . 5m で、

451: e : に傾斜した巨大な 4 枚の鋭の慢でつくら

れる 。この鋭は、広大で力強く、単純な美し

さをもっカナダの自然を象徴するという 。 メ

インの tH入口の歩道は池で縁どられるが、こ

の池が ｈ ￭Ｚの ＱＺ ， ｾを反映してミラーポールのよう

に光る 。 ｉｾｊ 央 の ｩ 池の Ｑ Ｚ Ｑ｝ には Ｕ )ドのおl のt iーが立

てられ、それぞれが舞台をおおう人ーきなノマラ

ソルを支える 。 舞台で演技が行主われていな

いときはこのノマラソルがゆっくりと回転する

ようになる 。 内 庭 は '1' * の池の方へ、庭| 羽、

努F台、! 日3五1J 、いこいの±j; ーと t生々になっておリ、

砂 色 のコンクリー卜の T 字 形 が池 の方へ傾斜

し、鏡の i涯の仁1-' に無|阪 にあi くように見えるよ

うに設計されている 。 展示は、未j ; f . J 者11分 の 北

極閤から近代化された者11市までの多僚なカナ

ダの現実をあらゆる次元において示すよう工

夫され、発見 ・資源開発 ・発展そして未米の

姿が、 、、国土砂、、同民 H 明5有11" の 3 百11に分けて

物語風に展示される由。

このパビリオンはカナダ右住の 士主; 往築家

V セクション

協会 の会 Hに よる，i丸dーコ ンクー ル(応券系208

本 ) の ・11j 芸家である 。 1没，tl' -I'i ーの エリクソ ン氏

とマ ッセイ氏につい ては、本誌1967{ F 9  )  J  ｾＩﾭ

の ニ ュー ス制に ｬ 収隙し で ある の で ω 参 ＱＱｾ｜ ねがし、

たし、。

- お祭り広場の大屋根

II J l 08 m 、長さ 292m 、1' ! : 8  m 、f念1[( :，14700 

トンに及ぶこ の釧WI 前j立の大lヂ十1{ は 、 4 )  J  15 

11 J)L.( I' 、'j_I l i. の ljll < 、地 | でその什主I l が ととの

えられ つつある 。 これを 5) J 下旬より 31111 に

わけ て 、 ジ ャ ッ キで ｾｏ ｭ の ，Ｇ ， Ｚ，さ までせ り Ｑ Ｎ げ

られる 。 ( 1ての "/. fi.. .点参J ! H)
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以

英国館施工 中( 69 . 4 . 15現在)

- 英国館

設 計 p owel l &  M oy a  A r chi t ect s 

協 力 高 木 建 築 設 計 事 務 所 (高木秀克)

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

敷地面積 8. 078 m' 階 数 地 上 2 階

建築面積 4.508 m'  最高高さ 36m 

延 函 積 3.758 m' 起 工

情 造 鉄 骨 造 昭 和43年11 月17日

- タカラ・ビューティリオン

設 計 黒 川 紀 輩 建 築 都市 設 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 竹中 工務 庖

敷地面積 1.∞Om'  

建築面積 298 m'  

延 面 積 987m'  

4膏 造 規 模 鋼 管 ユ ニ ッ ト

一部鉄筋コンクリート造

F皆 数 地 上 4 階、地下 1 階

最高高 さ 21 m 

起 工 昭 和43年 8 月16 日

〈夫 し< '1ーさるよろこび 〉 をテー

＿とするこの ｊ ｊ Ｈ ノ ｪ 、自 ￎｾ は 、制 Ａ ￬￮ ノマイ

プを 中Il イトせたユニ ソト Nl ij 立か らで

きて い る。 H 町 立、い145 しし リUl iフ

ロア作、 21; 町立清水 4ーのおしゃれ

ロア々 、 31;符はいンヨーフロア η

H 粁1;): 納付、: 巴! の フロア" で 、J也卜 ホ

ールにはドームをむ った小 IWJ ) j が

できる

タカラビ ューティリオン工事中 ( 69 . 4 . 15)  

この展示館は、高さ 34 mの巨大な 二 重 鋼 裂 の 4 本 の 柱 で つ り 下 げ

られ、 内 部 は ブ リ ッ ジ でi ! l i 給された 4 つの展 示 ホ ー ノレにわけら れ

る。 第 I 展 示 場 は 、 民 主 主 義 の 発 展 ・文 学 泣 産 な ど 、 英 同 の廃 史

をパノラ Ｗ その 他 で ｫＺｬ ｻ 介 。 釘ｾ 2 展 示 場 は 科学 技 術 と自然資iJJ;i の問

先、釘 ｾ Ｓ 展示 場 は産業ーの発 泌 がそれぞれ展示され、 ｾＱＴ 展 示 場 で

は、 . J ' J t. 代英[王|の 生前 ・教 育 ・芸術 ・ ス ポ ー ツ な ど が 紹 介 さ れ る 由。

- 電力館

〈人ui とエ ネ ル ギ ー 〉 を テ ー 7 とす

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所 るこの 'dl :;J J 自立 は 、 4 本のれによ って 、

施 工 株 式 会 社 竹 中工 務 庖 1((f.f. 34 m - 4 0m の半 透 明 の 円 錐 休 を

敷地面積 6.400m' つ リ卜げた ｪ 杉になる 。 ＩｬＨ 力 ｾ ｦｩ 自問ｪｊ ｴ ｬ は
建築面積 2. 195m'  

延 面 積 4. 196m'

精 進 鉄 骨 造

階 数 地 上 5 階

最高高さ 42 .7 m 

起 工 昭 和43年 7 月13 日

j也で、マジック ・ンヨー !l 17J く l'劇場

が』iiti ff される 。 桜子lミは 3 ￬ｾ Ｑ Ｑ からな り、

ｾ￮＠ 1  ￬ｾＱＱ では Ｕ Uriのスク リーンを 干IJ 川

して 、人 wとエ ネ ル ギ ー の 叙・J'; 詩 を

映 Illij で!民!日l。 お 2 日li では、 1正力 技 術

の ｊ ｊＨ 情 。 ｾｾ 3 庁li! 立、U 31 を係々に平11

川した ￦Ｚｾｾ コーナ一 。

電力館の完成写真と施工中 ( 69 . 4 . 15) 



- 化学工業館

設 計 施工 清水 建 設 株 式 会 社

敷地面積 4.  377m'  

建築面積 2.  122m'  

延 面 積 1 . 478m
2  

構 造 鉄 骨 造 、 一部

階 数 池上 1階

最高高さ 12. 9m 

起 工 昭 和43年 11 月 5 日

鉄筋 コンク リート 造

〈化"t と人 生一 化 'γ' のiffi Jj ; <は人世il の午前向 卜

と訓千11する〉をテーマとするこの 民示館は、

分イ梢 ii t を象徴する 6 角形 のパターンを 北 本

形とし、平面設計もす べてこの刻lイトせによ っ

て ｗｴｬ ｊＡｾＺ されている。

展示は 4 部にわかれる 。 1 J午11は1:，'[' 前 の巨大な

:到1) <画而で象徴的に表現する、、テ ー 7 ディス

プレイｾ 2背11はホケミカル ・ファンタジア;

またアニメーンヨン 劇場が設自立される。 3 Pil I  

は、 検ケミカルショー ・ スペースｾ 4  Pil Iは、

検ケミカル ・ガーデンとレストラン;

. 三井グループパビリオン

設 計 東 孝 光建 築研 究 室

施 工 三 井建 設 株 式会社

敷地面積 9. 570m'  

建築面積 2. 557 m
2  

延 面 積 2. 916m
2

4構 造 鉄骨造

階 数 i也上 4! 昔 、地下 1 階

最高高 さ 30m 

起 工 昭 和43年 10月22 日

化学工摸館施工中 ( 69 . 3 .25) と完成予惣図

み ど り館施工中 ( 69 . 4 .15現在)

- みどり館

設 計 施工 株 式 会 社 大 林組

敷地面積 7.  289m'  

建築面積 1. 554m
2  

延 面 積 2. 509m '  

精 進 鉄 骨 造一部鉄筋 コンクリー ト造

階 数 地 上 1，皆、地下 1階

最高高さ 27 m 

起 工 昭 和43年 9 月9 日

〈アストロラ 7 ー多次元のilJ:界〉をテー 7 とするこの J 平11 グル

ーフ。のノマビ リオンは、 - )立 に1，000 人を収谷できる l:1i さ31 m 、

外 径46mの巨大なドームで、一辺 14mの 5 角 形 の ユ ニ ッ ト を 機

械でつり上げ、 ｲｾＧＺｪ リ長力ボ ルトでしめて組み立てる 。

展 示 は 、 世 界 初 の全天全周映画が中心で、半球状のドームの天

井、内部が全部スクリーンとなり 、 ダイナミ ックな起立体l映像

が展開される 。 これに附随するサフ' パビリオンでは、現代芸術

の展 示や音楽鑑' i ' t にあてられる 。

自IJ : i 1i の楽悶〉を テーマとするこの三井 グループパビリオンは 、従米の!長IJ 場 建築 の枠 をこ

えた大装置化建築ともいうべき性格をも っ。 直 径40m 、おさ 30mの大ド ー ムを 小心に、 111i さ

50mのシンボル ・タワ ー 、観客 の 通路 となる直後 3 m 、全Li : 400 ｭ におよぶチ ュー ブ、休Ａ ｾ｛ｴ

ロビ ーやレス トランなどて色構成され、入口広場、，' L ¥会 い の 広 場 、水 の庭で1J t - 1まれる 。

入口広場の右手には、空気構造による くニューマティックテント 〉 がかかり、そ の 卜で 観約;

は80人 l 組 の グ ル ー プ に 分 けられ、エスカレ ーターでドーム |付 に人る作品11 。 ドー ム|人l は 1(( 後

6 mのターンテーブル 3 組 が 設 け ら れ る。

三井 グル ープパピ リオ ン完成図予想 と施工中 (69. 4 . 15)  



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 ＢＢｉｾ レ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽 量 (比重 0.5コンクリート ズの重量)

断 熱 ( コンク リー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法
λ  ...... と『

耐 火 キオ 料)

@ シポレックスは工場、住宅から超高層ビルまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所 住 宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

22 

大日本イ ンキ化学工業K. K. 堺工場

設音| 海老原建築設計事務所

地 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

使 用 場 所 外 壁 、 屋根

唖至言言p

; 5-ポレ11/ ' 7ヌ 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16 (森 川 ピ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 | ノ 125( 東 洋 ピ ル )

電 話 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  I  



留置面白
情 iii Al!. I見 e. T. JUI 

醸麟轍霊襲

口 写真と概裂をどしどしお送リ くどさい.

凡1列 a  所イI: J 血 b.  l ]¥築l Il IH1 c.  .l[I(! i h'!  d  

手 町 庁 舎

設計 K . K 桝谷建築設計事務所

施 工 大日本土木株式会社大阪支庖

a.  ll'; mll(. f <l J  Ｎ ｾＧ ｦＮ ｬｬ 日 )1 下11町市 玉木

b  .  451.703m'  

c.  1，100. 46601'  

d .  R. C遣， 3F ，PH2F - 部C.B. i1i 2Fill

e  .  11円相]42

'

1三12JI -II( {利 43' ド10Fl

井426. 兵 庫 県 摂 丹 児 童 相 談 所

設al ・兵 庫 県 盤 築 部 営 繕 銀

地 工 神 井 建 設 株 式 会 社

a  .  ｾｇ＠ '/;( ，li W .-1< IIlf 3  

b .  452.8m'  

c.  867 .2m'  

d .  R  C i立，2  F  

e.  lI (j 和43年 3 月~昭相43
1
1' 10JI 

425. 大 阪 資 生 堂 株 式 会 社 事 務 棟

設計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

地 工 戸 田 建 設 株 式 会 社

a  . 大 阪 di ｾ｛＠ 淀 川 区 小 松 北j J 1j

b .  730m'  

c.  4，186m'  

d .  R  Cj 立， 8 1，5 F ， P H 2 F  

e.  Ur{ 利42年 121l - 1I({和44年 1 FI 

424.  

労働福祉事業団関西労災病院看護婦宿舎

設; H 安宅エンヂニヤリング株式会社

地 工 大 日 本 土 木 株 式 会 社

a  兵時l ｾｬｬｾ 尼ヶ崎， ｬｩ ｉ ｍ ￯Ｑ ｅＳ 丁目 Ｑ ｬｦｲ Ｖ Ｙ ｦ ［Ｍ

b .  641m'  

c .  2 ，529m'  

d  .  R  C  i1t .  4  F .  l' 1  

e .  II{{ 制/43'1' 6  JI-II{{ 干11441
1'- 1  J  1  

429.  住友生命保険相互会社福岡ピル

設計 日 建 設 計 工 務株式会宇土

地 T 株 式 会 社 竹 中 工 務 l苫

a.  h，¥ 1崎 市 天 神 2 丁 1:1 1  9  4  

b  .  1. 347m'  

c.  12. 146m'  

d .  5  R  Ci 立. 8 2 ，8 F ， 1' 3  

e.  1昭和42i ド6 月一 11召.f1l 44年 I )J

428.  生 分 譲 住 宅

設計 株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

施工 ・村 本 建 設 株 式 会 社

a  大阪市阿倍野区相生通 2丁目 6-36 

b .  749. 25m'  

c.  3. 055. 77m'  

d.  R C i1t ，4 F  

e.  11日制143>1' 4  J I-II!H1144i l三3 )J

相427.  

〆

塚 口 ボ ウ リ ン グ セ ン タ ー

設 計 宮 家 建 築 事 務 所

純i工 丸 紅 飯 田 側 大 阪 建 設 部

株 式 会 社 新 井 組

尼 崎 市 以 LI l!U 証宇 2 7  1  

3，223. 45m'  

3，699.98m'  

R C 泣一 部 S j11，1  F 一 部 2 F  

1I ({f1143i F  7  )  1- 1I({.f1143i l三12月

a

b

e

d

e

 

432.  ミ リ ー ボ ウ ル 宝 塚

設 111- : 鮒 大 阪 建 築 事 務 所

地 工 悌 矯 磨 工 換 所

a.  '-j、塚市川，f I i ' i: 東鶴) ，，; . 4  - 9  

b .  2，064 .33m 

c  .  2，676.  25m 

d .  8 1 ， 2 F ， S 泣一 部 R Cj 立

e.  11日布143
iH 月- 11白羽J43i! ' 11)J

フ ァ431. 南 町 農 協 会 館

主 ｾ［ｮ 株式会社内蔵建築設計事務所

施 工 . 株 式 会 社 進 藤 組

a .  ｆｾ＠ j.1l ｾｉｾ＠ ik 上 mi 山南町J i ' I(，(

b  .  1. 358m'  

c  .  2，499m'  

d .  R  C 造， 3  F  

e.  11円相 43年 4 rl - II ({和43年 11 )1 

山430.  



各種玄関マット設計製作 E# t kl  

〈 詳 細 図 〉

川 1 1  1  1  1  1+-1 ｾ＠

仁二亡二斗ミ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスを/

マッ卜は

卜ップメーカーの

ミサユ.，Iy 製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・ 耐 摩 粍 試 験 ー 摩 粍 減 量 0. 0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57r.p.m.  1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40 'C 土 1 'c  3 時 間 変 化 な し ー 5 ' C 3 時間縦( ー 0 . 1 0 %)

横( ー 0 . 1 7 %)  

・ 耐 薬 品 試 験 浸 i責条件 30'C x  31 日間重量変化率

3  % H2 S04 ( 壬 0. 1 % ) 10%  N AoH(; 孟0. 1 % )

植物油( 白絞油) ( 5 .2% )  ( 30'C  X  5 日間)

・ 耐 水 試 験 浸 ;責条件 23'C X  24時 間 0. 07%

〈営業所〉

口口 三百リ" レミY 工 業 株 式 会 社

東 京/ T  E  L  (  667 )  8  8  4  4  ( 代)

名 古 屋 / T  E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  ( 221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T E L ( 531)  7 5 7 1 - 4  

福 岡/ T E  L  ( 27)  2  3  3  1  ( 代)

北 九 州/ T E  L  ( 5す) 3  5  7  9  

ミサ己. / 1 ; 7

営 業 本 部 / 大 阪 市 西 区 北 郷 江 上 通一 丁 目 20 T E L  ( 531)  7 5 7 1 - 4  

本 社 工 場 / 京 都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T E L  ( 921)  6 3 6 1 - 3  
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クラスメート

48 ( 旧 西 野 田 職 工 学 校 昭 和 10年 卒〕

左より ( 敬 称 略 )

伊 藤 隆 ( K K伊 藤 工 務 席 取 締 役 相 侵 昭 和 10年 卒)

中 川 藤 三 郎 ( 大 阪 市 挫 築 局 建 築 部 工 事 撚 昭 和 10"1三卒 )

須 藤 昇 ( K K I.鵬 建 設 代 表 町 珊 役 昭 和 10年 卒)

元 木 貞 次 ( 東 洋 紡 績 K K工 作 部 側 議 役 l昭和 10年 卒)

正 木 敏 也 ( 栗 本 建 段 工 業 K K処 築 部 作 業 所 所 長 昭 和 10年 卒)

奥 l王l 孝 作 ( K K 竹 中 工 務 庖 営 業 部 制 査 役 昭 和 4 年 卒)

松 本 博 ( K K 竹 中 工 務 庖 財 閥 昭 和 12年 平 )

近 藤 前 ( K K 竹 中 工 務 貯 出 業 部 長 11日制18 年 平)

山 本 茂 ( 削 他 社 縦 波 石川1/;5 I昭和 10年再三)

河 合 逸 郎 ( 大同阪急住宅 K K建 築 撚 昭 和1l 0J I三平 )

熊 井 俊 畠 ( K K竹 中 工 務 庖 見 械 部 昭 和37年 半)

t'r 村 清 ( 大 阪 府 立 大 学 地 紋 蹴 俊 昭 和 11年 卒)

( 昭和44年 4 月 3 8  故 有 悶 氏 宅 に て )

こ の ク ラ ス メ ー ト の 集 い は 、 入 院 中 の 有 田 愛 治 の 見 舞 し 、 を か ね て 、 と 迎 絡 め 政 t 炉、

4 月 1 日 彼 は 急 逝 し て し ま っ た 。 同 級 怨 築 科 卒 の 同 窓 2 1 ; g ，は、全只就職したが、 lj 戊

死 ・ 病 妓 に よ り 、 そ し て 今 ま た 一 人 を 失 い 7 名 と な っ た 。 彼 の 葬 儀 の 目 、 先 後 縦 と

残 さ れ た 7 名 の 同 窓 は 、 f皮 の tii を送る悲しい: t ! ; l ， 、 山 内 会 合 を す る こ と に な っ て し ま

っ た 。 夜 に ー 問 、 彼 の ご 冥 紹 を 析 っ て や ま な い 。

故 有 国 竹 中 工 務1苫 作 業 所 長 と し て 、 手 が け た 住 宅 は 、 2500ilif を 越 す と い う 。 自 ら

木 材 の 木 取 検 査 を や り 、 V A 手 法 で コ ス ト ダ ウ ン を 百 十 り 、 “ 良 い 住 宅 を 安 < . . に、

徹 し た 彼 の 熱 意 は 、 昭 和 40年 社 内 努 力 ' 此 表 彰 に よ っ て も う か が い 知 れ る 。

以下各自、有聞との ｾ ｴ ＮＮＮ 、 ｬ 出をかねて の 自己紹介を記す 。

中 川 大阪市建築音 ＱＱ て沖 ｾ｛ｴｬＺ 一 本で ＳＰ 年頑強 っ てきた 。 有凹が、卒業設立十のとき Ｒ 階

建 住 宅 を 完 墜 に 仕 上 げ た こ と に 続 い た が 、 爾 来 そ れ を 実 行 し て い っ た 彼 を 今 も 敬服

し て い る 。

伊 藤 祈口 l は 学 生 時 代 ア イ ウ エ オ 順 で い つ も 伐 の nIJ に い た 。 成 紛 の 方 も い つ も 一 目

お い て い た の で 、 い つ か 追 い 抜 い て や ろ う と 常 に 競 争 相 手 と し て な 減 し て い た ら 、

と う と う 生 命 ま で 僕 に 先 行 し て し ま っ た 。 ラ イ バ ノ レ が な く な っ た の は 残 念 だ が 、 工

務用 Ｗ 社長として、君円分まで頑帰るから Ｔｾｩ 金から町、 ｊ 乏してくれ紛え 。

須耳事 t酉 裂 の 有 国 よ 。 小 生 と 同 窓 会 の 5 次 会 ま で も ー ーの 思 い 出 は っ き な い / 良 き

友 よ / もう 一 度 会 っ て 君 の 忠侍 やi¥l. ij 気 あ る 宮 古辛を 11fJ き た い / 飲 み た り な か っ た ろ う

酒 は { 業 が ひ き う け よ う / 安 ら か に 眠 れ 1T r日よ / さ よ な ら / 永 遠 に /

正 木 日本鋼管に入 っ たが戦争に人生をたち切られ、今は栗本怨設の工 ｚ ｊＧ ［Ｇｾ Ｚ ｪ主管しな

が ら 頑 限 っ て い る 。

河 合 戦 争 の た め に 人 生 や り 直 し 中 だ が 、 柳 腰 め よ う な 弱 ル 、 僕 が 、 元 % な 大 酒 淡 だ

っ た 沼 町 天 間 へ の 旅 立 ち を 見 送 る こ と に な ろ う と は 感 納 豆1 t.! 。

山 本 大 阪 市 建 築1'yISを 似 り t-I ｾ しに、いろいろの人生勉 仰 をしたが、今は阪 神 図 ｩ 立筋

で: r i i lh  Il庇ゲE を や っ て い る 。 i ll1 の こ と な ら 利l江 主 に 来 て 下 さ L 、。

元 木 テ ニ ス て"li ¥ゎ 、 学Z殺 で 競 い 令 っ た 学 友 、 "1 ' 1: ，¥ il 'l  ( 大 林) 今 井 正 雄 ( il ' i7/( ) ヰrJ，rJ 

( 竹 ，t ，) とベ ア を 失 し f:業 自 身 、 大 林 組ー 呉 羽 紡 大 池 産 業 ( 作 ) れ 羽 航 空一

呉 羽 紡一 東 洋 紡 と 運 命 的 放 に 流 き れ な が ら 世 抗t lj : Jを 11を ひ 廻 っ て い る 。 私 的 W' は 、 残

る ヨ ー ロ ン パ と 南 半 球 を 一 巡 し た ら 、 - J I企 後 に 宇 宙 向 {-} に 来 っ て 月 に 行 き た い 、 そ し て

私 的 天 国 と は 月 而 で あ っ てほしし、 。 ( 元 木 記 )
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広 告 の 暴 力

街 は 広 告 の 氾j監 だ 。 Jj ; ' 道の頭上には看板がやたらにブラ下がり、屋上には大広告塔がそそり立つ。

2 階 の 窓 は 、 大 き な 希 板 で べ っ た り ふ さ が れ て い る 建 物 も あ る 。商 庖 街 を 斜 に 見 る と 、 広 告 ば か

り 目 に つ い て 、 建 築 の パ ー ス ペ ク テ イ ヴ は ま る で 見 え な し ¥ ヨー ロ ツ パの 街 が し っ と り 落 着 い て

いる の は 、 広 告 が 断 然 少 な い か ら だ 。

と き に は 、 気 の 利 し 、 た 立 而 の ア ク セ ン ト に な っ て い る 広告 もある 。 し か し そ れ は 柿 で 、 ほ と ん ど

の 広 管 は デ カ デ カ 押 し つ け が ま し く 人 の 自 に 飛 び 込 ん で く る 。 い わ ば 視 覚 的 暴 力 だ。

広 告 と い う も の は 、 相 対 的 な も の だ ろ う 。隣 り が 大 き な 看 板 を 出 す か ら 、 こ ち らで も 負 け な い よ

うに派 手 に 大 き く 出 す 。 だ か ら一 律 に 制 限 す れ ば 文 句 は な か ろ う。 よ っ て 提 案 す る 。

広 告 を 掲 げ る 高 さ を 、 例 え ば 4 メ ー ト ル 以 下 に 制 限 す る 。 H 皆 に は 出 入 口 や 窓 が 必 要 だ か ら 、 い

き お い 広告 の 而 桁 制 限 に な る 。 あ る い は 、 広 告 の 全 面 相 を 、 建 築 の 立 面 会 面 相の何 分 の 1 か ま で

無 料 と し 、 そ れ 以 上 は うん と高 い 広 告 税 を 課 し て も よ い で は な い か 。 こ の 税 収 を 都 市 の 美化 の た

め に 使 う こ と に し た ら 、 どう だ ろ う か 。 ( s  )  

全 国 の 歩 道 橋 に 統 一 感 を

“交 通 地 獄 " と か “ 自 動 車 は 走 る 区 器 " な ど は 今 や 合 ぃ 言 誕 の ご と く に な っ て しま っ た 。 そ れ 程

地 面 上 ・道 路 上 は 率 の 洪 水 で あ る 。

そ こ で 道 路 を 横 断 す る に 歩 道 橋 が 考 え ら れ て 、 日 本 で は じ め て 梅 田 に 出 現 し た 歩 道 橋 か ら数 年 経

っ た 今 日 で は 、 全 国 津 々 浦 々 に 至 る ま で 、 各 地 各 所 に ま た 各 様 の 歩 道 橋 が 建設 さ れ 、 今 日 も な お

そ の 数 が 素 晴 ら し く附 加 し て い る 。横 断 者 に は 気 の 毒 だ が ま あ 御 同 慶 の 至 り で あ る。

そ こ で 私 の お 願 い し た い こ と は 、 歩 道 橋 に 統一 感 を 与 え て い た だ き た い と いう こ とである 。 第 1

はわ ｉ ｙｾ 造がまちまちな の を、道路巾が Ｖ ＱＱｌ ・ Ｘ ＱＱｌ ・ Ｑ Ｒ ＱＱｌ などと 一 定巾のものと して 、経済的で美し

い 歩 道 橋 で あ れ ば 、 使 用 鋼 材 の 部 材 も 統一 基 準 化 で き る は ず 。 第 2 は 色 彩 の 問 題 で あ り、これま

た ま ち ま ち で お よ そ 気 に なる 。 ま あ 日 本 を 南 北 の 2 系 統 に 区 分 し て 南 の 色 と北 の色 の 2 色 程 度 に

区 分 し て は ど う だ ろ う。

歩 道 怖 が で き て 市 街 地 に荻 観 が そ え られ た と は 、 誰 か ら もIlfJ し、 たこと はなし、 。 人 々 は 歩道 か ら歩

道 慌 の 階 段 を 登 っ て、また| 海りてや っ と 道 路 が 横 断 で き る の で あ る 。 せ め て 交通 地獄 の お と し 子

で あ る 歩 道 橋 に 統一 感 を 与 え れ ば 少 し で も 救 わ れ る の で は あ る ま い か 7 ( T )  

人 間 の 生 命 が こ よ な く 部 い も の で あ る よ う に 、 す べ て の 物 に も 尊 い い の ち が あ る と 信 じ る 。物 が い

の ち を も っ と は 、 そ れ が こ の世 で の 存 在 の 意 味 を も つ こ とである 。 その 意 味 を 失 わ せ て そ の い の

ち を 縮 め さ せ た り 、 な く さ せ る こ と は 悲 し い こ と で あ り 残 酷 な こ とである 。

文化財ーや骨と う品 が 尊 ば れ る の は そ れ 自 身 の 美術 的 な 価 値 に よ る の は 勿 論 で あ る が 、 そ れ に も ま

して そ れ らが 長 い 年 月 を 風雪 に l耐え 、 多 く の 人 々 の 愛 情 と い つ く し み の 中 に 生 き て き た い の ち の

噂司さにある 。

一 寸 した 不注 意 か ら破 り 取 られて J17て ら れ る コ ンク リー トの 1 片 を 悲 し む の は 私 の 感 傷 で あ ろ う

か 。 rお し い J r も っ た い な し り な ど の 言 葉 は 、 物 が 適 所 に 適 材 と し て 用 い られ な い 状 態 を 意 味

する 。建 築 す る 場 合 そ れ ぞ れ の 物 が 本 来 の ね う ち と い の ち を 持 ち 続 け ら れ る よ う に し て や り た い 。

( N )  

案 内 図

本 誌 3 月 号 に 記 ，1誕の T 氏 の テ ー マ は 実 は 小 生 5 月号 に 予 定 し て い たも の であ っ た 。

小 生 の 場 合 は 少 々 表 現 が 異 な る が 、 最 近の 各タ ー ミナ ルは 巨 大 化 す る 一 方 地 下 駅 と も な れ ば 方 向

観 念 が 消 失 し て 困 却 す る こ と が 多 し¥ 通 常 案 内 図 は 立J守板式にな っ て い て 、平 面 的 な 方 向 が な か

な か 分 明 く てj I 片 の ご と き 表示 が 使 用 さ れ て い る が 、 東 京 地 下 鉄 銀 座 駅 な ど は 分 り 要lEい 方 の

横 綱 で あ ろ う 。 商 売 柄 図 面 を 見 る こ と に 慣 れ て い る 筈 の 筆 者 で す ら 困 る よ う な も の が 多 〈 、 専 門

的 に 見 れ は 、 装 か ら 見 る の が 正 し い 場 合 が あ っ た( 逆に立 っ て い る の と は 違 う ) 。歩 行 者 の 交 通 量 も

多 い こ と 故 、 建 築 の 場 合 の 平 面 式 看 板 は 具 合 が 惑 か ろ う か ら 、 動 線 上 差 障 り の 少 な い 場 所 で 天 井

面を利用すればと? 者々考えている 。

サ ー ヴ イ ス 精 神 の 希 簿 な 徒|卜| 亡しい駅員に質問することによ っ て 不 愉 快 に な る の が 少 な く な る こ と

が 、 何 よ り 有 難 い 。( 但 し 本 笑 は ス リ の 多 い 場 所 は 絶 対 不 可 で あ る の が 残 念 )0 (  0  )  
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設 計 の こ と ば

1  . ブロックプラン

プ ロ ッ ク プ ラ ン 上 の 基 本 は 、 ① 従 来 の 総 門 、 本 堂 、

キ且廟の動線を変えない 。 ② 既 在 建 物 配 置 上 の 軸 線

を く ず き な い 。③ 境 内 の 静 寂 と 宗 教 的 雰 間 気 を 東

山バ イ パ ス か ら 保 議 す る の 三 点を考慮、し、次のよ

う に 配 置 を 行 な っ た 。

本廟会館は、総門と本堂をむす ｊ ｾ 軸線にそって、

主 に 白 州 側 に 主 人 口 を も っ て 配 置 し た 。 東 山 バ イ

パ ス 側 に は 、 団 体 参拝 者 用 の 駐 車 ス ペ ー ス を 設 け

国 道 よ り ア プ ロ ー チ で き る よ う に な っ て い る 。 な

お 工事 中に 車 で 参 拝 す る 人 々 の た め に 、 会 館地 下

に 駐 車 場 を 設 け る こ と に な り 、 降 車 後 の 動 線 を 階

段 で こ の 広 場 に 結 ぶ よ う に 計 画 が 追 加 さ れ た 。 納

骨 堂 は 、 祖 廟 ( 明 箸主主) と 本 堂 を む す ぶ 軸 線 に 平

行 し 、 か つ東山ノぐ イパ ス の 騒 音 を 遮 蔽 し 、 聖 域 と

し て の 静 寂 を 保 設 す る よ う 配 置 し た。 主人口は、

明 著 堂 参 詣 の の ち 、 こ の 納 骨堂 に 参拝 さ れ る の で

白 州 側 に 設けた。

納 骨 堂 と 本願会館を結ぶ動線は東山〆ぐイパスより

の 車 道 に 統 を 架 け 、 人 と 箪 の 動 線 を 分 離 す る と 共

に 、 敷 地 の 高 低 差 を 利 用 し て 、 車 庫 お よ び 機 械 室

を 設 け た 。 こ の ア プ ロ ー チ 部 は 儀 式 等 の 形 式 的 な

動 線 で 通 常 は 使 用 き れ な い 。

2 . 無 量E努 堂 ( 納 骨 堂 )

〔 平 商 計 画 〕 こ の 建 物 は 大 谷 本 廟 を 屋 根 と し 、 音

羽 川 を 谷 と す る 急 な 斜 面 に 建 つ。 し た が っ て 、 主

人 口 と な る 白 州 JQIJ は建物のほぼ中央部に位置する。

このアプローチ部分をピロティとし、白州、|と空間

的 に 一 体 と す る と 共 に 、 南 側IJ に 広 が る 京 都 の 風 景

を 楽 し め る よ う オ ー プ ン な ス ペ ー ス と し た 。 こ の

ア プ ローチ階と、ロ欠抜と 主階 段て が結 ｾｬｾ 上 層は、参

拝 者 の 全 て が 集 ま る 広 場 と な る 。 広 場 に 面 し て 一

方 に 礼 拝 主主を、 一 方 に 納 骨 堂 へ の 玄 関 を 配 置 す る。

こ の 広 場 は 、 四 面 を 白 い 塀 で 固 ま れ た 静寂 な 白-)+1

を 再 現 す る 。 人 々 は ピ ロ テ ィ を へ て 、 こ の 広 場 に

い た る 空 間 の 中 て ¥ 宗 教 的 な 構 成 へ と 導 か れ る 。

納 骨 室 は こ の 階 を 挟 ん で 下 部 六 層 、 上 部三 層 に 設

ける 。 納 骨 に 至 る 動 線 として、 エ レ ベ ー タ ー 二 十

階 段 を 四 ヵ 所 設 置 す る 。

納 骨室 は 二 層 を ー 単 位 と し 、 中 央 部 に H欠抜をも っ

通 路 を設け、 この 通路と 直 角 に 納 骨 厨子 を 並べ た

〔建 築 内 外 装 〕外 装 は コ ン ク リ ー ト打放しと、 俊

市 を 白 色 磁 器 小 口 タ イ ル の 構 成 と し た。 東 山 ノ〈 イ

パ ス jslJ は 道路 面 よ り 谷 底 部 まで自 然 石 の 野 商ら 干lte

とし 、 石 垣 を 表 現 し た 。

搭 屋 部 の 外 装 は 、 半 球 型 磁 緑 タ イ ル を 打 込 ん だ プ

レキ ャスト 村正を伎! 用 してい る。

内装は原目IJ と し て 機 造 体 を 打 放 し で 露 出 さ せ 、 構

造 体 と 分 離 し て 化 粧 架 椛 を 設 け た。 こ れ は 構 造 架

織 が 内 部 空 間 で ボ リ ュ ー ムが大きすき' ることと、

施 工 の 単純 化 を 考 慮 し た た め で あ る。

3  本 廟 会 館

本 閥 会 館 は 、 参 詣 者 の 休 息 、 場 及 ぴ 、 本 廟 の 管 理 運

営 施 設 と し て 計 画 さ れた 。

主 入 口 は 、 白 州 1"I J に 設 け、白川、| と同レベルのピロ

テ ィ と し 、 空 間 的 に は 白 川|の 延 長 と し て の 性 格 を

持 た せ た 。 こ の ピ ロ テ ィ に 面 し て 各 機 能 、 す な わ

ち 、 お 茶 所 、 会 館 管 理 事 務 所 等 を 配 置 した 。 車 に

よ る 参詣 者 は 地 下 二 階の駐車場及び東山ノぐイパス

側 広 場 の 降 車 場 よ り こ の ピ ロテ ィに至る 。

お 茶 所 は 、 参 拝 者 の 休 息 所 と し て 、 南 西 に 街 並 を

な が め る 場 所 に 設 け た 。 会 館 は ピ ロ テ ィ階 を 挟 み

上 下 階 に 大 広 間 を も っ 集 会 及 び 研 修 の た め の 施 設

で あ る 。 そ の 他 管 理 事 務 所 お よ び 御 門 主 様 関 係 の

施 設 を も っ て い る 。 外 部 は 、 打 放 し の 柱 梁 、 磁 器

モ ザ イ ク の 白 い 壁 お よ び 軒 の 出 の 深 い 三 層 の 庇 の

構 成 に よ り 既 存 の 総 門 、本主主との調 和 を 図 っ た。
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『ク リ モ ト ピ ル』 の 設 計 に あ た っ て 、 わ た く し

速 が も と め た 表 現 は 、 鋳 鉄 管 を は じ め 、 鋳 物 産

業 機 械 メ ー カ ー と し て 六 十 年 の 歴 史 を 持 つ 栗 本

鉄 工 所 の 今 日 と 明 日 に 向 か つ て 飛 躍 す る 企 業 イ

メ ー ジ を よ り 強 く ど う 建 築 的 に 表 現 す る か と い

う 点 で あ る 。 金 属 ・ ガ ラ ス ・ コ ン ク リ ー ト ・0

ニ の 三 つ の 、 確 か な 素 材 そ の も の に よ る 権 威 を

企 図 し 、 ニ れ ら を ダ イ ナ ミ ッ ク に 組 合 わ せ る こ

と に よ っ て 企 業 イ メ ー ジ を 表 現 す る こ と に し た。

ま た 、 事 情 造 も 、 柱 の な い 高 能 率 な 事 務 空 間 を つ

くる考えから、 「 ク リ モ ト 」 の 製 品 て ¥ す で に

わ た く し 遥 が 確 か め て き た ワ イ デ イ ン ク' パイプ

に よ る < 中 空 ス ラ ブ エi去> を 大 々 的 に 採 用 し 、

そ の 目 的 と 効 果 を 得 た も の と 考 え て い る 。 こ の

方 法 に よ っ て 、 梁 の な い ス ラ ブ と 、 吸 音 の た め

の 天 井 と の わ ず か 400もリはの い わ ゆ る 天 井 ふ と

こ ろ は 、 空 調 周 プ レ ナ ム チ ャ ン パ ー と し て 全 面

的 に 利 用 し た。 さ ら に ス ラ ブ の 中 空 部 分 は 配 線

の ス ベ ー ス と し て 使 い 、 ま っ た く 無 駄 の な い 建

物 と な っ て い る 。

訟膏十E主理 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 大 阪 事 務 所
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向方の史築建
信Z

::::t=:: 特 .  

一 現代によみがえる過去 -

現在，大学をめぐる研究と教育の問題が鋭く提起されている。と

とろで ，建築学は人間の生活空間の創造と整備， そしてそのゆたか

な展開をめざしてすすめられてきた。乙の建築学の一分野である建

築史 ・都市史は人類がその生活環境の形成に力をつくしてきた歴史

的経験と 蓄積から多くの教訓を学び とり ， その叡知を新しい生活空

間の創造と整備に生かすべくその研究と教育がつづけられてきた。

いま ，建築や都市をめぐる人閣の生活環境はかつてない規模と深刻

主 を も っ て そ の 構 造 を 変 革 し な け れ ば な ら な い 状 態 に お か れてい

る。乙の激動する事態 lζ 適確に対応するために ，建 築 史，都市史 の

研究と教育もその根本的な再検討をせまられている。とこでは建築

史研究の最近の動向を示すために研究成果の一端を示 し，批判と検

討をえるために 「建築史の 方向 J 特集をくわだてた 。

「過去の構成と再発見」では ，かつてその時代の主題的建築であ

ったすぐれた建築遺構をとりあげ ，現在の時点で再評価し ，新しい

意義を再発見しようとした。

「住居と生産 : 過去と将来」では ，住居および建築生産を材料 と

機構の面からとり上げ，過去から現在へかけての発展をあとづけ ，

将来へ の展望を示 した。

「保存修景計画」では ，現在の時点で歴史文化遺産をいかに保存

し， その蘇生と活用をはかるべきかをのべ ，具体 的事例で示 した。

「建築史への発言J では ，今後の建築史研究について，建築史の

先 学，建築学の計画，構造，意匠の専門家や隣接科学である歴史学，

考古学の専門家から提言と 助言をい ただき ，今後の研究活動 lζ 生か

そう とした 。

貢-

男

治

男

清

州 三

義 貫

文 隆

行 雄

辰三郎

由良山

野

山

尾

沢

林

屋

- 研究者の層を厚くせよ………・ ・・ …福

・終局目標を見失うな …… ……・.. 浅

・建築史学のあり方… … ・… ー ・・ 西

・構造学者から…… … 一…… ………横

. 創作者から見た建築史家の使命 ...西

・建築史への発言一考古学から … …小

・建築史と歴史学・………・・……… 林

隣接分野から

隣接科学から111. 
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1. 過去の構成と再発見

i  式年選宮制とその背景 … ・ ・・・ ・… …… …… ・ー稲

1 1.  寺院の構成一意匠と技法 ・…… …………… ー……大

11. 住居と生産 . 過去と将来

i  住宅ーその歴史の成立と方向一 … ・…ー…… ……川

i  i. 建築史の中の建築材料… … … … …一 …  .... .. . . 山

ii i .  生産と人間 ……………… … ー… …・・ ・ー…… … …永

111. 保存修景計画

1  .  保存修景計画の現代的意義 ・…・・…… … ・・ … 一 - 酋

i  i. 風土記「近江の丘」構想、と保存修景計画

IV. 建築史への発言

1  .  先学から



1. 過 去 の 構 成 と 再 発 見

式年遷宮制とその背景

稲 垣 栄

神社の式年退宮という制度は ，現在でも伊勢神宮で厳守され

ていて， 二十年ご とに ，内宮 ・外宮をはじめすべての建築が建

て替えられる。伊勢の場合，奈良時代から との制度が連綿と今

日! [ 伝えられてきたのであるが，乙 のほか，平安初期には住吉

. 香取 ・鹿島の三討がやはり二十年ど との式年選宮を実施して

おり ，中世以後になる と，乙の慣行はかなり広く全国的 K 波及

したようである。戦前神祇院の行なった調査に よると，旧宮国

幣社 182 社のうち ，かつ て式年選宮の慣行をも っていた 神社は

39社を数えるという 。そ して造替の間隔は ，二年から六十年の

あいだに分布しているが，二十年とする例が圧倒的 に多いとも

いう 。

ェミ年退官という制度あるいは慣行は ，神社 !ζ 固有の ものであ

るから ，仏寺や宮殿と区別する重要な指標であるが，神社がな

ぜ乙の独特な慣習をもち ，それを制度化すらするにいたったの

皇太神宮: 内玉坦南御門とその前庭

44 

かという ζ とになると ，その答えはそれほど簡単ではないよう

に考えられる。

もっとも容易に思いつく解答は ，構造的若朽にも とづく建て

替えという即物的なとらえ方である。二十年という期聞を採用

している例が多いという事実があるので，乙 の耐用命数説は ，

式年遷宮制の根拠のすべてを説明しえないとしても ，それを支

える重要な理由の一つであるととは間違 いないと乙ろであろ

う。伊勢で明らかなように ，二十年という期間を経ると ，だい

たい掘立柱が痛みはじめ るのである。木造建築は本来脆弱であ

って，風雨 lζ も火災にも抵抗力が弱いかわりに，建て替えるの

は比較的容易である。耐用年数が短く ，建てるのが容易という

条件を前提 lζ しなくては ，式年遷宮のような慣習が生れるはず

がない 。伊勢のよ うに ，掘立住 ・茅主主の建築では ，永遠の記念

性ははじめから期待できないのであって ，そうした建築構造上

の制約が乙の制度の発生の重要な契機となった 乙とは疑う 余地

がな い。 しかし ，構造的な弱さを克服するために ，柱の根もと

をはじめ構造を一般に堅固にするという方向にむかわず，式年

退宮という方式によってとれを解決 した点が独特なのである。

破損し たと乙ろを修理するのとちがって ， 式年造替の方式で

は，建築の構造上 ・技術上の欠陥や弱さが，そのまま新しい建

築に受け継がれる。乙の方式では新 しい技術の渉入が極力阻止

されるのが特色である 。

そ乙で第二 lζ ，乙の制度のもつ意義は ，当初の形式を後世 lζ

伝承する乙とにあるのではないかと考える 乙とができる。 実

際，式年遷宮の実態をみると ，古い形式が間違わずに守り伝え

られるように考慮が払われている乙とを知る 乙とができる。伊

勢の場合，すでに建っている社殿に隣接 しておなじ広さの土地

が用意されていて，遷宮 lζ 先立って ，まずその土地に新しい社

般をつくり ，完成後退御の儀が行なわれ，選御が終了してのち

に古い社殿が取り払われる。乙のように ，古い社殿と新しい社

殿とが併存する時期があるのであるが， 乙の点は他の神社の遷

宮慣行のなかにもみるととができる。たとえば上賀茂社では ，

あらかじめ新本殿を旧本殿の前庭につくっておき ，仮遷宮後岡

本殿を乙わし ，ただちに新本殿をその跡、 l [ 移すという方式をと

る。住吉でもまた ，新本殿を旧本殿のすぐうしろにつくったこ

とが記録でうかがわれる。

神社の造替は ，乙うして旧殿の破却される前に新殿をつくる

のであっ て， 乙れによって古来の形式は ，おそらく寸分の違い

なく，新しい社殿 lζ 受け継がれてゆくのである。式年遷宮の制

，4 
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度が，形式保存のため

に案出された方法であ

るか否かは別として も

乙の制度が古式を維持

するのにきわめて有効

な手段だったことは明

らかであろう。

神社の建築は，古来

建築としての美的完成

よりもむしろ形式の墨

守の方 IC重点をおいて

きたことが，多くの側

面からうかがわれる 。

当初の形式をまも り伝

えているという乙とが

神社の宗教建築として

の本質なのであって，

それ以上 lζ 建築の空間

.  "7 ス ・装飾などのふ
. 受大神宮 古殿地からみた正殿の側面

つう宗教建築がその完成の過程で追い求める属性の発展を目指

した形跡がき わめて少ないのである。したがって，式年選宮の

慣行が形式保存に有効だという乙とは ， ζ れがそうした神社建

築の本来の性格と密接にかかわり合うと ζ ろで生じた乙とを物

語るものであろう 。

神社は ，だか らその建築が建った年代 lζ 意味があるのではな

く，いつ建てられたとしても，その形式が古式を伝 えているこ

との方が尊重 される 。そ 乙で次に，形式の古さという乙とのみ

が独立して価値があるのではなく ，それが同時に ，つねに新し

い材料でつ くられている によって ，はじめて意味をもつのでは

ないかと考える乙とができる 。つまり ，造替の結果，形式は古い

が材料は全く新しいものに取り替えられて，その新鮮さが珍重

すべき価値と考え られるのではある まいかという乙とである 。

定期的に新しさ がよみがえるのは ，式年巡宮の当然、の結果であ

るが，その新 しさ ，みずみずしさを賞美す るあま り， 乙の制度

を今 日まで維持させる ことになったのではないかと 疑われる 。

昭和二十八年，造替の成ったばかりの伊勢の社殿は ，素木の肌

も，屋根の茅も，金色 l乙輝き ，古い建築 lζ は求められないその

美しさが，人々に大きな感銘を与えた。それは系朴な形式と，

精選された材料の放つ洗練美 との混合した独特のものであっ

た。乙う した美しさを理解 し尚と ぶ気持が，古代から日本にあ

ったとするな らば，その美は式年遷宮の結果として ，思いがけ

なく手 lζ 入れたも のではなく ，む しろ乙 の制度を保持 してきた

大きな要因であったと考えられなくはないであろう 。

もう一つ ，式年選宮制について考える場合 lζ 忘れてならない

のは ， これが莫大な労力と資材を投入して支えられている とい

う乙とである 。一回の造営! と要する経費はそれほど大きくない

かもしれないが，それを定期的に繰り返す乙とによってはじめ

てとの制度の効力が発揮されるのだか ら，古代から現在までに

注ぎとんだ労力 と資材の合計が，現在の形式を支えている乙作

になる。伊勢の造替は ，およそ 三十五億円の費用を要するとい

う。 ζ の金額は ，たとえ ば出 ケ関 ヒソレ の工費百五十億の四分の

ーに満 たないが，実は現在見る 伊勢の建築は ，三十五億の五十

九倍の経費を費していることを知るべきであ ろう。乙れだけ の

支出を投じ てもなおかっ，乙の制度を維持しようとする強力で

持続的な願望が背後にあったわけである。

以上を要す るに ，式年選宮制は ，古い形式を新しい材料によ

って再生させる独特な方式であるが，乙れによって通常ならば

失われるはずの古い形式が維持される一方，それを維持 してき

た各時代の刻印をその形式のなかに求めることはむずか しいの

である 。歴史は その形式のなかに残されているのでなく ，形式

を維持 してきたという無形の努力と してあるにす さない 。それ

は過去の時代の文明の蓄積としての古建築のあり方とは根本的

にちがう。過去の文化を守ろうとする努力の一つの表現である

乙とには変りないが，それは形となって結晶するのでなく ，虚

空のなかに消え去 る運命として ，二十年ごとに開花するの であ

る。乙の制度は神社固有のものではあるが，単 (ζ 宗教儀礼や信

仰上の要求にも とずく と考えるよりも ，さらに奥深く ， 日本の

文化の土壌に根元をも つように思われるのは ，以上の理由によ

る。乙のような方式は ，石や煉瓦の国では到底考える乙とはで

きない。またおなじ木造であっても ，仏教建築にそうし た慣行

はないのであるから ， 日本固有の ，ある広大なひろがりをもっ

心情や感覚に根ざした日本的な文化パタ ー ンの一つの象徴と考

えてよいのである。
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寺院の構成- 意匠と技法

大 森 健

乙の乙とは ，別に寺院について限らず，神社建築についても

全く同じであるが， 日本の過去の木造建築の意匠上のもっとも

大きな特性として ，建物を構成するに当っ て，個々の部材閣の

寸法や形において釣合いをとるととを非常に重くみ たとと ，い

いかえれば，建物を構成している各組織の聞に一つの調和を保

とうとしているととをあ げる ζ とができる。今日 ，われわれが

古建築を観賞する場合，常1[ ，快い建築空間としての感銘にと

らわれるが，その理由の一つに無理のない破綻のない構成が大

いに影響 しているものと考えられ る。本文では ，各部材の構成

1ζ っき ，和 i隊，唐様( 禅宗様) 1乙関 し考察を重ね，部材聞の調

和を重 くみ ようとした技法が，どのようにしてくずれていくか

について述べ る乙とにし ，あわせて天竺様( 大仏様〉が日本では

建築構造にあたっての技術的な便法としてのみ生かされ，意匠

の主流にならなかった点についても考察してみる乙とにする。

和様の例として宇治の平等院鳳凪堂 (1053建立) について検

討してみよう。鳳凪堂は左右 lζ 興! 郎をつける等複雑な構成にな

っているが，主な建物である 中堂は ，正面三間，側面二閣の身

舎の周囲に一間あて裳階をめぐらし た形をとるにすぎない。柱

上の構成を みると ，裳階では ， もっとも簡単な平三斗に より桁

をう けている にすぎないが，身舎では ，軒の出をうんと大きく

するため ，斗棋は三手先斗棋の本格的な構造とし ，入り組んだ

) J ' . ] 木や斗が複雑な構成を示している。と乙ろで，乙の斗棋の主

要メンバーである丸桁や肘木の寸法をみると ， もっとも長大な

桁の寸法も ，短材である枠肘木の寸法も ，ともに 同寸法の206x

197 で差は認められない。鳳風掌の組み物をみた場合，三手先

斗扶 という複雑な構成であるた め，当然豆くるしい雰囲気に な

るべき処が，案外軽やかな印象をうけるのは ，あるいは以上の

ような寸法がえらばれているためかも知れない。乙のよ うに 同

寸法の部材で斗扶を組む方式は鎌倉時代にも うけつがれ，例え

ば京都の大報恩寺本堂 (1227年建立) では出組の斗棋であるが，

丸桁寸法170 x  1551<::: 対 し，J日木は 170X 145で 111 は若干変るが，

大報思寺本1 1 1 :
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成は同寸法 となっていて，差はみられない。との傾向は14世紀

頃まで大きな変化はなくうけつがれるが，15世紀になる と若干

状況は変わってくる 。奈良の興福寺東金堂 (1415年建立) は ，

乙の当時 とし ては珍らしく 三手先斗枚組にした本格的な復古建

築であるが，斗挟寸法は ，) J オ木が242x  2151<::: 対 し， 丸桁寸法は

若干大きく 297x 215とな ってい る。閉じ三手先の建物である平

等院鳳凪堂と比較してみると ，寸法のとり方としてはわず、かの

差ではあるが，やや重苦しい感は免れない。もっとも ，鳳凪堂

と東金堂では斗棋の水平へのひろがる率が大分ちがっ てお り，

乙の乙とがよけいに重苦しさを強調しているのかも知れない。

斗供閣の部材の釣合いの大きくくずれている例として兵庫県の

円教寺大講堂 (1440建立〉がある。円教寺大講堂は重! 自の堂々

とした建物であるが，斗t ! tは二手先で，その寸法は丸桁が385 X

2271ζ 対し ，肘木は209 x  185で，断面積でその比率は2. 26倍とな

り，下から軒を見上げる と，いやに丸桁の大きさが自につき ，

斗秩は，それまでの建物だと ，下から順次積み上げて丸桁を支

持 して いるといった形をとっていたのに反し ， 乙乙では逆 lζ ，

斗供が丸桁 lζ 死荷重となってとりつけられている ，といった感

じのものにな ってしまっている。すなわち ，乙 の建物では部材

聞の釣合い ，あるいは調和とい ったものが破綻 して しまったと

指摘してよいであろう 。以後乙の手法は近世! とひきつがれてい

き，鳳凪堂にみられるような怪快な軒を構成した建物は影をひ

そめるととになる。

では ，何故乙のよ うに構造技法が変化して いったのか。そ の

理由と して次の二つをあげる 乙とができる。

1. 軒反 りを簡便に つ くるた め

2. 軒構造の合理化

日本建築の特色の一つ に判を隅で反り 上げ，軽やかな il Ff 空間

をつくる技法がある 。 ｾｩｦ 反りは淡いｬｉｩ ｬ の出 を 重苦 しいもので な

く，軽やかに変化 さす のにきわめて効果的で，屋ネ艮の意匠とあ

いまって，ほとんど建物の外観を決定し てしまうほどの影響力

を持っている。いわば， 日本建築の表現意匠の上での重ー要なも

のとなっている。したがって ，i I i f の反りをいくらに決定するか

については充分の検討が重ねられた。軒の反りを決定する要因

として，軒の出と軒の長さの二つがある。前記の鳳凪堂では ，

身舎 と裳階の軒の出は ，3700と1500のちがいがあったが， 乙れ

にともない ，軒の反り上り寸法も身舎が茅負口脇で 515 もある

に反し ，裳階では 176 !ζ すぎないが，上下とも調和のとれたほ

どよい軒構成を示している 。一方，京都府園部町にある 九品寺

楼門 (14世紀建立〉では ，正面の粁の長さが10. 3メー トル，側

面の事干の長さが7. 4メートルであるが，軒の反りは正面側を265

とし ，側面では若干小さい 231 とし ，粁の長さ 1<::: 対 し充分の考

慮を払っていた。同様のことが大阪府久安寺楼門でも認める乙

とができた。

と乙ろで，軒( <::: 反りをつけるには ，(1)柱の長さを隅柱のみ長



くしたり ，また隅の斗棋の積上高を平の斗挟より大きくするな

どの下部構造から隅を高く し， 桁は乙れ lとともない隅で は折れ

上って組み ζ む方法 と， (2) 桁の成を隅で大きく して簡単に解決

してしまう方法 との二つがある 。乙の うちは)の方法は14世紀ど

ろまで用いられ，以後は (2)にとって代ってしまう 。 乙の場合桁

の成を増すといっても ， 意匠的にみて:三割位が限度であるか

ら，例えば隅の反りを丸桁位置で 100 増そうとすると ，桁自体

の寸法は少なくも 300 は必要で，いやでも丸桁を大き くせざる

を得ない。前記の円教寺大講堂では桁成 385 で，隅では76の増

しが附されていた。

次に示した軒構造の合理化とい うのは ，軒荷重の支持方法の

変化の ζ とをいう 。も とも と日本建築の軒荷重支持方法は ，桁

の上 lζ 極をびっ しりととまかく打ちなら べ，極の尻を盤で押え

てハネ上りを防ぎ，また先端においては ，木負，茅負の横架材

を堅固にとりつけ ，軒全体をあたかも一枚の厚い板のようにし

て，軒先荷重をうけるのを基本と してきた。したがって ζ の構

造では ，桁の寸法が肘 木全様の細いも のであっても ，あまり支

障はなかった。 ζ の場合，いわ ゆる ，化粧材である ととろの極

や斗棋が重要な構造的役割りを課せられていた。ととろで，野

小屋ができて，化粧材である地極や飛槍極が直接 lζ 荷重をうけ

なくなるにつれ，状況は順次あらたまってくる。そのうち一番

目ざま しいのは桔木構造の採用である。乙の結果，今までは粁

荷重を軒全体でう けていた のが，特別 lζ 頑丈な別の材料にとっ

て替わるようになる。極なども ， ぎっ しり打たれて いたもの

が，二丁おき ，あるいは三丁おきに本当の極が打たれ，その聞

のものは ，桁から鼻先だけ ，あるいは木負から品さきだけのい

わゆ る見せか けの極 となって，単 lζ 杯の形式を整えるにすぎな

いものになる。とのような構造になった場合，車干の構造上の主

要材は桁 となり ，力学的にも 寸法の大きいものが要求されてく

る。前記の円教寺大講堂では ，丸桁 lζ も枯木がとりつけられ，

丸桁は下部構造であ る斗棋で うけら れるものではな く，それと

は別に ，天井裏 lζ 架構されている構造材グノレ ープの一員と して

化粧材としての形を保つものになっている 。

実は ，11汗反りの簡便化及び極構造の合理化 といったものは ，

別々に認められるわけではなく ， 両者併存して見られるわけ

で，15世紀以降に おける大きな流れと して両者を認めるべきで

あるが， ζ のような構造なり意匠方法のあらわれる原因として

唐様の技法がある 。

唐織では ，はじめから桁と肘木と の部材寸法には大きな 差が

あった。唐様初期の実例である東京都正福寺地蔵堂では ，丸桁

寸法200x 66:1ζ 対し ，s寸木寸法は 80x 66，京都府亀岡市の普済

寺仏殿 (1357建立〉では丸桁寸法218x 1211C: : 対し ，肘木寸法は

92x 68で，断面積では実 lζ 4.2 の高比率となっている。しかし

ながら ，前記の建物をみると ，桁と肘木間 lζ 大きな寸法差があ

るにかかわらず，円教寺大講堂でうけたような不釣合いの印象

はあまり感じな い。というのは ，唐様では桁をうけるのに ，和

様のよ うに 柱上の斗棋だけでうけるのではなく ， 詰組斗ｴＡｾ とし

て，柱聞においても一組あるいは二組の斗供をおき ， 乙れによ

って桁を支持 してい る。結果的には ，寸s 法の小さい代わりに群

として桁寸法 lζ 対抗して いるのが，ちょうど両者の調和を うま

く保っているためかも知れない。一方，前記の寸法をみれば判

るよ うに ，大きな桁といっても ，正福寺で桁の成はせいぜい 200

で，その巾も 66にすぎず，感覚的にみる場合，あまり大きさは

意識 しない 。唐様建築の追構の うち，初期に属するものはすべ

て小規模な建物が多く ，実際に見る場合と図面から うける 印象

とはよほどちがったものとなり ， 桁やＩｪｾ木の寸法差はあまり感

じないのである。唐様独特の構造材と純粋の化粧材 とをす法的

lζ 明確に区別 して組みあげた実例は ，却って14世紀終りごろか

ら15世紀にかけて建立されるいわゆる「折衷様」の建物におい

て認める ζ とができる 。兵庫県鶴林寺本堂 (1397建立) ，大阪

府観心寺本堂 (1378頃建立〉がその例で ，折衷様の建物の場合

は， ｾｲ 干まわりより堂内部の虹架において ， その特色がよく現わ

れている。前述の円教寺本堂においても ，内部の虹渠 iとは唐様

の大きい断面のものが使用されているが，14世紀から 15世紀に

かけての時期を ，構造材 ，非構造材を寸法的 Ir . 厳格にわけた技

法の確立 した時期としてと らえ ， 乙とさらに折衷様といった区

別はしなくてもよいよ うに私は感じる 。前にのべたように和様

では ，寸法の釣合いの上 lζ 斗扶;構造が成立しているから ，経端

な大断面の虹梁などは斗棋内lζ 納まりきらず，唐 i憾の形式の虹

梁でない とうまく納まってくれないのである。

と乙ろで唐様の大規模建築であるが， 乙れは京都の相国寺本

堂 (1605年建立〉をはじめとして，近t祉に入ってその実例をみる

にいたる。妙心寺，大徳寺等京都の禅宗本山寺院の伽護がそれ

である。しかるに ，乙れらの建物をみると ，身舎内部は蔚様仏

殿独特の難解きわまる 化粧屋綬裏や斗扶尾極 の組み上がりを見

せる方式でなく ，おだやかに全面を鏡天井とするやりかたで ，

: 析についても ，わずかに隅扇極を打っているのと ，五十棋が詰組

lとなっているだけで，斗供の木*11 りをみても ，その頃の和様の

建物の斗供割りとはあまり大きな格差は認められなくなって し

まっている。いいかえると ，いちじるしく和様化されて しまっ

相 国 寺 本 堂
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ているのである。

以上の乙と から ，次のような結論が出せる。すなわち ，和様

の建物においては ，部材の釣合いを建物構成にあたって厳格に

守ろうとしていたのが，構造上の要求から漸次この考えがくず

れていき ，14世紀から 15世紀にいたって唐様の木割りにまで近

づいてきた。一方，唐様の方は ，近I:li: Iζ な って和様に近づき ，

部材の構成にあまり大きな差が認められな くなってきた 。つま

り，和様の構造的な発展による様式の変化といってもそれは無

制限なものではな く，一定の制限までへの発展であり，一方唐

様の方は ，和様のもつ制限 lζ 近づくべく逆の発展をしたと解釈

する乙とができるのである 。その制限とは ，構造技法の発達 lζ

より ，上古や中世初期とはちが った別の新しい様式がっくり出

されたと考えざるを得ない 。それ! まどのような性格のものか に

ついて，天竺様の建物をと りあげ考え てみるととにしよう。

天竺織は ，鎌倉時代における東大寺再廷にあたった俊乗坊重

源の関係した寺院にだ けみられ る締法で，それ以後はほとんど

とりあ げられていない。わずかに京都の東福寺の伽藍 {ζ 用いら

れたのと ，近世 {ζ 入って京都の東寺金堂，焼けた京都方広寺大

仏殿や江戸再建の東大寺大仏殿 lζ 用いられたにすぎない。事例

をみても判るように ，天竺様は小規模な建物よりも大規模な建

物に適合している。大規模な建物 lζ 適合するといっても ，適合

の仕方には二つあって，一つは和様や唐様を用いるより部材が

小さくてすみ経済的で、あり ，かつ構造的にも有利である乙と ，

もう一つは建物表現の問題で，建物の大きさを強調するのにき

わめて有効である乙とである。天竺機は重源、の在世中において

も，一定の確立した形式をとりえず，天竺様建築の代表例であ

る奈良東大寺関係と兵庫県浄土寺関係とでも様式技法上若干の

差が認められる。乙乙では新しい例ではあるが，京都の東寺金

堂 (1603年建立〉をとりあげてみよう。

東寺の金堂は ，正面33. 4メート j レ，側面17. 9メー トノレの大建

築で屋根は重層となり ，柱上斗棋は ，上屈が和様の四手先，下

層のみ天竺様の三手先としている。天竺様の構造上の特色は ，

軒をうけるのに和様や唐様のように柱上 [ζ 大斗をのせ，大斗上

lζ 斗扶を積み上げていくのではなく ，柱は真桁の下までまっす

ぐのばし ，!H木を帰J j j 木 として柱 l ζl 順次帰し ζ み桁をうける方

式である。乙の場合，柱は太くかっ長大で 〈東寺金堂では側柱

の直径は 750 ある ) ，ζ れに細い肘木( 東寺では273x 224) が

挿さるため ，いままでの和様の建物では想像もつかなかった部

材の組合せができる。和様を見なれた当時の人たちにと っては

天竺様はきわめて奇異な構造方式花見えたととであろう。そし

て太 くかっ長大な柱は ，見る人たちに ，威圧的な感じをあたえ

たととであろ う。東寺の金堂においても下層の屋根の正面中央

を一段高くあげた構成が， 乙の建物の見どころとなっている

が， 乙の建物では ，屋根軒先に変化をつけるための君、匠とい う

よりは，長大な柱を露わにするとと! とより ，建物の雄大さを強

48 

東 寺 金 堂

調するための構造であったと解した方がよいように思える 。そ

の意味で，金堂における天竺様の採用は成功したものと見るべ

きかも知れない。

と乙ろで，以上のように建物の大きさを誇示しようとする意

匠方式は 中世以降の日本建築ではあまり見 られなかっ たもので

ある 。東寺のような復古的な建物や ，禅宗寺院の伽藍が土間で

あるのは別として ，仏堂建築においてはほとんどが床張りの坐

; a : ? ) 建吻となっているが， 乙の場合，必然的 lζ 建物の粁は低く

かっ出は深くならざるを得ないし ，また堂内部の意匠も ，天井

は低くかっ平明で，化粧屋根裏にしても ，ゆるい勾配を採用せ

ざるを得ない。 一方外観も ，深い粁の線や ，床張りの周囲にめ

ぐらされ る縁や長押によってっくり出される水平線のため ，き

わめて水平の勝っ たおだやかな立面となってしまう。要する! と

和織の系統の建物は ，おだやかな水平性の勝った表現の建物が

その主流となる。わずかに前記の折衷織の建物の意匠 lζ 建物の

構造的な美を求めた破絡的な方式を見出すにすぎない。 ζ の意

味では折衷様は日本建築史において重要な意味を持つ。

さきに ，和様の建築が構造技法の発達によ り，別の新しい様

式をっくり出 した と述べたが，その様式はおだやかさの巾にう

まく適合する様式であった。また構造の発展といっても ，!liFや

jlql!部，三1.棋などの化粧部分については 15世紀頃すでに頂点 lζ 達

し，それ以後は i斬新な変化はな く，15世紀頃のものがほぼ順調

にうけつがれていく ，そ してその様式は，近世 lζ 入って木割書

の中 l乙数理的に整理され，一つの固定 した技法として今日まで

続くのである。

しかし ，今日 ，新建築の氾濫の 中lと暮らしていると，おだや

かな建築表現を意匠の基本とする和様建築に一つの郷怒を感じ

ながらも ，長く日本建築の主流を外れていた天竺様の志匠上の

発想に何か魅力を感じるのである。



1 住 居 と 生 産 : 過 去 と 将 来

住宅ーその歴史の成立と

方向- )11 上 貢

1. 建築史のなかの住宅

はじめに住宅だけを対象 lとしないで，わが国における建築史

学の発展の過程をあとづけ ，そのなかで住宅がいかに扱われて

きたか考えてみよう。建築史が学問的体系にまとめられる過程

において，過去の歴史的，文化財的遺構の発掘と調査が重要な

役割を! となっていて ，乙れら「遺構を系統的に配列する乙とに

よって日本建築史の骨格がほぼ形成されるといつでもあえて過

言ではない」註( 1 ) といわれるほどに ，建築史と文化財の保護措

置は密着していた。わが国の文化財保護措置は明治30年におけ

る「古社寺保存法」の制定 lζ 制度的発足をみたが，そ乙では指

定される物件は社寺所有のものに限られており ，指定の対象に

なるものは「特に歴史の証徴または美術の模範となるべきも

の」註 ( 2 ) であって ，建築の場合 lζ 特別保護建造物の名称、で指定

されたものの大半は社寺建築で占められていた。なお ，社寺以

外の所有 lζ 属する個人の住宅については大正 8 年に制定された

「史蹟名勝天然記念物保存法」によって，とくに史的価値ある

ものについて保存の対象にとりあげられるようになった。そし

て，昭和 4 年に「古社寺保存法」が拡充発展され ， I国宝保存

法」が新たに制定されて ，社寺所有のものだけでなく ，国 ・公

共 ・個人の所有のものも国宝に指定できるようになって，住宅

の指定物件数が増加し た。乙乙にみられる 「古社寺保存法」か

ら「国宝保存法」への変化発展はたんなる法律の改正にとどま

らないで，法律を改正 しなければ文化財保護の充分な方策を講

じられなくなった状勢の進展をよみとる乙 とができる。註 ( 3 )

明治期の建築史学の先学たちが体系化 に努力 した建築史は上

記の文化財保護措置 と表裏の関係にあり ，園内各地を調査して

まわり ，指定候補の建築を探 しだ い 指定するための裏付け調

を行ってえられた成果が基礎資料になって日本建築史がくみ

たてられたといえる。そのため建築史の記述が社寺建築の迫構

lζ 資料的 lζ 偏重 しているという後人の先学の業績への批判は免

れるととをできないけれど，建築史学発足時における研究の条

件と限界をまず認識 しなければならな いだろう。しかし ，遺構

をよりど乙ろにする限り ，室町時代をさかのぼる遺構を欠いた

住宅史のくみたでは，迫構の豊富な社寺建築史 lζ 比較 して多く

の困難があ り， 正確さ を 欠い た ものになりやすい。そ して ま

た，迫構を年代順 lζ 羅列しただけで歴史がくみたてられるもの

ではない。その場合においても ，J立構の年代 を明らかに し，造

立された当初の姿 ，形式手法が明白 lとされていなくては歴史的

資料と して扱う乙とができないところから ，建築史研究の次の

段階として ，すでにえらびだされていた遺構の様式 ・技法に関

心がそそがれたととは当然であった。

「古社寺保存法」の制定とともに国庫補助による特別保護建

造物の保存修理が行われていて， 乙れまで表面的観察に止まっ

ていた建築の形式技法の理解が解体修理の機会 lζ 精級化され，

後世の補修変更箇所をとりのぞいて造立当初の姿を明らかにす

る復原的考察が研究の新しい分野をひらく乙とに導いたが，そ

の先鞭がつけられたのは明治末，大正初年の乙とであり ，修理

方法として硲ー立したのは昭和 9 年から着工された法隆寺国宝保

存工事においてであった。 乙のような迫構を中心とする形式技

法の分類判別と年代判定の手法の向上発達に即応して ，古文書

・絵図などの文献資料 lζ 拠った研究が建築史家によって進めら

れ， 乙れまでの辿構偏重の傾向にあった建築史研究に新しい活

面がひらかれたのも昭和初年のことである。それとともに研究

対象は社寺建築に止まらずに住宅 ・茶室 ・城郭など各種の建築

lζ ひろげられ，建築をっくりだした人と組織 K も関心がそそが

れるようになり ，既存の建築史にみられた限界を克服する方向

へ指向した新段階に入っ た。前出の「国宝保存法」の成立は乙

の建築史研究の局面の新展開花即応するものであり ，研究の進

展と新指定物件の増加は不即不離の関係にあり ，城事fl ・茶室そ

して個人所有の住宅が乙の段階ではじめて国 宝の指定対象に と

りあげられた。

さて ，J辺機例! とたよる限り ，その絶対量に乏しい古代 ・仁|コ世

と豊富な近世のあいだに資料の面で偏差の大きい住宅につい て

その史的発展過程をあとづける乙 とはむつか しい。乙の追構面

での制約をのり乙えて資料を豊富にするには文献の責極的活用

が必要なととはいうまでもない。しかし ，今日にみるほど文献

的研究が活溌でなかった明治 ・大正初期においては住宅史をく

みたてられるほど研究はほ とんど進展していなかった。遺構の

欠を祁i うため古代 ・中世の住宅を語るのに江戸時代末に故実家

によ って蓄かれた「家屋雑考J ( 沢田名霊 ・天保 13年) ， I貞

丈雑記J (伊勢貞丈 ・天保14年) ， I後総 日記J (松岡行義 ・

幕末〉が利用され，それらの説以上に出 ていない。乙れらの な

かで も 「家屋雑考」に みる家作沿革はわが国の住宅のっくり を

古代の寝殿造り と中世後半の書院造りに大別 し， その変遷 を明
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らかにしており ，今日ではその説に誤りをみいだす と乙 ろはす

くなくないけれど ，近代における文化史 ・美術史 ・建築史の発

達途上 lζ 大きい影響を与えた乙とは否定できない。

2. 住宅史の成立

沢閏名霊の「家屋雑考」を手がかりにして ，昭和10年頃には

じまった住宅史の研究は寝殿造りと書院造りの二つの分野に お

いて，前者は平安時代の文献史料を拠所 lζ ，後者は主 lζ 室町 ・

桃山 ・江戸時代の遺構諸例 lζ 拠りながら，種々の新しい見解が

出され，体系化への基礎的資料の貯えを豊かにした。まず，主j

殿造りの研究では比較的資料にめぐまれた平安時代後半の摂関

期から院政均における内裏 ・院御所 ・摂関家邸宅などのいわゆ

る公家上回邸宅諸例をとりあ げ，その邸宅を構成する諸建物の

敷地内の配置と規模を復原し ，そしてそれらの年代的変遷の経

過を明らかにするという方法を通じて ，左右対称的配列構成 {ζ

盛期臨殿造り邸宅の典型成立をみるが，平安末期への時間的経

過につれて，左右対称形がくずれ左右非対称形へ配列構成の変

化があり ， 東西対のうちいずれか一方の対が小寝殿 lζ 置換さ

れ，あるいは消失し ，の乙る対も対代から対代廊へ次第に規模

の縮少変化がみられる乙となどがあとづけられた。なお ，寝殿

のgp酉屋と対照的 lζ 東西対が妻入りの子午屋であるとと ，泉殿

と釣殿が左右対称、的 iζ 配置される -if1J は存在しないととなどもあ

わせて ，家屋雑考の所説の誤りをただす多くの新事実が研究の

進展とともに明白になった。

書院造りの研究では ，書院造りを特徴づける形式的諸要素す

なわち ，床 ・違棚 ・附書院 ・納戸構 ・上段の個々の発生経過を

たどり ，それらを組み合わせた座敷飾りの成立に書院造り初期

形式が出現し ，座敷飾りをそなえた座敷の接客座敷への変化と

規模の大型化への発展 lζ 近位者院造りの完成をみるにいたると

あとづけされる。なお ，後者では研究初期 iζ は遺構諸例のみが

対象 lととりあげられたが，のちには文献が多く採用されて，そ

の研究内容と理解が一層高められ，追檎諸例の年代的配列 lζ 終

りがちなとれまでの建築史から脱却して ，歴史事実の解釈へ研

究方法の新しい指向をよみとる ζ とができる。

これらの研究に平行して原始住居の発掘調査の成果が注目さ

れるようになって ，その上屋構造の佐原が試みられ，あるいは

奈良時代の住宅を古文書の解読から笹原され，また ，追跡の発

掘調査が建築史家によって実施され，藤原宮跡や法隆寺東院で

新知見がえられるなど，戦後において活溌化した ζ の分野の研

究発展への新しい道が開発されたのも昭和 10年代の ζ の頃にお

いてである。

住宅史が通5 t としてまとめられたのは昭和 10年の田辺泰「日

本住宅史」が最ー初であり ，それまでの研究成果を多く採用して

先史| 時代から近位末までの住宅の変巡を論じているが，古代の

寝殿造りから近位の書院造りへの過程の中聞における過渡的形

式と して武家造りを考えている点はなお家屋雑考説の影響をぬ
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けていないといえる。その後の関野克の「日本住宅小史J (昭

和16年) では住宅の史的変遷を原始 ・農家 ・公家 ・町家 ・釈家

・武家 ・数寄屋 ・国民の各住宅に系統を分類し ，公家住宅の形

成と変化の過程で寝殿造りの変化消長をとらえ ，武家住宅を独

立した新形式としてみとめ ，主殿造り 即武家住宅として規定す

る。そして主殿造りが桃山時代において発展した形式をも って

書院造りと見倣し ，また主殿造りの定型化に公家住宅と釈家住

宅が影響していると考えるところに特色をみいだす。そ乙では

細部的 lζ は家屋雑考の説を訂正しているけれど，住宅形式の変

遷の大筋は家屋雑考の説から大きく変化していない。

第二次大戦後の建築史研究は住宅史が戦前の社寺建築史 lζ 代

って主流を形成し ， ｾ前における研究成果を踏み台にして飛躍

的な研究の進展をみたが，戦前の住宅史研究を総括して太間博

太郎の「図説日本住宅史」が戦後間もない昭和23年にでてお

り，戦後の研究成果を多く採り入れ，前著を大きく 苦きあらた

めた太悶博太郎の「日本住宅史J ( 昭和29年) は当時の住宅史

研究の水準を示す通史であって，多くの注目すべき著者の見解

を含んでいる。後者においては古代 ・封建時代そして近代 lζ 時

代区分して住宅の史的発展と変化がのべられるが，とくに古代

と封建時代の両章では著者が強く関心を もち自身の新説を多く

だされている と乙ろだけに ， ζ れま での通史にみられない目新

らしさに充ち ている。そこでは住宅における人々の生活機能と

空間の分化発展を骨組として，住宅のくみたての時代的変遜の

過程をあ とづけようとしていると ζ ろに特色がみいだせる。ま

ず寝殿造りの発生を農村から都市的生活が分離されて発達した

と乙ろにもとづくと考える 。そ して生活機能における肢と食の

分化によっ て主屋と大炊屋の別が生じ ，閉鎖空間と開放空間の

くみ合わせのなかで後者の昼間の生活空間の拡張要求によって

庇が発達し ，その開放的性絡は蔀戸の導入によって屋内へか ζ

いこまれる よう になる。自殿造り貴族住宅と畜院造り近世ー住宅

のあいだの大きい相違は後者における接客空間の独立としてと

らえ ，また前者の室内 lζ 生活調度をな らべる方式から後者の調

度の建築化と間仕切による諸宝の機能 と固定化への変化を みた

と考え る。

3. 最近10年間の住宅史研究にみる新方向

今日住宅の迫構や文献資料はほとんど出つくしたようで ，新

資料の発見は文献資料の新たな発掘と埋蔵遺跡、の発掘に期待す

ると乙ろが大きい。とくに後者は戦後にいちじるしく免震をみ

た分野であっ て， 平城宮跡における発掘事業 lζ 多く の成果があ

げられている。都市の再開発や地域開発あるいは交通路線の盤

側1新設による大規模な建設卒業が園内各地で進められるにとも

なって，幾多の埋蔵文化財の緊急発掘調査の事例が日々培1加し

ているのが現状である。乙れらの発掘事業は周倒な準備と長期

の発掘期間を見込んでの計画的発掘が最も望ま しいに もかかわ

らず，今日行なわれている調査の大半は破壊を目前にひかえた



緊急調査であるととろに多くの問題をかかえている。平城宮跡

発掘調査事業も緊急調査から出発して事業組織の整備と宮跡敷

地の拡張，国費買上げの実現へ発展しており ，調査地区の拡張

進展の度毎 lζ 新事実発見の数をふやしている。大極殿を中心と

する朝堂院の北後方地区 l乙，紫寝殿を中心に築地回廊で区画さ

れた内裏跡の全貌が明らかにされ，基国上 lζ たち ，土間敷 ・瓦

葺きの仏堂風の朝堂院と対照的 lζ 紫辰殿が掘立柱 ・高床板f1f{き

の桧皮葺き建築であった乙とは ，奈良時代の住宅の規模 ・形式

さらに寝殿造りの発生の問題などに新しい資料を提出してい

る。なお ，都城 ・宮殿追跡は飛鳥板蓋宮 ・藤原宮 ・難波宮 ・長

岡宮の各遺跡の発掘が実絶されていて ，藤原宮以下の各宮と 平

城宮のあいだの各朝堂院の規模と配置構成の変化が明らかにな

った乙とも大きい成果の一つであり ，今後の調査の進展 lζ 多く

の成果が期待されている 。また，地方では太宰府跡をはじめ国

街 ・郡街 ・城柵などの発掘調査が行われていて，奈良 ・平安時

代の律令制度の下における地方宮街建築の実態が次第に日の目

を見るようになった。最近では福井県足羽郡足羽町一乗谷 lζ 所

在する戦国大名浅倉氏の館跡整備工事にともなう発掘調査で，

応仁の乱後から中世末! と造立されたと惟測される主殿を中心と

する建築と庭園の追跡が発見され，建築の規模 ・平面形式およ

び庭園の構成が判明したことは遺構に乏しい中世住宅の研究に

寄与するととろが大きい。( 写真参照)

浅倉一乗谷館跡発掘状況 ( 摘井県足羽郡足羽町〕

このような新資料の発掘によって歴史的事実の不足が補われ

ることは ，歴史を新しく書きあらため ，あるいは書き足してい

く大きな務めを負わされている 歴史研究者に大きい福音を与え

るものであるけれど，歴史的事実は研究者に 与えら れるものだ

けでなく ，研究者自身が取捨選択し新たな事実を掘り起してい

かねばならない。建築史あるいは住宅史を記し ，語るというと

とは遺構や文献的史実を年代 JI債にならべる ζ とだけで終っては

ならない。遺構の綿密な調査を通じてその経年変化を明らかに

する ζ と，あるいは文献を考証しその事実を明らかにすること

は建築史家の とるべき必要な手段である けれど，そうする乙と

だけで終ってしまう場合がわた したち建築史家に多いのではな

かろうか。例えば平安時代の貴族邸宅諸例で建物の配置構成が

左右対称形から左右非対称形へ変化するという 事実が明らかに

されたとしても ，何故に非対称形へ変化するのか深く考えてみ

ることが必要であろう。それには貴族の生活のなかで宮廷行事

にともなう儀式がその建築のっくりや調度の室礼を大きく拘束

していて，ハレ( 崎〉面とケ( 主主〉面の別を基本にして調度の

室礼が行われ，寝殿 ・二棟廊 ・対庇 ・対南庇 ・中門廊 ・中円以

下晴向きの建物配置が定められ，邸主人の出入する l情門の向き

即ち邸宅の l情向きが決定される 。つまり ，ハ レ| 旬きの場は i清の

行事儀式が行なわれる舞台であり ，儀式 lζ 参列する人は I情の舞

台における演技者であ って，演技者の演技は一定の作法にした
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がった式次第の下で行なわれ，演技者の座席はその地位 ・官職

の別によって区別され，その位置に一定の順位がつけられてい

て，寝殿の南庇は邸主人と賓客 lζ ，地位 ・官職が降る者ほど寝

殿から遠ざかり ，中門に近い座席が割りあてられていた。とれ

に対してケの側は晴の行事の場に使用されず，私的な日常の生

活の場であって，ハレ向きが東であれば正反対の西側がケの場

になった。また ，寝殿屋内では南面のモ ヤとヒサシがハレの場

であり ，モヤと北庇の境仕切が境界 lζ なって北庇 lζ ケの場が設

定されていて，邸主の居間と寝所は北庇 lζ 設けられるきまりが

できていた。したがって，ハレ面には寝殿に附属して二棟廊 ・

対または対代 ・中門廊 ・中門が必要な施設としてそなえられる

が，ケ面では乙れらをそなえる必要性を欠き ，省略されてしま

う。乙乙 lと左右対称形を維持されず，非対称的配列を生む乙と

になったと考えられる。

また視点を変えて，現在住宅の需要の増加に乙たえるために

住宅の畳産化が叫ばれ，住宅部材の規格生産が進行している。

その場合に部材の設計尺度の標準化による部材の互換性が要求

され，あるいは住宅の設計規準の制定が必要視される。かつて

近世の建築生産において社寺や住宅について建築技術者のあい

だで木割が設計基準の役目を果していて，住宅では 6 尺 5 寸が

柱聞の基準尺になり ，柱間のろioの 6 寸 5 分角が柱 ・断面にきめ

られ， 乙の柱聞と柱断面を基準尺として内法高 ・小壁高 ・天井

高 ・長押 ・鴨居 e 敷居の各寸法が割りだされて，住宅の平面間

取，柱割から室内各部のプロポ ーションまできめられる一定の

設計手法をもってい た。乙のような木割は初期には秘伝にされ

ていたが，のちには公表され版本として世聞に流布されて，建

築設計の規範蓄として建築技術者の教育と養成に大きな役割を

果していた事実に目を向ける必要がある。

過去の建築は自らよみがえるものではなく ，わたしたちが現

代の眼をもって問いかけると ζ ろに建築史の現代的意義があ

る。

註(1) i 国宝事典J ( 昭和36年 6 月，便利堂刊)

(2) (l )1c同じ。

(3) 戦後 lζ 「文化財保護法J ( 昭和25年) が公布されて，それまでの
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「国宝保存法」は廃止され，それまでの国宝は重要文化財建造物

の名称で統一され，更にそのうちから特別の価値をもつものが国

宝に指定されている。昭和42年現在，国宝に指定されている 2ω

件のうち，住宅，茶室はわずか17件にすぎない。なお，近年にな

って民家が指定対象にとりあけ.ら れるようになった。

建築史のなかの建築材料

山 田 幸

1  木造と組積造

わが国の主要建築材料はいうまでもなく木材であった。構造

的には柱を立て梁を架し ，あるいは合掌，あるいは束を用いて

建上げるいわゆる架構式と呼ばれる形式に分類される。もっと

も木材を水平に積上げて壁体を造る校倉系統の建物もなかった

わけ ではないが， これは時代的 lζ も用 途的にも限られた 存在

で，わが国で、はまず例外と みてよいだろ う。そして登 巴追跡の

普から 明治の開固まで，様式 lと変遷があり技術的に発展はあっ

ても ，木造架橋式が終始変わら ぬ基本型であった。

建築の一つの基本型が， 乙のように2000年もの間持続される

ような乙とは ，世界的にも非常 [ζ 珍しい現象ではなかろうか。

たとえばエジプトやギリシャの神殿は石造建築の優れた例とし

てしばしば引用されるが，その祖形が木造であったとともよく

知られている。そしてそれらの伝統をうけた ヨーロッパの建築

には ，勿論木造も存在するけれども ，その主流が常 lζ 石または

煉瓦造であった乙とも認められている。一方，眼を中国 ・朝鮮

に転じても木造と併行してま専や石を用いた建築が見られる。と

乙ろが，そ ζ から一衣帯水の日本へは木造の技術のみが導入さ

れ，他の技法は ，あるいは伝えられたのかもしれないが，遂に

わが国土では生育 しな かった。その理由とし て，わが国では桧

・杉といった良質の建築用材が入手しやすい ととのほか，高温

多湿の気象条件， 地震の起りやすい立地条件があげられてい

る。乙れら二条件のうち，もしどちらか一方だけであれば石 ・

煉瓦による組積造も可能であったろうが，二つの条件が重なっ

ている以上，木造架檎式以外 lζ 構造法が考えら れなかったのも

無理はない。明治から大正にかけて一時期煉瓦造が非常に盛ん

であったが，わが国では乙の構造が遂に主流となり得なかった

のも ，まさに乙の理由にほかならなかった。

しかしわが国で組積造が栄えなかった理由を ，石材の産出が

乏しかった とか，煉瓦の製法ある いはそれらの使用法を知らな

かった故 と考える ζ とはできない 。瀬戸内海あ るいは伊豆地方

には良質の石材が産出し ，大坂 ・江戸城等近世城郭にそれらの

地方の石材が豊富 lζ 用いられている。特 lζ 瀬戸内は古代文化の

伝矯路で，まさか古代人がその存在に気付かなかったとはい え

まいし，事実，古墳や石棺に石材の精巧な使用例を見ることは

周知である。 また煉瓦は ， ヨーロ ッパ古代窯の復原から 印0-

10000Cで焼成されたといわれるが，それくらいであれば，わが

土器や瓦の窯で十分出し得た温度で，その製造が技術的に不可

能であったとは考えられない。まして終始影響をうけ続けてい

た大陸において組積式の建築のあった乙とを考慮すれば，わが

国でそれが行なわれなかった理由を材料そのものの存否だけに

求める乙とはできない。結局 ，その材料が使用されるかどうか



は， もっと広い視野で考えなければならない問題である。

2  石灰の使いかた

とζ に「石灰」という建築材料がある 。石灰岩Ca C0
3 をl OOOOC

内外で奴焼して一旦生石灰Ca Oを作り ， さらにそれを消化( 水

と化合させる乙と〉して消石灰 Ca (O H)z とい う白色粉末にし

たものである。石灰原石の種類により製品に若干の聞きができ

るが，消石灰を水繰りし乾燥の過程で空気中の炭酸ガスと化合

させ，元の Ca C0
3 の形 lと戻し て不溶性固化物とするのが通常

の使用法である。
ζ のプリンシプノレは B . C . 2450年以前の遺跡

といわれるカファジャの石灰窯祉から発掘された石灰でも ，現

在日本で壁材料として使用 されているものでも同じで，また!京

石が地球上いたる処 lζ 分布している関係から ，l OOOoC以上を出

し得る 窯が開発されれば ， 乙の材料が世界で最も普遍的なセメ

ンティング材となる。 しかしとれを現実の建築に適用する場

合，わが国の架構式とヨーロッパの組積式では ，その扱い方 lζ

大きい開きがでてくる。

まずわが国では律令制の下 lζ 土工司( 後 lζ 石灰司が独立〉が

おかれ石灰焼成の乙とを司っていたし，また正倉院文書以下，

各i時代の寺院造営の記録 lζ しばしば石灰の使用が見られる。し

かし文献 ・迫構共，石灰は一貫して左官工事の上塗材料だけに

使用されていた。もっとも文献上では藤原頼長の文倉が石灰ま

たは貝灰で下塗され，迫構では法界寺阿弥陀堂の内陣小壁，高

知城天守の壁! と下塗( 荒壁) から石灰の用いられている乙とが

知られている。しかし乙れは例外中の例外でめって，日 本建築

全体の傾向を示すものではない。さて ζ のよ うに石灰を上塗材

と規定すると，乙の材料は何よりも美しいものでなければなら

ず，乙の場合は純白の製品が喜ばれる。そ乙で原石が精選され

るζ とになり ， したがって同じ成分をもっ貝灰は原料の入手が

石灰岩に比し容易で， しかも製品の収縮率が小さいという利点

があるにもかかわらず，純白の製品を得難いという理由だけで

石灰より一段低位の材料とされていた。それから消石灰と併用

される材料にのり ・すさ( 糊 ・窃，塗壁材の作業性を向上さ

せ，亀裂等の欠陥を防止するた めに混入する。乙のような 材料

を一括して結合材と呼ぶ) があるが，わが国ではこの種の材料

にきわめて繊細な神経が使われている。 たとえばすさは通常の

土の荒墜には業を使用するが，石灰上塗には漂白した麻，特 {ζ

上等の工事には紙すさが使用され，驚くべき ζ とに既に 法隆寺

五重塔において乙れらの材料が検出されている。また粉lは石灰

を銭塗する場合，作業性を良くする ためほとんど必須の材料で

あるが，古代中世では米のり ，近世以降はふのりその他の海草

類が ζ れにあてられ，石灰そのものよりも ，のり材の進歩改良

が左官工事の技術革新に直結していた とさえ考えられ る。そし

て壁の上塗は建築の最終工程として常に美しく仕上げられるべ

きもので，反面，壁そのものの強度とか表面の硬さとかにはそ

れほと、関心が払われていなかった。

乙れに対しヨ ーロ ッパでは，石灰は日本と同様塗壁材として

使用されるが，乙乙では上塗だ けでなく下塗から使われる。す

なわち左官工事の全塗層( 下塗 ・中塗 ・上塗) が石灰で固めら

れるわけで，わが国の中塗以下 lζ 土を用いる壁 lζ 比し強度の大

きいととはいうまでもない。しかも ヨーロッ パでt はとのような

プラスタ ーないしスタッ コ的な使い方だけでなく，メ ー ソンリ

ィモルタノレ，すなわち組積造の白地材としても用いられ，歴史

的にはむしろ ζ の使用法の方が古いのではないかと思われる。

架橋式と異なり組積造では壁体の強弱が直ちに建物の強弱に通

じ，壁体の崩域は即建物の崩墳につながる。そ して その壁体の

強度が白地材の強度に よ って定まる乙とは ，あたかも コンクリ

ー卜 の強度が骨材ではなくセメン卜硬化物( 具体的には水セメ

ン卜比〉によって支配されるのと同様である。したがって乙の

使用法では何よりもまず強度が重視され，閉じ材料を塗壁材と

して用いた場合も ， やはり強度や硬さ ， 耐久性等が問題とな

り，美 しさはそれらの性質をそこなわない範囲で求められるべ

きものとされる。乙の結果，石灰と併用される材料にはまず骨

材があげられ， 乙れによって白地材としては勿論，塗壁材とし

ても強さと厚さが保持される。しかし結合材には見るべきもの

は少なく ，すさ的な材料として各種の繊維が混入される乙とが

あっても ， 日本のよ うに漂白したものや紙の如く精選されたも

のはなく ，のり的な材料にいたっては近年合成樹脂が用いられ

るまでほとんど皆無といってよかった 。 さらに石灰自身につい

ていえば，乙れに水硬性* を附与するために種々の工夫が試み

られている。たとえばクレタやロ ーマ 時代の各地の追跡、では ，

礁( 骨材〉にまじって土器の破砕片が意識的 lζ 混入されている

乙とが確認されており ， ζ れによって今日いうと ζ ろのポゾラ

ン効果をもたせ，単に強度の上昇のみならず，乙の材料の水中

工作物への適用すら可能としたのであった。乙の知識はヴィ ト

ノレヴィウスほか古代ロ ーマの科学者達によって既に知られてい

たが，その考え方を推 し進めた ものが後の各種水硬性石灰や ロ

ーマンセメン卜であり，さらに それが極限まで発達した形態が

現在のポノレ トラン ドセメン卜と いう乙とができょう。 ζ のよう

な発想、はわが国では遂に明治まで見られなかったが，乙のとと

は，あたかもヨ ー ロッパにおいての りの効用を最近まで知らな

かった乙と と対応するもので ある。

3  材料の歴史的価値

二つの異った地域 lζ 同じ建築材料が産出しても ，気候風土そ

の他の関係で一方では非常によく用いられ，他方では全く使わ

れないといった乙ともあるし ，また同質の材料であるのに全然

異った発想で使用 され，それが建築全体の考え方や形に大きく

影響する ととは以上 lζ 見たとおりである。さ らにいうなれば，

ヨーロッパでは壁画 ・塗料 ・タイ J レ・モザ イク または壁紙とい

ったものが非常に発達しているが，わが国では昔からそれほど

広く使用されていなかった。それは ，わが国では左官工事が最

53 



終工程と して美しく仕上げられるのでそれらをあまり必要とし

なかったのに対し ，ヨー ロッパで、は塗壁工程での美 しさは二義

的にしか考えられなかったので，かような仕上げを専門とする

諸工穫の発達する余地が残されていたのであろう。このような

見方をいろいろな材料に適用する乙とにより建築史を新しい観

点から見なおす ζ とができるであろうし ，同時に現在および将

来の材料の改良 ・開発 lζ 多くの示唆が得られるのではなかろう

か。

たとえば現在の建築( 特にビノレ建築〉には「セメントモルタ

J レ鎮押えペイン卜塗( または吹付〉仕上」という仕様が非常に

多く採用されている。乙れは各種の左官材料中セメン トモルタ

J レのコストが最も旅いからであろうが， 日本国中のどのヒソレを

見学しでも，との仕様で亀裂の入っていない壁を見出すことは

困難である 。しか しとれを前項に述べた処 iζ 従って判断すれば

亀裂の入るのが当然であって，入らない方がむしろ不思議とい

わなければならない。すなわちセメントモノレタ J レは強度の非常

に大きいポ J レトランドセメントと川砂( 骨材) との混合物であ

って ，いわば最もヨ ーロッパ的な材料である。 ζ の材料を使っ

て日本在来の磨漆喰や磨大津のように 鐙斑一つない鏡のような

仕上を求める ζ とは無理というものであろう。漆喰や大津 lζ 磨

仕上が可能で、あるのは ，のり ・紙すさといった精選された結合

材が併用されており，銀磨きに必要な作業性の確保に万全 の方

策が講じられているからであって，モノレタ J レでは骨材の畳を増

せば作業性が低下し ，逆 Ic セメント量を増せば収縮亀裂が増大

するという矛盾をもっている。そうすればさきの仕様は ， ヨー

ロッパ的材料で日本的施工を要求しているわけで，乙れが失敗

におわるであろうととは工事にかかる前からわかりきった 話 と

いわなければならない。もし乙の仕様を引続き採用しようとい

うのであれば，当然モ j レタノレの性格を日本的なものに 近づける

必要があり ，具体的には結合材的な材料の併用を考えなければ

ならない 。その意味で、最近開発が進められ需要が急激に伸 びて

きたモルタ J レ混和材( 合成樹脂系の薬品 ，あるいは石灰 ・粘土

等無機系の混和物〉は ，まさに歴史的にも必然性をもっ材料と

いわなければなるまい 。

歴史の研究成果を現実の問題にあてはめ ，即効的な効果を期

待するととにはとか くの批判があろう。しかし建築材料と いう

分野に限っていうなれば，現在の材料をよく知る乙とによって

古い材料を知り ，また古代以来の材料の変遷をたずねる乙と! と

よって将来の予測を立てるととがある程度可能なの ではなかろ

うか。その意味でとの問題は歴史研究者だけでなく ，現在の新

しい材料を扱っている人々にも興味をも っていただきたいもの

である。

*7. l <硬性 : 水中で も硬化する性質。乙れに対し炭酸ガスと反応するもの

は空気中で しか硬化しないか ら気硬性と呼ばれる。 一般Ic7l<

硬性の方が硬化が速く強度が大きい。
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かんじん ひじり

私は近頃，わが国の中世における勧進聖に よる 造営という乙

とに関心をもっている 。日本の中世建築 の創造にあづかったも

のの中で，勧進聖の占める地位は少なからぬものであり ，彼ら

に関する問題は今日的な意義を多分に含んでいるからである。

建築における勧進聖というものの役割は ，今 lと残されている多

くの棟札の記文などから窺う ζ とができる。そ ζ ではその造営

の趣意とか祈願文 ，年時などを記す外，関係者 として願主 ・勧

進聖 ・工匠の三者を記し であるのが普通である。願主は本願な

どとも記されるがその建築の施主に当る。も っともそれは有力

者などが形式的にまつり上げられているに過ぎな いで， 実質的

lζ は勧進聖が施主であ る場合もあ る。 しかし，どのような場合

でも願主 lとされた ものは ，その建築工事K 対 して政治的な統制

支配権をも っている。工匠は施工者である。工匠には設計技術

者 としての一面もあるという意見 もあ ろう。たしかに中世末頃

には ，かなり高度の設計技術を一部の工匠は もって いたと認め

られている。しかしその多くは機械的なものであり ，中世をな

らしていえば， 工匠 の設計技術などというのはおそらく貧弱な

ものでしかな かった と思われる 。ま して本質的な設計計画の能

力などは無に近かったであろう 。そ乙で、勧進聖についてである

が，勧進聖の役割は表面的にはその名が示す ように建築に必要

な費用を一般に勧進して徴募する乙とにある。 しかし実際には

それだけでおわるものでなく ，建築工事を運営しそれを完結さ

せるのが更に重要な勧進聖の役割であったの である 。したがっ

て匂j 進聖が関与する造営では ，その生産体系における主体者は

勧進聖であるとい える。実質的に勧進聖が施主でもある場合に

は，その建築の計画の主体性は当然勧進聖にあったであろう

し，そうでない場合でもその主体性はそれほど減らなかったと

思われる。乙のようにしてみると，願主 ・勧進聖 ・工匠の三者

の中で，勧進聖は もっとも 多く建築家的な性格をもっと考えら

れるのである。

もっとも勧進聖を建築家として みるに は，彼らに技術者とし

ての素養がどの程度あ ったかが不明であり ，その点問題がない

わけ ではない。しかしそれは建築家というものを ，設計製図が

でき施工を監督指導するものというような概念でみる から であ

る。今日では建築家 は上のような機能 !ζ 加えて，社会経済的な

論理をもっととを要求されている 。とくに 後者は建築家である

条件 として ，今後ますます大きな比重を占めるようになろうと

思われるのである。そして現代の建築家は ，社会と建築との聞

にあっ て連結管としての役割をもっと自認し ているのである

が，一面では両者の葛藤の中で悩み浮遊するものでもある。そ

うした中で新しい建築家のイメ ージを探し求めているのが現状



なのではない だろうか。そのような姿は ，歴史的な背景乙そ異

なっていたが，政治社会経済の様々の諸問題と正面からとり組

み，困難と苦悩の中で建築の生産創造という仕事を遂げていっ

た中世の勧進聖の中に見出すととができるのである。私が勧進

聖と今日の建築家像とが類似すると考えるのはとうした点にお

いてである。そ してその故に勧進聖 IC::関心を抱き ，その研究に

今日的意義があると認めるのである。

2  

勧進聖への関心とは ，とりもなおさず建築にお ける人聞に対

する関心である。歴史学は究極において人間そのものを追求す

る学であるが，建築史学が歴史学の一部であるというなら ，そ

とでは建築における人間の追求というと とがなされねばなるま

い。従来の建築史の多くが， 広い意味での美術史的立場をと

り，建築における形というものを中心にした研究に終止 しがち

であった乙とについては反省すべき必要があ る。美術史的な研

究方法そのものは決して間違ったものではないが，形にばかり

関心をもちすぎて形を通じて人聞を探求するという努力があま

りなされなかったのである。まず形から入っていくというのが

建築史学の常道的方法であるが，また人間の問題から入ってそ

れを通じて建築史を見るという方法もなり立ちうる。建築史を

観賞者的立場からみるのでなく ，創造者的立場からみようとす

る場合においては ，後者の方法はとくに重視されるべきだと思

う。乙のよう に人聞を中心とし ，創造者的立場からなされる研

究 ζ そが，いわゆる建築生産史 という戦後新しく生まれた学問

の役割であろうと私は考えている。建築生産という言葉は ，機

械的物質的な語感をもつので建築生産史の研究自身もまたその

ようなものであろ うという解釈を一般には しがちである。建築

生産史というものの提唱者である原沢東吾氏などは ，建築生産

を経済の範轄に属するものとみて，経済学的論理で生産史を書

いている。建築生産が経済行為である ζ とは事実であり ，その

ような観点にたって現在の建築生産を分析するという乙とは有

意義な乙とであろう。しかし原沢氏のようにそれを歴史の段階

にまであてはめて論じてみても ，機械的物質的な意味での建築

生産に過去と現在に断絶的な差がある実状では ，現実 lζ 利益す

るような収穫は何ら期待できないのである。それゆえ ，それ以

後の建築生産史の傾向は，建築生産の人間的な商に主として注

がれてきている。しかしそ ζ で主としてとりあげられたのは ，

工匠に関する問題であった。それは戦後盛行 した社会経済史学

の風潮 IC : : 影響された面もあったが，基本的には工匠というもの

を建築生産の主体者 とする考え方が根底に あっ たからであろう

と思われる。すなわち工匠の中に建築家の影像を求め ていたの

である。それは建築家の概念を設計製図をし現場の監督指導を

するものと定め ，それに合致するものをヨ ーロ ッパの建築史の

中に求めていっ て 「建築工匠史」を書いたマ ーチン ・ブリッグ

スと同じ発想、を板底 lζ 持つものである 。しか しすで lζ 述べたよ

うに建築家の概念は今日大きく変貌しつつあり ，かつての工匠

の姿とはほとんどずれてし まっているといってもよい。そ乙で

建築生産史の今後の課題は ，より今日的な意義をもっ たと乙ろ

の人間像を建築史の中に探り出すととにある。そう した探求か

ら浮び上 るであろう一つの像が実は勧進聖なのである。

3  

勧進聖が活躍したのは中世である。そして中世の建築社会は

その多様性と混とん性において今日の建築社会と共通する点を

多分にもっている。そうした中で建築をつくる勧進聖が， どの

ようなものであり ， どのように働き ，どのように変化し ていっ

たかを探る乙とは ，それ自身としても興味ある課題であろう。

たとえば中世の寺院建築においては和様 ・大仏様 ・4単宗 i僚とい

う三つの建築機式があり ，それらが相互に影轡をおよぼ し合っ

たとと ，特』ζ 和様は大仏様 ・禅宗様という中世 IL新しく導入さ

れた宋様式を積極的に受け入れて新和様あるいは折衷様という

ものを形成していった乙とはすでによく知られている乙とであ

る。その中で大仏様の導入は ，鎌倉初期の勧進聖である俊乗坊

重源、によっており ，新和様 ・折衷様の形成 lζ も勧進聖が小さか

らぬ役割を果してきたようなのである 。か ように様式史の観点

におい て も，勧進型の存在は見逃す乙とのできないものなの で

ある。建築における勧進聖といっても ，その生態は多様であっ

て時代によっても異なるのであるが，彼らは彼らなりに社会改

革を目指すものであったという点では共通しているように思わ

れる。鎌倉中期から室町前期に かけ て律僧達は ，祈祷仏教に堕

落した旧仏教を修行と社会奉仕を主とする宗教の本来のあり方

にもどそうと努め ，そうした行動思想の下に勧進聖として各地

に寺院を復興建設 し，新しい建築を造りあ げていったものであ

る。いわゆる新和様というのは，彼らのそうした活動の産物で

あったと考えられる。新和様の建築の多くから感じられる一種

の生気は ，宗教 ・社会を改革しようとする思想をもった勧進聖

の理念の現われなのであろう 。

また室I l lr後期には十穀と称する勧進聖がいる。彼らの大部分

は経歴も分らないような低い身分階級 lζ 属していた。彼らは従

前の権威と無関係の立場にあり，大衆のエネルギーをもとにし

て社寺の建設を行なった 。彼らは無名の徒であり ， 当時の社

会状勢の下で活動する乙とは， 多くの困難が伴っていた。 しか

し彼らのそうした地味な努力は次の時点で見事な開花を示して

いる。すなわ ち桃山時代になると木食僧が建築界で華々しく活

躍するようになるが，乙の木食とは乙の語が十殺の別称であっ

た乙とか らも分るように明らかに十穀の系譜につ ながるものな

b ( じるおうど

のである。当時の木食の主な者には ，高野山の木食応其，容願

寺の木食売さ仙などがいるが，彼らが豊臣家の庇護の下で勧進聖

として建築したものが初期のいわゆる桃山様式を形成した。桃

山様式の形成を可能にしたのは ，単 l乙信長 ・秀吉などの為政者

の趣好だけではなく ，十穀の時代 K 蓄積せられた大衆のエネノレ
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ギーが木食の下 lζ 集約され，それが為政者の権力と結合したか

らである。

4  

とのように勧進聖というものは ， さまざまの興味あ る問題を

建 築 史 lζ 提供するものと思われる。しかしそれを単に新 しい点

景である とか ，ちょっ と変った見方を与えるものだというよう

なととで満足しではならない 。私 達 が 本当に知らなければなら

ないととは，建築生産にたづさわった勧進聖 達 が，建 築 と 社 会

のかかわり合いの中にたつ 当事者として，いかに思 考 し，行 動

し，何を得また失なったかということである 。そ れは今日 iζ 生

きる建築者にとって，他人事 でな い何かを示すであ ろうからで

ある 。

建築史は今後建築のいわば倫理学としてその価値を深めるべ

きだと思うが， そのためにもここに述べたような 人 聞を中心と

する生産史的な方法の意義が認識されねばならない。それは建

築創造という乙とをよりよく理解するための一つの道を与える

であろうし ， また傍観者的になりがちな建築史をより積極的 lζ

創 造 lζ 参加させる乙とにもなるのである

か ん じ ん ひじり

勧 進 聖 に つ い て

前文でとりあげた勧進室について. とくに建築史との関連において少

しく補足説明しておき たし、。五来重博士は，古代仏教を荘園経済，中世

仏教を勧進経済，近世仏教を他家経済，現代仏教を観光経済として，各

l時代の寺院経済を規定されたが( 角川新書「高野塗 J P.  52)  ま乙とに

適切な規定だと思う。乙れからも分るように，中t柱建築の主流をなした

寺院建築の経済基本は ，勧進経済なのであるが，それを支えたのが勧進

聖である。その怠味で，中世建築社会の構成者の中核的存在として勧進

聖を想定する乙とは決して荒唐なことではないのである。

一般に勧進聖と いうと下賎な遊行僧といったイメ ージが想起されがち

であるようだが，中世の勧進聖というのは必ずしもそのようなものでは

ない。伽藍の建設という乙とが宗教者にとっての重大事であり ，し かも

その実現が勧進という行為によってしか成就されないとすれば，教団全

体がその指導者を含めて勧進室化することもあり得たのである 。早くは

栄西 ・行勇，後れては叡尊 ・忍性 ・憲、静などの活躍した13世紀は，正に

そうした傾向が明らかに認められる時代である。そ乙では勧進 とい う行

為は，単 lζ 建築資集めの問題 lζ 止らず建築行動の終始にわたっての基本

的な Ｇｉｾ ・子になっている。上 ｬζ 挙げた僧逮は，いづれも教団を代表するよ

うないわゆる高僧であるが，後らのすべてに建築上の業績が認められて

おり ，それは当時の建築界の動向を左右する位の影響力をもっていた。

建築に関する場合，勧進ということは一般に権門勢家 lζ 勧進して荘園

や関税権などの寄附をうけ，それらの経営から得られる利得を建築授に

あてて造営を遂げる乙とを意味していた。荘園経営や関税徴集を行うた

めには ， 当然多数の力を必要とした。 だから勧進聖はつねκ 集団であ

り，一つの社会階級を構成する ものであった。したがってそれがイデオ

ロギー的な ものと結ひ‘ ついた場合，そこからは新しい建築理念的なもの

が生まれてくる可能性もあったわけである 。

勧進聖はその経済的優越性によ って工匠を支配 し，あるものは技術的

にも指導性をもつに至ったであろう 。室IIIT前期 ζ ろに は勧進聖が幕府の

命令をうけて，各所の造営lζ 奉行として出向している例が見られるが，

それは多分に勧進聖のもつ技術的信導性が認められた結果ではないかと

思われる。また中世においては ，工匠がかなり遠方にまで出向いて仕事
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を している事例が多いが，その背後にあって工置を移動させたものの多

くに勧進聖の存在があったのではないかと考えられる。室町時代の勧進

聖が瓦大工の斡旋をして謝礼を得ている事実もある。さらに単に工匠を

斡旋するだけでなく，勧進聖が傘下に工匠を掌握して思いのままに彼 ら

を動かす という場合も多かったであろう。東大寺を再建した重源が，霊

源の23; 見 {ζ 最も柔順な工匠を抜てきしたという説話なとは，中世初め ζ

ろから勧進聖が工匠を字爆しようとする傾向があったことを示してい

る。慶長年間秀吉によって京都現 ｾｉ 寺の金堂 ｬζ 紀州から堂を移転したと

きの工事では， 木食応其が奉行となったが，ζ れには醍醐寺の工匠とと

もに上人方の工匠，すなわち木食応其に直属す る工匠が多数従事 してお

り，勧進室と工匠との密接な関係を如実に見る ζ とができる。

勧進聖というものの歴史像はまだ明確にされていないが，今後さらに

その実体を追求し その実像を明らかに した上で， その建築史への位置づ

け作業がつづけ られねばならない。

宣 源 像 ( 東大寺)



] [ . 保存 景計修

保存修景計画の現代的意義

.  西 川
: . 4 
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現 状

現在，人類がもっ文化遺産，歴史的景観はかつてない危機に

直面しており ，その保存，保全と開発をめぐる問題が鋭く提起

されている。わが国の現状をみてみると ，世界でも遺跡の分布

密度がもっとも高いといわれる埋蔵文化財では ，開発事業にと

もなう緊急調査の件数は昭和35年度143件，同38年度277件，同42

年度には 501 件にも達し ，未調査のまま記録される乙ともなく

消滅してしまった遺跡は乙の 2 - 3 倍 lとも達するといわれてい

る。また ，市街地の再開発事業によって多くの歴史的記念建築

物も失なわれた。近代建築史上 のすぐれた記念物であった帝国

ホテノレや ， Iわが国の近代的都市計画の起点をなす」といわれ

た三菱旧一号館の破壊などは今なお記憶にあたらしい。乙うし

た事態が直接に開発や再開発事業 lζ 当面する遺跡や建造物にか

ぎられるかといえばそうで はない。美術工芸品などの文化財の

流出事件は ，文化財を所有し管理する者の衿持と責任の欠如を ，

文化財の破損事故は見学拝観者らの文化財を国民共有の文化迫

産 lと接するという自覚の喪失を示しているものといえよう。そ

のほか ，町村合併や村落的共同体の解体でその所在が不明にな

りやすい地方史料，保存の規制を解かれ身分差別 lζ 悪用される

危険を指摘された明治初期の壬申戸籍など，古文書 ・古記録の

保存 ・記録 ・利用の方法 l乙根本的検討が要請されている乙とも

忘れてはならない。

乙うした事態はいうまでもなく ，生産技術の急速な革新とそ

れに ともなう経済の成長が，開発と再開発によって都市や地域

社会の構造を前代未聞のス ケーノレと深刻さをも って大きく改造

させ ，その変容をせまりつつあるか らである。そして， ζ の5!ミ

曽有の建設工事! と ともなう 開発と保存 ・保全の問題が， ともす

れば相矛盾し ，相対立した概念として把えられ，固定した一般

の流通観念となって ，保存 ・保全を め ぐる問題を絶望的な状況

においている乙ともみのがせない 。

しか し，開発と保存の問題はけっして矛盾し対立するもので

はなく ，人類の歴史が示 して きた生産のたえざる発展と生活環

境の向上という共通の白棋と願望の上にたって有機的にとりあ

げられ，解決されるべきであると考える。したがって ， 乙の激

動する事態に適礁にいささかの遅滞も縦断もなく対応する保存

・保全の対策をうちだすべきであり ，そ Q; ために保存修景昔|匝i

画

の必要を強調したい。

保存修景計画

一般に保存とは Preservati on の怠で，そのままでは悪化が

予想され，破壊の危険のある文化財を修理し ，維持保全する ζ

とをいい，修景と は Rehabi l i tat i on の窓で悪化が進行 し， そ

の本来の機能が低下し ，失なわれているものを修復の工作によ

ってその機能を再生させ活用する乙とをいう。

とこ ろで，ととにいう保存修景計画とは ，文化遺産や歴史的

景観を現在の時点で調査し ，明確に再評価 して新しい価値 をみ

いだし ，保存技術を適用して整備し ， 乙れらがもっ歴史的事象

と文化遺産そのものがもっ価値を実感をもって追体験でき る場

として位 置づけ ，大きく変貌し変容を とげつつあ る地域社会や

都市生活のなかに定着させ ，いわば文化迫産 と歴史的景観を現

実社会 lζ 蘇生させ活用をはかるための計画を いう。

したがって保存修景計画はその過程で，調査 ・再評価 ・計画

の三つの段階にわけられる。

調査 はその地方の歴史的研究と密接に結びつき ，その地域社

会の協力をえて進められるべきである 。文化迫産や歴史的景観

がかつて占 めてい た位置を明確にする乙とにより ，時間を乙え

て実感をもって追体験し ，生産の発展と生活環境の向上に努め

てきた先人の人間的努力にたいする敬意と人類が培っ てきた叡

知から多くの教訓を学びとる乙とができる。また ，そ乙から文

化財にたいする真剣な態度も確立する乙とができる。

再評価はさきにみた調査と分ちがたく結ぼれてすすめられ，

調査によって過去に占めていた位置が明らかにされた文化遺産

や歴史的景観が，現在その地域社会にたいしてもつ積極的意義

を明らかにし ，新しい価値をみいだす作業である。あらゆる伝

統や歴史的遺産には積極的に 肯定し発展させるべき面 と，否 定

しさるべき面がある乙 とを認識し，どの面を保存し発展させる

べきか， どの面を固定し凍結すべきかを明確な史的判断をもっ

て適礁に再評価すべきである。したがって，歴史的遺産はそれ

が過去の遺産として ，歴史的経過によってのみ貴重なのではな

く，歴史的迫産のもつ歴史的意義を感得し ，現在 lζ 生きるわれ

われがそこからなにを学びとるかという姿勢 lζ 乙そ ，真の意義

がある乙とを知らなければならなし、。いいかえるならば ，否 定

の精神 lζ 板ざした批判的態度をもって文化遺産や歴史的景観が

現在の人類社会にたいしてもつ積極的意義を明確にすべき で あ

る。その上にたって ，地域社会から遊離 し，埋 もれ，忘れられ

ていた文化遺産や歴史的景観を現在の社会にひきつけ ，発掘し
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復活させて，それらがもっ新 しい価値をみいださなけ ればなら

ない。 ζ の再評価の作業は不断 lζ 継続してつづけら れるべきで

あり ，その再評価の過程で文化遺産はつねに新しい価値を付加

され，その永遠の生命を保ちつづける乙とができるのである。

計画は調査と再評価の作業によって，その歴史的位置づけと

現代的価値が明らかにされた文化造産や歴史的景観を現在の地

域社会のなかに適確に位置づけ定着させ新しい価値をあたえて

その蘇生をはかり ，市民生活のなかで活用させるための計画的

作業である。実際， 乙の開発的事業と保存 ・保全の作業とを有

機的に結びつける計画的作業はけっ して容易な作業ではない。

それはきわめて困難な作業ではあるが， 不可能な乙とではな

い。われわれはすでに明治いらい蓄積されてきたすぐれた保存

技術をもっている。また ，わが国には自然と建築の融合と調和

による修景のなかで構想、してきたすぐれた造型の感覚と建築の

経験がある。乙の蓄積された経験 ・感覚と技術を適確に継承し

発展させて，地成社会や都市の規模にまで拡大し ，発展させて

いく ζ とにより ，いわば日本の都市や建築のもつ伝統の継承と

発展の上にたって乙そ， ζ の保存修景計画の発展は約束される

ものといえよう。

乙の保存修景計画をゆたかに展開させるためには ，独自な研

究施設の整備と ，乙の計画を実施するため行政機構の強化が必

要である。研究施設は先にみた調査 ・再評価 ・計画の三部門か

ら構成されるべきであろう 。行政機構は現在の各府県 lとわかれ

た弱体な保存行政を整備し再編成して ，建設省の行政単位 lζ 対

置する地方保存修景局を設置するのも一案であろう。この案で

は，さしあたり ，近畿地方保存修景局は万国博跡地の施設を活

用するのが適当であろう 。

保存修景計画は調査 ・再評価 ・計画の各過程を通じてその地

域社会の市民の協働，交流，接触によって連帯感を培うなかで、

民衆的基盤を限立し ，乙うして保存し保全された文化迫産や歴

史的景観は力強い国民的支持をえるにちがいないのである。 ζ

のとき ， いままで開発や再開発にあたって， 文化迫産への制

約，規制のみが重視され，消極的なマイナスの要素として評価

されてきたのに対し ，集積する文化遺産を積極的なプラスの要

素として評価し ，地域の特殊性を強調し ，過去と現在の融合と

調和をはかり ，魅力ある生活空聞を うみだす乙とになる。そ う

して開発と保存を，矛盾し対立しあう ものとして把える流通観

念はうち破られ，歴史追産 (ζ たいする価値観はその根底から転

換される乙とになる。

保存修景計画の現代的意義

保存修景計画が現在から聞けゆく未来の人間生活のなかに 占

める位置とその意義を明らかにしておきたい。そ乙でまず，現

在当面する事態を明らかにするため，人類の文明史上にみる産

業構造の発展過程を図式化してみてみたい( 図参照〉。一般に産

業構造を論ずる場合， C. G. クラ ークの三分類が使われる乙と
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(支配観念)

一一農業革命

( 書日市の生成)

一一 産業革命

/  

/  

"  N  

( 都市の発達)

一一 第 2次産業革命

¥ ( 広汎 な都市化)

、
、
、

産業情造発展図式 ( I ー第 1 次産業 . II ー第 2 次産業，国一第 3 次産業， JVー第 4 次産業〉

が多い。乙れをみると ，第 1 次産業( 農 ・林 ・水産業) は主と

して食料を生産して人間の生理的欲求を満たし ， 第 2 次産業

( 工 ・鉱業) は物財を生産して人閣の経済的欲求を満たし ，第

3 次産業( 商業 ・運輸通信 ・管理サ ー ビス ・家事など) はサ ー

ビスを生産し ，人間の社会的欲求， 自己実現の欲求を満たそ う

とするもの とされている。

人類は ， 自然にまったく依存してその制約のなかに生きる採

取，狩猟の生活から離脱して，野性縞物を栽培し野生動物を家蓄

化して農耕と牧蓄の生活[ とはいった。人類は農耕をすすめてい

くなかで穀物の大量栽培を乙 ζ ろみた。それは銅器の使用によ

る農業技術の革新，消11阪土木工事によって，土地の生産性を飛躍

的に向上させる乙とであった。乙の技術的革新は農業革命とも

よばれる。農業革命によって社会的余剰がうみだされ，人聞は

自給自足の生活から社会的分業の時代に入った。乙の社会的余

剰と社会的分業を前提として成立した都市には ，農業( 第 1 次

産業) をはなれて ，専門の手工業( 第 2 次産業) にたずさわる人

や，商人，僧侶，役人，王など都市や国家の運営にあたる管理 ・サ

ー ビス部門( 第 3 次産業) ，ζ 属する人たちが築住した。との農業

を中心とした社会は世界の各地 lと多様な歴史的展開を示した。

18世紀後半から 19世紀にかけて西ヨ ー ロッパを中心にお乙っ

た産業革命は ，第 2 次産業を飛躍的に発展させ， ζ れにともな

って多 数の工業都市がうまれた。工業の発達に対応して第 3 次

産業の管理サ ー ビス産業 も多様な発展をとげ，管理サ ー ビスや

交通運輸の機能をもっ都市も発達した。

とζ ろで，現在進行しつつある第二の産業革命ともいうべき

技術革新とコミュニケ ーションの発達は人類のもつ生活空間を

飛躍的に拡大させ，その生活時間の構成を大きく変化させるに

ちがいない。 乙の著しい余暇時閣の増大はその利用のしかたに

よって，人類 lζ 限りない孤独と疎外，堕落をもたらす乙とも憂

慮されるし ，また正しく利用 する乙とに よって，かつてない規

模で全人類的基盤にたつ交流と交遊をうながし ，人聞に自ら積

極的に創造するよろ乙びと生きがいのあるゆたかな生活をもた

らす乙とも予想できる。そ ζ でわれわれは人類のゆたかな未来

を創造し ，享受するた め，余暇時聞を正しく利用する空間をう

みださ なければならない 。その ために第 4 次産業ともいうべき

.  



す る 「 沈 黙 の 春J 1と対する反省など ，科学技術の進歩にみあう多様な文化的産業を開発しなければならない 。

その強靭な精神によって科学技術を正しく適用道義を確立し，先にのべた C.ζ の第 4 次産業につ い て 少 し ふ れてみた い。

し，人 類 の 幸福をゆるぎなきものにしよ うとする努力がすす め第 3 次産業 l乙は商業 ・金融 ・運G. クラ ー ク の 分 類 に よ れ ば，

「開発と保存」を対立しられている。乙のようにみるならば，輸 通 信 ・公 務 ・家事労務 ・その他サー ビス業が含ま れている。

た概念として把える考え方はすでに過去の観念であるととは明乙れらの業種を一つの産業に含ませ る乙と自体か なり無理なと

人 間 尊 重 の 思 惣 の も と に ，

地域社会や都市の生活空間のなかにくみ乙まれた文化遺産

保存修景計画 によっらかである。と りわけ最近のめざま しい管理 ・情報サ ー ビス 部とであるが，

て，門 の産業の発達は ，新たな産業部門を析出分離しつつあると思

ひらけゆく未来 1<::: ，第 4 次産業の重要なや歴史的風土環境は，われる。そ乙で第 3 次産業を対社会，対公共的な性格をもっ管

基地として果す役割も大きいにちがいない。とうして歴史的文運輸通信，理 ・情報サ ー ビス部門として ，商 業，金融保険業，

化追産を正しく継承し ，発展させて未来の生活空間にゆるぎな乙れから新しく第 4土木建築，公 益事 業，公務などと規定し ，

正しく機能させる場を用意し ，次代にゆずき位置を占めさせ，したがって人類のもつ次産業が分離，析出したものと考える。

りわたすととは現代 IC生きるものの責務であると考え，保存修ついに余暇時聞が増大し ，拘束的労働からしだいに解放され，

景計画の必要を強調したい。は完全に解放されていくととを前提とし ，労 働 が人間の手から

風土記 「近江の丘」構想と

保存修景計画

しだいにはなれ，生 産 が人 間疎外を うみだしつつあると 8 れる

現状にあって ，余暇までも人聞からはなれ，人間不在の余暇に

狂奔する ζ とのないようにしなければならない。そとで，本 来

その人間的関心によまったく個人的関心と趣味から出発して，

その人間的創造活って集団 ，地域社会，都市のなかに拡大し ，
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動のなかで生きがいを感じると同時に ，社会的交流と人間的接
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現在，文化財の保存と開発をめぐる問題が大きく提起されている。乙

れは科学技術の進歩にともなう経済の成長が地域社会や都市を大きく変

貌させ，その構造を変容させつつあり ，乙の新しい事態にたいして文化

財の保存歴史的景観の保全の対策を積極的K うちだすべき段階にきてい

るζ とを示している。

そ乙で各地方の特色ある風土と一体化して，文化財を系統的に整備

し，その保存と活用をはかるため ， i 貝塚，古墳，住居跡などの遺跡を

包含する丘陵や島棋の自然環境の中に，文化財を収集，保管，展示する

資料館や民家集落等を点在させて」獲備する「風土記の丘」の構想、が文

化財保護委員会から提案された。

われわれもまた ，文化財は従来のように単に点として保存されるばか

りでなく ，はるかに広域にわたってその歴史的景観のなかに保存すべき

であり ，文化財と歴史的景観を現在の時点で明確に再評価し ，それらが

もっ歴史的価値を認識し，歴史的事象のもつ意義を実感をもって追体験

できるように環境を整備し，施設を計画して，変容をとげつつある地域

社会にこれらの文化財を定着させその蘇生をはかり ，積極的に活用する

ための保存修景計画の必要を強調してきた。乙の観点から ，その事例的

構想として滋賀県の安土lζ 設けられる「近江の丘」計画をとりあげた。

風土記 「近江の丘」構想と文化財の保存

風土記「近江の丘J 構想について考える場合，滋賀県が近畿圏または

全国で占める位置とその特殊性について充分に考えてみる必要がある。

まず，文化財の所蔵件数をみると ，滋賀県は京都や奈良とならんで全国

で第 3 位である。と乙ろが，たとえば古都保存法の適用範囲にはいるわ

けでもなく ，その集積の質と度合からみても京都や奈良と同じ保存の方

策や手法を適用する乙とは困難でもあるし ，また適当な乙 とでもない。

したがって，滋賀県の特殊性を認識し ，独自の保存修景の方策を考える

乙とが必要であり ，乙の乙とはわが国の奈良や京都のような文化財の集

積地区を除く他の地方の保存修景の方策を考える上で重要な示唆を与え

る乙とにもなろう 。

滋賀県の特殊性を前節でのベた第 4 次産業の部門で果す役割について

みてみたい。琶琶湖 ・鈴鹿山系などの自然，安土 ・湖東三山などの文化

財は現在ほとんど活用される乙となく ，潜在資源、として放置されている

触によ って人間的連帯感を培い ，人類的基盤にたつ共感にまで

高められていく人間的活動の場を提供し ，用意するための産業

を第 4 次産業ということにする。

第 1 次 ・第 2 次産業は直接生産をになう産業であり，第 3 次

産業は交換 ・供給するととにより 利をう みだす ことを主たる 目

的とするのにたいし ，第 4 次産業は そ ζ { ζ 人間的生きがいをみ

いだすととを主たる目的とする。なお今後予想される科学技術

の進歩と コ ミュニケ ー シヨンの発達は各産業聞の区分を不明確

しだいにいずれの部門でも 生きがいをみいなものにしていき ，

だすという第 4 次産業的性格が強くなるものと考えられる。

以上述べてきたような産業構造の展開の予見の上にたって，、J

保存修景計画のもつ噴極的意義を明らかにしたい。まず，1 開発
司首

と保存J をめぐる級会を明らかにするため ，各社会の支配観念

についてみてみよ う。農業革命に よってはじま る農業社会の支

配観念は ，いうまでもなく ，農 業をもって社会の中心的産業と

みる農本思想であり ，今日もなお米価問題 lζ 示されるように根

強くの乙っている。つぎK 産業革命によってはじまる産業社会

の支配観念は工業的開発をなににもまして優先しようとする工

「煙の都」としての都市的発展を本思想、ともよぶべき思想、で，

彊歌する考え方に端的に示きれている。乙れに対して，第 4 次

人聞を中心! と考える 人産業が主要産業となる未来の社会では ，

本思想が支配観念となるであろう。現在はなお工本思想が支配

する時代であり ，農本思想がいまなお生きの乙っているよ うに，

しかし ，現 在，世界の各地lζ

カー ソン女史の警告

人間の尊厳を確立 し， 文化を回復し創造しようとする動きがあ

工場公害の対策，

乙乙 当分根強くの こるで あろ う。

り，原子力の平和利用 ，



場合が多い。乙れらの点在する文化遺産とその環境を整備し ，それらが

もっ歴史的事象と文化財その ものがもっ価値を実感をもって追体験でき

る場を用意し ，また琶琶湖の周辺， 鈴鹿山系，湖北の山系などには人々

が退治 し，散策する場を，若人が額に汗 してその肉体を鍛錬する場を確

保しなければな らない。そのためには保存修景計画を適用 し，人々に自

ら積極的に創造し ，学習する よろこ びと そこに生きがいを感じる乙とが

できる施設を整備し ，健康なレクレーション空間を確保するととに努め

なくてはならない。乙のよう に滋賀県は第 4 次産業の部門における広汎

な重要な基地とし て活用される条件をそなえている乙と明らかである。

風土記 「近江の丘」構想 もその一環とし て計画されるべきであ る。

風土記 「近江の丘」構想 ・安土史跡公園計画

安土は湖東平野のほほ中央，湖岸 lζ 接して位置を占める近世初頭lζ 建

設された歴史的都市であ るが，いまは山上K 城跡をの乙し ，都市構成を

示す痕跡が点在しているのみである。まず安土をめぐる歴史的環境を次

の三地区についてみてみよう。

大中ノ湖干拓地

弥生時代より平安時代にいたる農耕集落遺跡が干拓事業の際に発見さ

れ，発掘調査によって明らかになった。乙の南西 ICは純文時代の弁天島

集落遺跡がある。

安土山

山上には安土城跡があり ，最近整備音|函で石垣の構成が明らかにされ

つつある 。山腹には桃山時代の徳見寺三重塔があり ，北欝に は白ltil の寺

院比，西麓の掘の外 l乙は安土セミナリ オ跡，また現国鉄安土駅の南 ICは

安土宗論でしられる浄厳院があり ，わが国の近世初頭を函する遺構が多

数点在している。

観音寺山

山腹には観音寺，山頂lζ は佐々木六角氏の中世城郭跡があり ，山麓に

ある集落石寺はその城下で， 乙乙ではじめて楽市楽座の宣言がなされ

た。 西麓には瓢箪山古墳，茶臼山古墳などが点在 してい る。

とのように ，大中ノ湖干拓地にはわが国の段耕文化の初期の様相を示

す遺跡と造物が，安土山から観音山にかけてはわが国の中世から近世へ

の展開を示す逃構と遺跡がならび，さらに観音寺山麓lζ は古墳時代の遺

跡も多 い。したがって ，乙の地城は近江の文化史上，またわが国の歴史

上でも重要な辿跡が連続している乙とは注目すべきである。

乙の計画は ，大中の湖干拓地，安土i成跡，観音寺山にそれぞれ施設を

設け ，環境を後備して，連続した史跡公園 としよ うとするものである 。

大中の湖干拓地 ｬζ は ， 原始 ｊｾ 耕集落逃跡 ｉｃ 接して考古資料館Ｈｊｾ業 博

物館) を設ける。乙の遺跡はわが国の初期の農耕文化の様相を如実 IC示

しており ，いっぽう干拓地ではもっとも新しい段業技術を適用し ，実験

農場と して新 しい営農方式がと乙ろみられている。そ乙で段耕業博物館

には原始農耕か ら現代にいたる農耕技術資料を収納展示し ，近接 して建

設される民家集落には大中の湖遺跡の古代住居の復原，中世の土豪屋敷

檎の復原 ， 近世の ｊｾ 家を移築する。整備された大中の湖逃跡 を中心 ｬζ ，

乙と で原始 ｊｾ 耕にはじまり現在の新しい営農方式 ｉｃ いたる民業生産の発

展を明瞭にたどる乙とができるようにする。( 図 1 ・2参照)

安土山の山懲に近接して，歴史資料館を設ける。乙の歴史博物館には

中世か ら近世への展開過程を示す史料を収集，展示し ，わが国の J レネッ

サンスと も称される一時期を画した安土時代前後の様相を明らかに し，

その理解をたすける 。そ の建築は安土時代にと乙に建てられ，わが国の

キリシタン文化の記念物として知られる学林セミナリオの図( グ レゴリ

ー13世一代記所載図) をモチ ーフとして設計する 。( 図 3 ・4 ・5参照)

乙の大中の湖干拓地と安土山の山慾の二つを基地として簡易な宿泊施

設なども設け ，大中の湖，安土山 ，観音寺山を中心に環境を整備 して連

結 し，各地区をハイキングコース で結ぶ乙とにする。さらに「安土八幡

の水郷」として知られる水路を整備して八幡と結びつけたい。 八幡は笹

臣秀次によって構築さ れた城下町で安土の町民を移住させてつくられた

という。 城跡はわずかに石垣がの乙るだけであるが，碁磐状の町並はよ

く残している 。安土をふく む近批初頭の城下町の計画を示すも のとして
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貴重である。その町並は近江商人の町としての 面影をよくとどめてい

る。その町並の一部を凍結的に保存する街区 とし ，城跡のある山の麓に

商業博物館を設け ，乙の地方と近江商人の商業史上に占める位置を明ら

かにしたい。乙の旧市街と緑地帯をへだてて武佐町の瓶割山に達する市

街地を開発 したい。乙の安土と八幡を結ぶ計画では，その中聞に現存す

る国民休限村が大き な位置を占める乙とになる。乙の施設を更に整備し

活用して ，歴史的に も関係の深かった二都市を ，1民業都市 ・安土と商業

都市 ・八慨を双児都市として相互連関させる機能をとの保存修景計画は

果すととにもな るのである。 ( 図 B参照)

乙の構想、計画のもとで， 第 l 次実施計画 としてすすめ られている の

が，観音寺山の山麓で安土山 lζ 近い位置に公図を建設する計画である 。

すでに収蔵庫の建設や敷地の整備の工事がすすめられている 。収蔵庫の

ほかに展示室， 研究管理室がならび， 山麓の傾斜地 IC山村の 民家を復

原，移築し ，平坦地に町家を復原移築し町なみを復原して構成し ，破壊

の危機に ある民家を保存 し，民家博物館と歩る。県下 IC散在し ，最近盗

去の危機に ある 小石造美術品を移動し集中管理する 。ほかに野外展示

場，また信長による相撲でゆかりの深い乙の地K 相撲の庭を設ける。 休

憩，宿泊のためのレス トハウス や駐車場を設ける。 (図 7参照)

乙の場合とくに留意 しなければならないのは ，乙の建設の もつ怠義が

安土を中心とし た市民の聞に徹底しないままに進められる乙と である。

もし市民不在のまま でとの建設計画が進めら れてしまえば，文化逃産や

歴史的景観はた とえ盤備されたとしても ，地域社会に定着する乙となし

現実社会 IC蘇生 し，活用されるとともなく ，結局は荒廃 してしまうとと を

忘れてはならない。そ乙で，風土記「近江の丘」建設委員会を管理者，

専門家，地域住民の代表者でもって構成し ，そのも とに建築部会，調査

部会，弘報部会を設置する乙とを提案したい。建築部会は建設の実施計

画，環境の整備，修理，修復の工事を担当し ，調査部会は乙の建設計画

の基本となる発掘調査，文献その他による復原調査などを担当し ，弘報

部会は建築，調査部会 lζ よっ て進行しつつある状況をあらゆる弘報機関

を通 して市民に伝達して建設計画の理解をはかり ，さらに市民の建設計

画への積極的参加と協動をよびかける役割をも っ。乙の建設委員会によ

る三部会が密接に関連しあい ，充全iζ 機能するとき ICはじめて，乙の建

設計画は市民的基盤をもち ，地域社会 lζ 有効に機能するにちがいない。

風土記 「近江の丘J 構想と保存修景計画

風土記「近江の丘」が以上! とのベた構想のもとに建設されたとして

も，乙の地域だけが保存され，乙乙 lζ 文化財を集中しでさえおけば，他

の地域については開発が「自由 J rc ，かっ無計画 lι 行ーなわれて さしっか

えないとい う考えがひそむとすれば，ζ れほど危険な ととはない。乙の

構想は破壊を促進するととにもなりかねない。

滋賀県全域についてみると ，湖南に今後の発鍋調査が期待される大津

京跡，三井寺，坂本，近江国府跡，信楽宮などの古代一中世の文化遺産

がかなり連続して集中 しているのにたいし ，湖東地方ICは鈴鹿山麓K 湖

東三山 ， 湖岸沿いに観音寺域跡， 安土城跡，八幡城下， 彦根城と城下

町，さらに北へ伊吹山麓に小谷城跡，上平寺城跡，関ケ原へとつづく中

世一近世の文化遺産が点在 している。したがって湖南を古代一中世の文

化圏，湖東から湖北を中世ー近世の文化閣として保存修景計画の路構成

をつくり ，相互に連結するとが望ましい。 ( 図 8) また ，奈良をわが国

の古代文化集積地帯，京都を中世文化集積地帯とし ，乙れと接続 して美

しいゆたかな水と緑なす自然のふと ζ ろの中に近江の文化遺産を保全 し

て開発 していく必要にせまられている。

したがって，乙の風土記「近江の丘」の構想は ，前にも指摘したよう

に，わが国の文化財保存事業の歴史の上でも ，その広域にわたる環境の

保全， また市民生活への定着と積極的活用という点から ，まさに画期的

ともいうべき構想であるととを充分に認識し ，その実現に努力をつくさ

なければならない。また乙の構想を滋賀県一円の保存修景計画のー拠点

として評価 して乙 そ，文化財保存の目的 lζ 有効に機能し ，また健康な レ

クレーション空間としての正しい発展 も約束されるであろうことを忘れ

ではならない。

にF
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盟

風土&e' . r近江の丘 J 実施計画

1  展示室

2  研究・管理棟

3  収蔵庫

4  レストハウス

5  町家集落 ( 民家得物館 )

6  農家集落 ( "  )  

7  石造美術の庭

8  展示ひろば

9  相演ひろば

10 テラス

11 駐 車 場

100m 

風土記「近江の丘」第 1 次実施計画案 1968 . 12 .

50 

図 - 7歴史博物館梅想備隊図安土計画'66図 - 5



N.  建 築 史
ハ、

の 発 先 学 tJ) 
り

研究者の層を厚くせよ 福 山 敏 男 終局目標を見失うな 浅 野 清

建築史の研究歴40余年の経験者である私は ，つとめて研究の 30年前に ，足立康，大岡実両氏によって， 「建築史」誌上で

分野を制限し ，研究の成果はなるべく活字化するととに努力し 提唱された建築史家のあるべき研究の態度は ，文献をはじめと

て きたつもりである。 しかし問題の解決とか資料の 整理とかの する基礎的研究をまず確立すべき時期であるということであっ

仕事は一体どれだ けできたかと ，今の時点でふりかえってみる た。見方によっては ，当時伊東忠太，関野貞 ，天沼俊一等の先

と，まだまだ不十分，不満足な乙とばかりで，ただ赤面するほ 学の努力によって， 日本建築史の大系 は一応完成したかに思わ

かはなく ， 自分で自分を責めたくさえなる。 れていた。 しかし昭和初期以来，足立，福山などの新進の学徒

それでは ，若い研究者たちが，年老いて後悔する乙とのない によって， 主として文献的基礎の再検討が必要な ζ とが示さ

ようにするには， どうすればよいか。個人の性格や環境の差が れ，残された課題 は当分つきそうにない乙とを意識させた。住

あるため ， ζ ういう問いには簡単には答えられないが，結局は 宅史，城廊，茶室，明治建築，民家，生産機構，都市などの各

いろいろな事情を考えて長期の研究計画を定め ，それにしたが 種の研究が進められたのもその後のことであるし ，文化財建造

って一歩一歩前進するよりほかはないだろ う。個人の計画はま 物の修理にあたって， 復原や技法の調査に本格的にとり組ま

た研究者集団の計画全体と緊密に結びつくべきである。 れ，徹底した地下遺構の発掘が開始 されたのも同様である 。 ζ

明治以来の建築史研究の成果は ， ζ の際ぜひ整理しておき ， れは30年前 lζ 意識された問題充足の延長であったと見る乙とも

若い研究者がみやすい形にしておく必要がある。とのような資 できる。

料の知識の整理という基礎作業がなければ，研究者の時間の無 乙れらのいわば基礎的研究の中には ，今なお基本的資料の早

駄使いはいつまで、たってもやまないであろうし ， ζ の学問の正 急、な集積すら期待し得ない分野もないではないが，多くの分野

常な発展は望めないであろう。 では ，その後の研究者の努力によって，かなりの見通しがつい

戦前とくらべると ，戦後は建築史研究の分野が多方向にわた てきているととは事実である。との意味でも 30年前の新進建築

るよ うになった乙とは確かである。しかし私にいわせると ，そ 史家が自らの課題としてはそれを棚上げ した本論に向って ，す

のひろがりはまだまだ不十分である。ヨ ーロッパやアメリカの でに問いかけるべきときにたちいたっているのではないか。

学者の仕事をみると ， 自国のことはとにかくとして，外国の特 科学的研究の専門分化が 自に立ち，建築歴史の分野でもその

y  
定の時期の歴史なり美術なり建築なりを取り扱った高度の研究 傾向は出ており ，当然その必要もあるのであるが，建築歴史研

書やすぐれた概説書が多い。そのような特殊研究に従事し得る 究の究極目標なしでは ，実は個 々の研究も活かされては乙ない

多数の学者を擁している ，その国の学界のあり方がうらやまし のであるから ，いわゆる基礎的研究であっても ，全体の構想 と

くてならない。日本でも外国の建築を研究する専門家が少しは 孤立して存在する乙とはあり得ないはずである。もし30年前か

出はじめているが， 日本建築史を本業とする人の余技では情な り ， その点の考慮を欠いて，個 々の 研究が進められていたとす

い乙とで，ほんとにそのような研究に専心できる人でなくては れば， その乙と白体にすでに問題があったといわな ければなら

結局は世界の学界の物笑いになるであろ うし， 安心して研究に ない 。

専心できるような生活を若い研究者に保証してやるのが政府や わが国の場合，建築歴史の研究は専ら建築学の分野で行なわ

学界の義務であろう。 れ，それが建築家の養成[ とも一役かつてきているのであるか

研究の目標はもちろん大きく ，高い方がよい。 しかし独善的 ら，建築史は建築そのものの本質を明らかにする乙とに不離の

な行き方では誤った方向にそれてしまう危険が多い。冷静に計 かかわりをもち ，それへの応答が期待されている。 しかし果し

画され， 熱情をもって追求されるのが本当の研究の筋道であ てその点で ，建築史家の側から魅力のある解答がなされてきて

る。わが国の建築史研究者の数は ，戦前よりも かなりふえた け いるであろうか。私はその乙とを自ら反省させられるととも

れども ，広範な分野にとり組んでいくには ，今よりずっと研究 lζ ，同学の方々に対しでも発言したいのである。建築歴史家に

者の層を厚くする必要がある。 は， ミク ロの目と同時に ，マクロの 目が聞かれていなくてはな

これが私の要望である。 らないと。
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隣 接 分 野 か ら

建築史学のあり方
山知西

古建築の美しさにひかれて大学の建築学科に入ってきた人は

建築史の講義を熱心にきいていた し，私自身もそれまで学んで

きた 「歴史」 とちがった建築史が，ギ リシャ ・ローマの也』界や

飛鳥 ・奈良の昔にひっぱっていってくれるのを楽しみに感じて

いた。しかしやがて乙れは ，その建物がいつの時代のものであ

るかを判定する「骨董学」のようなものではない かと感じだ し，

F 先生の美術工芸史のノ ー トlζ 骨董学と標題をつけた。近代建

築への革命の現に斗われつつある過程は ，大学の講義ではきけ

なかった。 40年近く前の ζ とである。建築学の中に建築史が大

きな比重( 当時京大では 4 講座のうちの 1 つ，つまり 2596) を

しめていた乙とは ，決してわるい ζ とではない。しかしその根

拠が，様式折衷主義のデザイ ンの基礎教養としてであった乙と

を考えると ，かなり問題である。今日 では ，そのような意味の

建築史は不用である。戦後，建築史学の根本的な再構成が方々

で論じられた 。その内容もか なりかわってきている 。 しかし ，

実利的 ・実用主義的， したがって粗雑 ・素朴な技術主義的哲学

の支配している工学の中で，歴史学や歴史研究の本当の怠義を

みつめると乙ろから ，建築史学をたてなおすという乙とは ，必

ずしも積極的にお乙なわれてきたとはいえない。ただ情勢の変

化に対応して何となく研究対象や方法が変ってきた( 発展して

きた ? ) といえるだけのよ うな気もする。それが，現在では 4

講座編成，あるいは 6 講座編成の建築学科の標準セット ( ? )

の中で，建築史の影をうすらげさせ，あいかわらず「意匠」と

結合して，あるいは建築論とかいう「高尚 j な論議と閥会し ，

半人前の存在をやっとみとめてもらうか ，あるいは全くその座

をあたえられないような状況においやっているのではなかろう

か。 ζ のめちゃくちゃな破壊を押しすすめつつある高度経済成

長の時代 !C， I保存J の問題は大きくクローズアップされてい

る。それは科学的に究明されるべき多くの課題を現実に提出 し

ている。建築史は「いそがしい」ハズである 。しかし ，建築史

の研究や教育が，その次元にとどまっているというのなら ，や

はりその普，様式折衷主義の後進国的建築生産の上にその支え

を得ていた時代の建築史学と同様，何かかたわな ， シンをうし

なっているもののような気がする。建築史を研究している学者

諸先生はもとより ，趣味で ，あるいは仕事のつながりから ，つ

いついそれらしき研究をやっている諸先生の建築史の研究が，

ζ の現在，いかなるものであるべきか，一一ーという点につい て

の，新鮮な論議がききたいものである。 I計画」の立場から発

言を求められたら しいのであるが， もう少 しワクを広 げたと と

ろで，発言というより疑問を提示してみた。
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構 造 学 者 か ら 横 尾 義 貫

建築の発展の歴史をあとづけ てみる と， そ の 風 土 lζ 適った

構造材料の特質，すなわち産状と力学的性質に応じて，その能

力をできるだけ発揮するような構造の発達が基底をな して いる

とみる乙とができょう。メ ーソン リ構造の発達は，西洋建築史

の根底をなしており ，鉄筋 コンク リー 卜構造 ・鉄骨構造の発達

が近代建築史の基調をなしているという乙ともできょう。性質

のあい似た構造材料は ，同様の構造法を成立させる。木材と鉄

材とはともに適材 とし て生産され，引張 ・曲げに耐える構造材

料である。乙れらの到達する建築構造は架 ・柱シ ステム一軸組

構造である。日本は古来木の国であり ，碁盤目 lζ 等間隔に配置

された柱と栗または貫で構成された軸組が古くから成立してい

る。鉄骨構造は近代建築にみるような秩序正しく配置された柱

と梁 ・けたとからなる軸組構造を生みだしている。メ ーソンリ

の根強い伝統をもっ西洋ではまったく新らしい形態であった。

日本の建築の形態は ，古くからとの指11組構造によって形造られ

ているものである 。だがしかし日本の建築のエ レベー ションを

見るとき ， 乙れは その一面 しか説明していない乙とに 気がつ

く。問題はその巨大な屋根である。屋根の高さ は全高の半分以

上，とき lζ は 3 分の 2 をしめる。しかも 深い軒の出をもっ てい

る。日本建築はまさ K 屋根の建築であるといってもよいくらい

である。

ドームのむ くり 屋根は ，まさしくメーソンリの構造性を反映

したものであるといえるだろう 。 しかし大屋根の美 しい照りの

曲線の夜、密は構造のみをもって説明を乙乙ろみようとすると行

きづまってしまう。私はそれは水理学的な原理に求めるべきだ

と思っている。広い屋根面にそそぐ亜熱帯的多雨地域の多量な

雨を処理するもっとも従順な形体であるとみるべきであろう。

ζ れは私のえがいた単なる推論であり ，観察や実験で確かめら

れねばならないが。とまれ日本の巨大な照り屋根は自然に対し

て従順な姿であり ， ドームのように重量に対する構造的抵抗を

表わすものではなく ，降雨 lζ 対する水理学的/ 1 頂応を示すものと

断じてよくはないだろうか。

さらに付言 したい ζ との一つは ，一見モヤモヤとした斗秩構

造は ，すでに究明してくだされているであろうが，力学的な解

説をお願いしたいものである。ともあれ，銘記すべき事実はと

のような屋根の驚くべき突出しスパンは ，西洋では鉄骨構造の

発達 lとより 19世紀中頃 になってようやく 試みられたものである

乙とである 。

提言とはいえまいが，若干の感想をのべて責めを果さしてい

fこだい fこ。
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創作者から見た建築史家の使命

西 沢 文 隆

歴史学者は過去の文献ならびに追跡を仔細に検討 し， 冷静な

判断によってできる限り過去の状態を忠実に再現 してみせる ζ

とが，その役割と考えられる。過去におい て どうあったかとい

う乙とが現在乃至未来に向ってどうあるべきかの決断に役立つ

必要はない。事実がたとえ創作欲を阻害するような結果が出て

も，それを ありのままに提示してほしい。歴史のポピュラライ

ザーはまた別のジャン J レである。歴史を一般人にわかりやすい

形で説き明かすのがその仕事であり ，創作意欲をかり立てられ

れば ζ れに越した乙とはないが，それもあくまで事実の上に立

つての乙とであり，ポピュラライザー自身が創作の翼を拡げる

乙とは 望ま しくない 。あくまでも冷静な判断の上でのととでな

ければならぬ。乙れを飛躍させ創作 IC結びつけるのは創作者の

仕事である。

文献ならびに遺跡は常 lζ 完壁でないか ら，その判定 lζ は歴史

家個人の意欲が入り込む余地が存在し ，歴史家自身が創作者に

転身する危険性をはらんでいる。その危険の火中 lζ 陥れば陥る

だけ読者にとって面白いという ζ ともあり得ょうが，歴史家ま

たはポピュラライザーとしては その道を踏みはづしたととにな

ろう。また "歴史は造られる " という言葉があるが，造るのは

創作者が今現在にあって造るのであって，歴史家やポピュララ

イザーは創つてはいけないのである。創られた歴史は面白く ，

創作者 lζ エラ ンヴ、イタ ーJ レを与える乙とはあっても ， その場

合，歴史家は歴史を創る人 lζ 変貌 していると考えられる 。事実

を誤りなく明快に述べ，創作者の創作意欲をかり立てるだけの

ものがあれば，乙れに越 したことはない 。

私は今倉IJ 作者の立場で， 日本の歴史の中の建築と庭園の接触

のあり方を把んでみたいと考え ，実測を続けているが，実測 し

てみると ，歴史学者達がその著述中に載せている図面の中に多

くの誤りを発見 し驚いている。建築も庭園も時代とともに使用

目的の変化につれて変わる乙とはわかるが，変ったとは考えら

れぬ所でかなりミスがある。学生を動員して作図したものを信

用した結果であろうが， ζ のようなのは困る。そのようなデー

ターをもとにしては危険である。更に驚いたととには ，現実の

建築や庭園は創作者にとっては正に宝庫である。様式論者なら

一様式と見倣してしまう禅寺の方丈ひとつにしても ，そ乙 lζ は

無限の変化ある空間が展開する。建築と庭 ，建築と建築の相対

関係から生じる空間だけでなく ，方丈そのものも無限に変化し

て見える。建築と庭 ，建築と建築の関係、も入れると ，限定され

た規準の中ででも変化は無限であり ，正に 宝の 山lζ 入り込んだ

自分を見い出す。乙れは歴史家の仕事ではなく ，評論家の仕事

かも知れない。 しか し犠式と称せ られるも のが全くの残澄 lζ 過

ぎないとすると ，歴史家も様式 'C固着しているわけにはいかぬ

のではなかろうかと思う。

隣 接 科 学 か ら

建築史への発言一考古学から一

小 林 行 雄

日本建築史の古代の分野において ，いささか安易にすぎるか

と思うのは ，寺院建築が大陸から伝来する以前に ， 日本に存在

した建築の実体 IC関する説明である 。一般には神社建築を もっ

て乙れにあてているが，様式論ない し系統論と しては容認でき

ると して も，構造論と しては未解決の問題を含んでい よう 。

乙のようにいえば，神社建築の先行様式とし て， 家形埴輸の

あるととを指摘し ，両者を同一系統に属するものと論証する方

法によって， 乙の問題は解決できると考える人もあろう。 しか

し，家形埴輸に対 して建築史的価値を認めよ うとーすればする ほ

ど，さらに先行する弥生時代の建築造構との間隙は広がるの で

ある 。

そもそも ，家形埴輸を構造論的に解釈すれば ，柱 ・架 ・桁 ・

棟木な どをそなえ ，取h部構造を外壁面 IC露出した木造建築と見

るζ とができょう。もちろん ，各部材の結合には ，納の利用が

十分に発達していたととを推定すべきであ る。家形埴輪が表現

している建築構造を乙のように把握す ると ，斗秩の発達が顕著

でない点をのぞけば，中国の漠代の建築構造 lζ 近似してくる。

現実に三重県上野市石山古墳出土の 4 世紀の家形埴輸には ，妻

の棟木をうける柱または束の上部 lζ ，大型の斗形を表現したも

のがある。 4 世紀の古墳から出土する鋸の形式が大陸系の枠鋸

である乙とも ，寺院建築の伝来以前 lζ ，大陸系の木造建築構造

が日本にはいっていた可能性を傍証する材料となろう。

そ うはいうものの ，その時期の決定は困難である。かりに納

の利用に重点をおけば，弥生時代の高床倉庫遺材にも ，十分に

その発達を認めるととができるから ，まさ lζ 漢代にまでさかの

ぼる仮説をたてるととも不可能ではない。その反面において，

家形域輸を用いて古墳時代の建築構造を推察するばあいに ，警

戒を必要とするのは ，家形埴輪が完全 lとは写実的な作品でない

という事実である。すくなくとも ，家形植輸は角柱の表現を常

態として，円柱を表現したものを見ない。乙れによって，高床

倉庫の床下の柱を ，弥生時代には円柱であったが，古墳時代に

は角柱に変化したと速断する乙とはできない。

なお ，近畿地方の家形埴輪では ， 4 世紀 lζ 入母屋造の表現を

多く見るにたい して， 関東地方では 5 世紀にも切 妻造が優先

し， 入母屋造は 6 世紀以降 lζ 出現する乙とは ，竪穴住居の内部

に電を造りつ けた追構の分布が来日本 lとかぎっている点と と

もに ，民家建築 lζ 地方差の発生した理由の一部について，なん

らかの関連をもつものと考えるが， 研究者の検討を希望した

し、。
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建 築 史 と 歴 史 学
林 屋 辰 三 郎

建築史という学聞は ，人間生活とくに衣 ・食 ・住の一つにか

かわるた いせつな分野の歴史的究明を ，その任務 と しているの

である。従っていまさらその建築史を歴史学ときりはなして論

ずる ζ とは ，まったくおかしいだろう。しかし現在の一般的通

念となっている建築史は ，歴史的造物j の一つである建築の ，製

作の年代や形態 ，それから復原というような乙とに限定されて

しまい ，建築の時代的あるいは様式的羅列というととに終って

いる。その場合 IC，建築の性格 lと従って仏寺であれば宗教史と

の， 城郭であれば政治史との関係が当然問われねばならない

し，住宅であればそれとそ日常の衣 ・食をふくめた風俗史との

関係が考えられねばならない 。これらは少なくとも最小限に必

要な乙とがらなのであるが，現在の建築史は ，専門の分化とと

もにはなはだ局部的 lζ 倭小 lとなっているように思われる。いう

ならば歴史学とはしだいに遠ざかっているのである。

もっ ともとのような建築史学の倭小化に対して，建築史の側

から打開しようとする方向がしだいに現われつつあるととも 事

実であろう。たとえば都市計画といっ大方向から ，歴史的に

仏寺や城郭や住宅を考えて行 ζ うとする方向である。乙うした

研究は ，従来の建築史の在り方 {ζ 対する反省から生れたものと

考えてよく ，同時に都市開発の問題ともからんだ学界の最近の

新しい波とも言えるかもしれない。しかしこのいわば倭小化に

対立する拡大化は ，建築じたいの空間的，社会的位置づけとい

う，とれまで等閑視されていた部分 lζ 限をひらかせたが，建築

史学そのものは依然として同じととである。学問の領域は拡大

して，新しい研究者は生れたのに ，研究の態度はあまりにも変

わらないのである。

それでは建築史学の古さは ，いったいど乙にあるのだろうか。

わたくしはその一つに年代性の偏重が，実は社会の無視につ

ながっている ζ とがあると思う。乙れは建築史学だけの問題で

はなく ，ひろく日本史学一般さらにはその史料である古文書な

どにも言いうるととであるが，年代の古さが極度に貴ばれる乙

とである。歴史である以上，古いものがよろとばれるととは ，
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理解できぬ乙 ともない 。 しかし史料の方でも ，ながらく慶長以

前と以後 とで は格段の差をつけた。 r大日本史料」や『史料総

ＱＺ ｾｊ でさ えも ， 寛 永鎖国以後は ， まったく野放 し の状態である

が，建築につ いて も同様の ζ とがいえる。明治百年のブ ームに

のって，ようやく明治の文化財 lζ 限がむけられてきたが，その

谷聞になっ ている江戸中 ・後期の文化財は ，荒れるがままであ

る。

乙のよう な現象は ，われわれの組先たちが営々としてきずき

あげた社会の痕跡を ，各時代で正確にの乙そうという乙ととは

たいへんかけはなれた ζ とである 。文化財は古いから 12重なの

ではない。祖先の逃産であるから保存在れねばならないのであ

る。しかもわたく しは，すべての過去の造物を保存しようとい

うのではな い。そのなかでその時代の社会に何らかの意味をも

ったものを注目 したいのだ。

わたく しは先日 ，さる人の誘いをうけて洛西の浄住寺という

お寺を訪ねた。観光寺院の王座を占める西芳寺 ( 苔寺〉のすぐ

近くに ，乙れまたようやくさいきん知られるようになった地蔵

院と並んでいるが，浄住寺の方はまったく訪れる人もまれであ

る。 ζ の寺は王朝のむかし「延喜式J の7 箇寺に数えられた名

柔IJ ，常住寺の廃櫨に ，鎌倉の末僧叡尊によって開創された葉室

氏の菩提寺だが，元禄二年，黄奨僧鉄牛により再興されたもの

である。いうならば， 西山の花を愛でる人々がその名を忘れ

ず，世々つぎつぎに廃紀のあとを復興してきたわけだが，いま

も元禄の本堂が屋板破れ， il 汗l廊の傾いたままにのとされてい

る。 しかも 乙の寺 は，単なる禅剃の本堂であるのではない。黄

紫山万福寺の七堂を一つに収約したきわめて機能的な構築であ

る。法堂も開山堂も坐禅道場も ， 一つのプランに組みとまれ

である。わ た くしは，そζ l ζ 元総時代人の智慧をみる乙とがで

きるし ，大衆社会 lζ 応じた建築の合理性をもみる乙とができ

る。

しかも ζ の建築は ，誰からも一顧もされたととがない。それ

は何故か。元禄 という年代の谷間の建築だからである。その乙

とから何らの保護の手ものばされていない。古都保存法からも

風致地区からもとりはずされて ，いまやこの寺は ，危急存亡の

秋なのである。



建築史学 lζ 物言いをしたいもう一つは ， 純粋性の偏重であ

る。その ζ とは生活の無視 につながっ てくる。建築は ，人間の

生活のた めにあるので，観賞のためではない。従って機能的で

ありたく ， しかも美的なものでありたい。そ ういった多様な注

文のなかから生れるものだが，多くの場合 lζ は，生活の必要や

趣味の変化に応じた附属施設をつくっ て，少しづっ変更を加え

てゆく。 I時には部分的な改善が行なわれる ζ ともあるだろう。

そのよ うな場合，建築史家は後年の設計変更を たいてい価値の

減殺 としてう けと り，その強さ によっては ，まったく価値を認

めないまでになる。それは果 して正しい だろうか。

わたくしは ， 純粋に建立当初の ものがの乙され ている乙と

は，たしかにその建築の美しさの証明になると思う。しかしそ

のよ うな純粋性が絶対のものでは ない。 変更に理由が認められ

ば，それもまた重要であ る。従っ て建築 は，現に存在する姿を

いちおう尊重す るのがたてまえではなかろうか。

なぜ乙のようなと とを くどく言うのかと言えば，古建築の復

元工事というこ との問題である。 乙んにち 重要文化財の修理 と

言えば，当然のように 創建当時の再現 という乙とになる が，そ

のよ うな 場合の設計図は ，決 して建立当初のものがの乙ってい

るわ けではない。建築史家の研究の成果が，そ乙 lζ 出現すると

いう乙とである。立体化された論文である。その聞の不明確な

部分はすべて同時代の迫構などから類推されるのである。それ

は肖像画家が，歴史上の人物をえがくに当って，その子孫の顔

などを参考にするのとあまり変らない。神武天皇の像は ，明治

天主をモデノレlとする乙とに ， だいたいど乙かで決められてい

た。乙のような乙とも ，決してまったく無意味ではないし ，一

定の効果も期待されるのである。いうならば教育的意義であ

る。しかし建築の場合には ， それが後世の爽雑物をぬき去っ

て，創建当初のままの姿を再現したといっ た純粋性の強調とな

る。しかしわたくしは ，その爽雑物 lζ 乙そ生活が宿 されている

と思うし ，かえっ て無視 しではな らない と思うのである。従っ

て保存工事に於ける復元という乙とにつ いては ，その周囲 との

調和 などを含め ，歴史的視点に立つ乙とが必要であろう。その

歴史は淵源するのではなく伝流するものとして理解されねばな

隣 接 科 学 か ら

らない。わたくしは極言すると ，復元は歴史を偽造する という

ζ とが言えは しないかと 思うのである。

四

さいどに言いたいと とは，建築史家と歴史研究者との完全な

提携である。さいきんは ，開発の進行 lζ ともな う遺跡の破壊が

すすむに従っ て，考古学者をはじめとする隣接科学者と歴史研

究者の共同が行なわれる ζ とが多い。 その ような点で建築史家

と連帯する乙とは ， もとより必要である。 しかし それだけでは

ない。乙れまでのべてきた ，社会の無視，生活の無視 といった

どぎつい言葉は ，いうな らば建築史家の歴史学者との研究上の

共同をねがっての ζ となのである。

復元は歴史の偽造などと ，建築史家の機嫌をそ乙なう乙とを

いうのも ，決して他意あっての ζ とではない。たとえば，一つ

の城郭の復元工事が，その事業内容 として博物館の建設という

目的をもっていたとしよう。そうすれば，城事[1の内部的復元は

充分できぬかも知れないが，その事業 は地方文化のセンタ ーと

しての大きな意味をもっている。その教育的意味は無視できな

いのである。歴史研究家は ，全力を挙げて建築史家とともにそ

の事業内容の充実につくすであろう。もしまたいわゆる爽雑物

をとりのぞいたとしても ， それを内部 lζ 展観する ととによっ

て，生活を復原すると とも可能である。もう 一つ例をあ げるな

ら，わたく しは昭和19年という戦争の最中に ，富山房から出版

された『日本建築経済史』という書物をよんだのを記憶してい

る。原沢東吾という方の 著であっ た。 ζ の表題は必ずしもよい

とは思わないが，建築を一つの生産という観点から経済史的に

明らかに しようとした ものであった。乙のよ うな研究の方向は

その後どのようになっているのであろうか。わたく しは建築史

が歴史学との関係におい てきりひらいて行かねばならない ，た

いせつな方向ではないかと思っている。

乙のよ うに建築史は理論においてもその応用 においても ， さ

らに歴史学の基礎を固 める乙とが必須ではあるま いか。乙 れは

歴史研究者側からの建築史家への提言である。
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一日本建築史参考文献一建 築 史 へ の 招 待

建築の遺構を訪ねようとする人たちのため
日本の建築史lζ 関心をもち ， 建築の遺跡をさぐり ，

1( ，その手びきとなる参考書を紹介してお乙う。

一般概説書

国

問 12. 岩 波 書 庖

昭 15. 地 人 書 館

昭28. 創 元 社 )

昭 17. 相 模 書 房

昭17. 弘 文 堂

昭23 明箇書房)

昭22. 昭37.改 版 彩 国 社

昭32. 昭43. 新 訂 彰 国 社

，鳥飛

まず ，日本の建築史を概観したものから，入手し易い ものについてふれてお ζ う。

昭2日本建築史要( 二冊)

( 日本古建築提要)

日本建築史講話

日本建築史

( 改訂新i坂田本の建築

日本建築の性格

日本建築

〔日本建築小史

日本建築史序説

日本建築史( 建築学大系四)泰

夫

辺

岡

回

藤

貞

康

泰

博太部

博太郎

敏 男

保 忠

亥治郎

俊

俊

野

立

i召

辺

沼

岡

田

山

辺

島

天

関

足

回

天

太

太

福

渡

藤

至 文 堂

平 凡 社

中央公論社

丸 善

彩 国 社

彰 国 社

日本の建築 悶33.

世界建築全集 日本 1 - 4 1沼34- 36

日本の建築 昭42.

日本の近代建築 昭34.

日本近代建築史( 悠築学大系 6 ) 昭38.

現代建築史 (  ρ  〉昭43. 新訂

通

雄一郎fに干 ｾ ｉ

実

三

正

栄

公

隆

岡

垣

部

口

大

稲

阿

浜

乙のうち ，太田博太郎「日本建築史序説J はその独自な構想のもとに ，最近の成果をとりいれ概

述したもので，巻末には「日本建築史の文献」が載せられ，入門の書として最適といえよう。建築

学大系 41日本建築史J は研究成果を分担， かなり詳述 したものである。藤島亥治郎「日本の建築J .

大岡実「日本の建築」はともに両大家がそれぞれの視点1( ，たち ，そのゆたかな経験をふまえて書き

おろされたものである。

史

建築史の概説告はともすれば記念建造物として社寺建築 ・ 域 Ｇ ｩｔＵ ｭｾ 誌を中心 ｬζ 叙述されて いる場合

が多い。住居について ，住宅史という独立した文献が多い。

宅{主

雄 山 I剖

相 模 密 房

弘 文 字 土

彰 国 社

彰 | 蛮 社

日本住宅史( 日本風俗講座) I沼10

日本住宅小史 昭16.

日本住宅史 昭21.

図説日本住宅史 昭23.

日本住宅史( 建築学大系 l 所収) 昭29.

泰

克

義

博太郎

博太郎

辺

野

原

岡

田

回

関

藤

太

太

猿 楽 社

万 江 替

相 模 書 房

美術出版社

社会思想、社

同 協 会

l沼9 - 18

昭 12- 1 7

昭18.

昭32- .3

昭37.

Il 召':，7.

庶民の住居を民家として ，とりあげたものも多い。

日本農民建築 ( 1 - 16総)

日本民家史( 増訂)

日本の民家( 改訂版〉

日本の民家 ( 10附)

日本の民家その美しさと構造

ふるさとのすまい

石 原 憲 治

藤 田 元 春

今 和次郎

伊 藤 て い じ

大 河 直 期

日 本 建 築 協 会

建築生産 ・技術史

日本の建築史を ，生産機構や技術の形態からみたものに次のものがある。遠藤元男「職人の歴史」

伊藤ていじ 「日本の工匠」は技術者と しての職人，工匠をとりあつかったものである。村松貞次郎

「日本建築技術史」は明治の西欧技術の導入以後の技術史をのべた 七ので . J反沢東'g. r日本建築生

産史」は乙の方面の研究を体系的にのベた古典的著述である。

至 文 堂

鹿 島 出 版

昭31.

昭42.

職人の歴史

日本の工匠

元 男

ていじ

藤

藤

遠

伊
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日本学術振興会

地 人 書 館

内田老鶴園

昭36

昭34.

昭23.

明治前日本建建技術史

日本建築技術史

臼木建築生産史

日 本 学 士 院

村 松 貞 次 郎

原 沢 東 吾

集

研究者による個別なテ ーマの論文集も多い 。概説書からさらに深く勉強しようとする人のために

あげておく。

文論4. 

岩 波 書 庖

竜 吟 社

桑名文星堂

暴 水 書 房

彰 国 社

彰 国 社

高 桐 書 院

日本学術振興会

墨 水 害 房

東大出版会

昭 15.

昭 17.

昭 18.

昭43

昭33

昭36.

昭21.

昭30.

昭42.

昭33.

日 本 の 建 築 と 芸 術 上

日 本 建 築 の 研 究 上 ， 下

日本建築史の研究

日本建築史研究

中世の建築

中世和様建築の研究

普段造の研究

中世住宅史研究

日本中世住宅の研究

中世住居史

貞

忠 太

敏 男

敏 男

博太郎

延 男

義

修 左

貢

繭

野

東

山

山

田

藤

原

地

上

藤

関

伊

福

福

太

伊

藤

野

川

伊質日

集図5. 

昭 8 - 14 星 野 書 庖

昭24. 昭38. 改 訂 彩 国 社

昭 9 - 11 同 刊 行 会

昭 16- 19 彰 国 社

昭22. 23. 星 野 書 庖

昭38- 42 毎日新聞社

昭 19. 星 野 書 庖

昭42. ラジオ技術社

建築の造機やその細部について写真や図表で= 概説したものも多い。

日本建築史図録 ( 6 冊)

日本建築史図集

国宝建造物

日本建築

日本古建築図録上，下

国宝 ( 1 - 6)  

日本建築細部変遜小図録

古寺細見

士

ロ

士

ロ

勝

勝

部

部

目R

HR 

天 沼 俊

日 本 建 築 学 会

坂 谷 良 之 進

国 辺 泰

藤 原 義

文 化 財 保 護 委

天 沼 俊

近 藤 i盆

辞書，年表，目録

善

善

建築関係の術語には一般に耳なれぬ乙とばが多い 。 これらを解したものには次の辞書がある。

丸

丸

明39.

昭 11.

日本建築辞栄

建築術語集

中 村 達太郎

日 本 建 築 学 会

建築史上の事象，編年を理解し参考するために美術史や日本史の年表の利用が必要である。どく

簡便なものをあけておく。

創 元 社

岩 波 書 庖

昭27.

昭41.

日本美術史年表

日本史年表

世経国藤小 林 剛

歴 史 学 研 究 会

本特集執筆者紹介

稲 垣 栄 三 ( 東京大学助教授 ・工博〉

大 森 健 二 ( 建築研究協会日本建築研究室主幹)

川 上 貫 ( 京都大学教綬 ・工憎)

山 田 幸 一 ( 関西大学教授 ・工博)

永 井 規 男 ( 京都大学工学部助手 ・工縛〉

西 川 宣 告 治 ( 京都大学助教授 ・工博〉

福 山 敏 男 ( 前京都大学教授 ・工博〉

浅 野 清( 大阪工業大学埋ま授 ・工博)

西 山 知 三 ( 京都大学教授 ・工博)

横 尾 援 貫 ( 京都大学教授 ・エ博)

西 沢 文 隆 ( 坂倉単三建築研究所大阪支所長)

小 林 行 雄 〈京都大学文学郎購師 ・文学僧士)

林 屋 辰 三 郎 ( 前立命館大学教授 ・文学 博士)

池 田 有 隣 ( 京都工芸繊維大学助敬綬〉

吉 田 秀 雄 ( 京都市役所計画局)

谷 口 年 史 ( 述綬省営繕部)

建築遺構のうち国の文化財に指定されたものを解説し ，地境別 lζ 目録としたものに次の事典 ・目

録がある。

便 利 堂

第 一 法 規

昭36.

昭42.

国宝事典

指定文化財総合目録

文 化 財 保 護 委

文 化 財 保 護 委

文 献 目 録

建築史研究をすすめるには，既発表の研究論文を参考する乙とがぜひとも必要である。文献を集

成したものには次の目録がある。

昭26. 建築研究所

昭 16.昭23. 美術研究所

昭29. 美術研究所

昭44. 中央公論美術出版

建築研究文献目録第一輯

東洋美術論文目録 ( 2 冊)

東洋古美術文献目録

日本東洋古美術文献目録

太 田 博 太 郎

美 術 研 究 所

向 上

向 上
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水 質 と 配 管 の 腐 食 性 に つ い て

近年建物内配管の腐食が問題となり ，使用水の着色( 赤水，白濁水)

またはスケー J レ付着による給水量の低下，腐食 ICよる漏水事故等が多く

なってきつつある。

鋼管( 水道用亜鉛メッキ鋼管を含む) の腐食と水質の関係を明 らかに

する乙とは ，材料側，環境側ともに多く因子を含むもので，なかなか困

難である。また近年河川水の汚染により水質の変化も著しく ，保健衛生

の確保，給配水設備の耐用年数ならびに給配水の能率維持を目的とした

場合の使用材料の保守，選択，水処理方法の決定なども難かしくなって

いる。乙のような現状において水質側よりの腐食性，材料の腐食および

防食などについて，2 - 3 の例をあげ，水質と配管の腐食性について述

べる乙とにする。

1， 日 本 の 水

日本の河川水は不純物の少ない ，きれいな水である。塩分総量でみる

と，日本は世界平均より 3096も少なく ，特 IC少ない成分は， C a  2+， C 0 3
2

-

で，乙のととより硬度が低い水であるという乙とがわかる。他方， S i 0 2  

が比較的多くとれが日本の水の特徴である。

地下水については，詳細なデータがないようであるが，乙れもまた河

川水と同様に硬度が低く ，S i 02 の多い事がわかる。つぎに水道水K つ

いては， 表 1 に示すごとくであり，日本の水は特 lζ 硬度および P H の低

い水で- あり ，乙のうち硬度が低いというととが鋼管の腐食を早める原因

になるのである。またL angel i er の判定式よりみてもわかるようにその

飽和指数 ( S. I.) がS. I. く0 となるため C aC 03 の皮肢は生ぜず，鋼管は

腐食する乙とになる。

表 1 ( 小島・ 廃水 V ol. 9 No. 1 (1967) より〉

:qj 目
1  (日195カ所本) 1  ロ 1， ム ス テ 山

N H4- ( p p m)  0.1- 0. 8 0. 05- 0. 11 
。 。- 0. 06

N 0 3-
(  "  )  0. 6- 5. 6 4. 9 8. 5- 14 

ce-
(  "  )  3- 50 18- 35 3.8  18- 20 

総硬度 (  "  )  40- 80 220- 360 290 103- 111  

一時硬度 (  "  )  140- 220 270 76- 90 

P H  6. 0- 8. 5 7. 1 - 7. 5 7. 4  7.6- 8.4 

，) レカリl l ! : (  "  )  30- 150 170 - 2∞ 270 75- 85 

N a+ 
(  "  )  10- 70  10- 50 2. 2 

K φ  
(  "  )  1- 10  1.1- 5.0 1. 1  

C a2+  
(  "  )  5- 30 81. 2  37- 40 

M g2+ 
(  "  )  2- 10  20. 7 2. 3- 3.2 

S i 02  (  "  )  30- 40 6. 0 12- 20 

比導電率 (μ v/cm) 410- 710 437 225- 245 

2， 硬 度 と 腐 食

水中 lζ 重炭酸カルシウ ムが多量に存在すると ，炭酸カルシウムが析出

して管墜に沈着 し， 鋼管の腐食を防ぐという乙とが一般に知られている

が，乙のような霊炭酸カJ レシ ウムの置は一時硬水という名称で示され

る。総硬度は永久硬度と一時硬度とからなり ，水久硬度とはC aやM gの

硫酸塩や炭酸塩である。 したがって一時硬度の高い水ほと. 鋼管の腐食は

防げるが，表 l より推定されるように，総硬度の中でーi待硬度の占める
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割合は，外国に比べて小さいのである。また P H を上げる( 中性→微ア

ルカリ性へ) と腐食を防げると いわれているが，ただ P Hを上げても効

果は小さく ，水中 lζ 充分な重炭酸カルシウムのある場合に有効に働く，

また硬度が高すぎる場合には別の障害の原因となる。すなわち飽和指数

によれば， (S .  I. )  ) 0となり C aC 03皮膜が形成され C a ，M g 等は沈着

し，鋼管をつまらせる原因になる 。

3， 水 道 水

水道水は天然水を( 主 iζ 河川水) を原料とするから ，日本の水道水は硬

度が低いとい う特徴を持っている。また水道水には天然水にない人工的

な性質が与えられているのである 。すなわち水に滅菌能力を持たせるた

めに必ず O. l ppm以上の ce2がなければならない と規定されているが，

乙の Cezが鋼管を腐食させる原因となり特に亜鉛メッキを侵食する。日

本の水道水は硬度の低い うえに上記の ce2を含んでおり，また， その他

イオン としての cr ，S 04
2

- 等が多く含まれ，腐食にもっとも影響ある

といわれる酸素があるので，腐食の起り得る条件は揃っているわけであ

る。

4.  冷却水の水質

冷却用淡水 としては地表水，伏流7. k，井戸水，回収水その他が使用 さ

れているが，乙れ らの水質はさまざまである。 前にも述べたととく ，日

本の河川水は外国の7.KK 比べて腐食を抑制する作用をもっC a
2

+，M g 2+， 

C0 3 2- ， F e
2

+などの含有ilt が低く ，腐食を促進する作用としての cr ，

S 0 4
2

- ， N0 3ーなどの含有置が高い。水を大気 lζ 曝ら して保存あるいは環

流する と，水中の ある種の溶存物質の畳は時間 とと もに変化するので冷

却水の腐食性は必ず しも固定したものではない。吸着または化学変化に

基づく濃度変化が大きい ものとしては ， F e
2

+， N H ど，N 0 3- 等が知 ら

れている。

使用置からも冷却水による腐食では海水腐食が重要であるのは当然の

乙とながら実際に腐食性の最も激 しい海水は，海水と汚染河川水の混合

水であっていわゆる汚染海水と呼ばれているものである。

冷却水中lζ 含まれる物質の積類と畳が腐食 とどんな関係を有するか

は，金属材料の種類と使用条件によって異なるのでいい現わす乙とはむ

ずか しい。

5， 腐食におよほす諸因子

5.1  P Hによる影響

鏑の腐食速度 lζ 対する水の P H の影響は図 1 のごとく示されている 。

P H が 4 - 9 の範闘の水では鉄面が水酸化物の皮膜でおおわれるため，

腐食速度は水の P H と関係な く主と して皮膜を通して拡散する酸系によ

る復極作用 ICよって決定されるが，P H4以下では皮膜が溶解し去るので

水素発生型の腐食が起る 。塩類乙 とに酸化皮践に有害な作用を およぼす

塩化物などを溶存している水質においては，乙の関係は異なるとともに

侵食度も変ってくる 。たとへば ceとH C 03- の等量を含む水では . P H  

が B付近のアルカリ側に おいて腐食が増 し，サピコブ形成の傾向が現わ

れる。 注1 )  



よって，特に間隙あるいはよどみのある部分の腐食を減少することがで

きる。 ζ のようにして腐食は速勤とともに増大するという乙とは一般的

原則であるが，その影響は特別な場合には全く反対である。

流速を正確に知る必要があるが，真の流速は測定困難である。境膜は

運動する試料とともに移動し ，定常状態では密着 している。また流速は

場所によって変化 しやすい。したがって流速の影響は，多くの条件の下

で研究 しなくてはならない。

酸素濃度はしばしば腐食速度を支配する主要因子の一つである。多く

の場合に流速の増大は，酸素の供給を増加する ζ とによって，全腐食量

を増大するととが期待される。しかしながら酸素は均一に分布 しないか

もしれない。酸素濃度の局部的変動は，濃淡電池を形成し ，孔食を引き

起す。とのような酸素濃度の変動は，金属表面上の堆積物によって生じ

る乙ともあり得る。乙のような場合は流速の増加は堆積物を移動 し， 孔

食の発生を少なくするかもしれない。しかし場所によって流速が異なる

ととは，強力な通気差電池を形成する乙とになる。

鉄のような卑金属では ，酸紫濃淡電池が常 IC最も重要である。主たる

律速因子は， 酸素濃度と流速の差である。酸素濃度の差が増すに従っ

て，酸素笥池から金属イオン電池へ反転するに必要な流速もまた増大す

る。腐食生成物の皮膜は，腐食速度を決定する他の主要因子である。流

速は乙の皮膜が形成される条件に影響し ，その保護作用 lζ 関与するから

である。たとえば高速流では酸素が十分供給されるようになるからであ

る。金属面』ζ 近接して水酸化第 2 鉄が沈澱 し保護作用をするかもしれな

い。しかし低流速では水酸化第 1鉄が金属商から離れて第 2 欽へ変化す

るので保護作用はない 。

腐食速度は一般に時間とと もに減少する 。乙れは部分的には保護皮膜

が次第に厚くなるからである 。もし皮膜が十分厚ければ流速の変化は金

属面で他の変化を起さないであろう 。しかし高流速では，エロー ジョン

の作用が保護皮膜を破壊する乙とがある。インピンジメン トアタック

( i npi ngement  att ac k) では局郡的に保護皮膜が破壕されて，急速

に孔食が進む。流速の影響につき図 2 ，図 3 に，経年10年におけるパイ

プの発錆状態を写真 ( 1 - 3 ) I C示 し，水質と流速がいかに配管類の腐

食 lζ 影響をおよぼしているかを示す。

注) 普通冷却水中におけるスケ ーノレの発生についてはよく知られてい

るL angel i er の判定式がある 。CaC0 3が飽和する ときのP HをP Hs とす

れば，P Hs= P( Ca
2

つ+ P (A IK )  +  P ( K 2) - P (K s) 。ζ 乙lζ P (Ca
2
+) は水

中のCaC0 3のp p m数の負対数， P( AI K) はM アJ レカ リ度( CaC 03 ppm)  

の負対数， P (K 2) は炭般の第 2 解離定数の負対数の負対数，P( K2) は水

中のC a C 03の活畳積の負対数である。L angeJ i er は水の現在のP H値と

計算値P Hsから飽和指数 (S . I .) = P H- P Hsを定義し ，

(S.  1. )  >0  :  Ca C0 3皮膜が形成される 。

(S .  I. ) く0: CaC 03皮絞は生せず腐食が起乙る

とした。

5.2 溶存酸素の響影

通常の水による腐食は陰極過程によって支配されるので，酸性の強い

水以外では腐食速度は溶存酸素量にほぼ比例して増大する。すなわち溶

存酸素は腐食』ど必要不可欠の要素といえる。水中における酸素の溶解

は，塩分のある場合は塩分濃度の増大とともに減少し ，また大気中の酸

素分圧に比例し ，水温の上昇に伴なって減少する。

鉄鋼など多くの金属の表面において，溶存政索量が不均ーの場合には

通気差電池を形成するため，低酸素濃度の表面が陽極となって局部的に

腐食する 。鋼管内面の サピコ ブ下の腐食など乙の種の事例は多い。

5. 3  温度の影響

腐食の速度が水中の酸素の拡散によって決定される場合は，水温10

0

C

の上昇によって腐食は 305ぢ加速され，3ぴC の上昇で倍加するといわれ

る。密閉器内では温度の上昇 とともに直線的に腐食量は上昇するが，開

放状態では80

0

C で最大に達 し， さらに高温になると溶存酸素の減少によ

り腐食はかえって急減する。亜鉛等も同様である。

5.4 溶解成分の影響

水中の遊縦炭酸は腐食性であるが， 溶存酸素にくらべると軽微であ

る。注 2) 水中の重炭酸カルシウムは金属の表面 lζ Ca C03の皮肢を形成

するので有益である。従って硬水は軟水よりも腐食性が少ないといえ

る。亜鉛はとの例に入る。

次に溶解成分乙とに塩類が腐食 lζ 与える影響については，塩分濃度が

高くないので解離した各イオンの効果を考えれば足りる 。陽イオンの影

響は ， C u
2
+， F e

3
+， Ci 3+， Hg 2+ などの場合を除くと概して軽微と い

うことができる。上記重金属イオンは酸化作用を呈するので，腐食の陰

極過程を進行させる点で有害なだけでなく ，比較的低電位の金属 ( Ae，

Z n， F e など) の表面Iζ 析出 して電池作用による腐食を誘発する。また

N Hどは銅系金属に対して悪影響をおよほす。 ζ れに対して， Ca
2

+ は

H C 03- と共存する場合 C a C 03 を析出させるので腐食を抑制し ， また

Z n
2

+ は腐食抑制効果が認められている 。

陰イオンとして腐食に大きな影響を与えるものが多い。腐食性の陰イ

オンとしてはcr ，Br ーなどのハロゲンイオンのほか， HS - ， CI 0ーなど

がある。乙れにくらべると ，S 04
2
- ， N03- の腐食性は小さく ，P 043- ， 

N 02- ， H C 03- ， Si 03ーなどは腐食抑制作用がある 。

5.5 腐食におよぼす速度の影響

いわゆる青争止溶液では条件として必ずしも均一でない。いくらかの運

動は，しばしば環境を均一にする傾向がある 。したがって腐食を均一に

し，局部腐食を防止する傾向があるが，また速度が大きくなると乱流を

生じ，条件が不均一になって局部腐食を生じやすくなる 。

運動は腐食因子の供給速度を増す乙と K よって，一般に全腐食減還を

増加する。運動は金属面に接した境界層の厚さを薄くするから ，腐食因

子が金属面 lζ 容易に到達できるようになる 。高速度では腐食生成物の性

質が変化 して，一層保護的になる 。運動は腐食抑制剤を供給する乙とに
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図 3 鋼の回転シ リンダーの腐食に及lます速度の影響 ( 注 4 )  
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( 水道水、 23 'C 5- 7day) 

図 2 鋼の腐食におよぼす速度と強豪温度の影響 ( 注 3 )  軟鋼の腐食と水の P Hの関係図 1



6， 材料の腐食および防食

現在，建物経年変化と 亜鉛メッキ鋼管の腐食性につき ，委員会を もう

け調査を行なっているが，10年前程度の水質( 特K 水道水〉までは，亜鉛

メッキ鋼管もそうとう長期間発錆する ととなく ，現在の赤水とい う問題

にもならず材料側からみて充分使用に耐えてきたが，昨今の水質は全国

的lζ 乙乙 5 - 6 年で変化をきたし ，長年月の使用配管にお いてはもはや

水道用亜鉛メッ キでは耐えられず，写真 4にも示したどとく ，管内 は大

きなサピコ フーにより ，朝夕の使用時lζ 赤水が出はじめ ，問題 とな ってい

る。乙のように飲料水においても ，腐食が問題となり ，まして冷却水等

の工業用水においては ，なんらかの防食対策を乙う じなければならない

のである。防食対策としては ，一般の水による腐食であり ，防食対策と

しては ( 1) 設計工作の改善. (2) 構成材料の選定. (3) 金属面の被覆

塗装. (4) 腐食環境の処理 . (5) 電気防食の 5 種の方法のうちからその

対象物や状況に応じて ji l J 宜選択されている。

現在腐食環境の処理と して縮合リン酸底が水処理に利用され，かつ防

食剤と して広く用いられている 。しかし ，乙れの利用にあたっては ，種

々注意せねばならぬ点が多くあり ，水中 lζ 溶存する物質 K. 影響を受け

る。飲料水添加用としては昨今ヒ‘ J レ等の受水槽および高架水槽を持つよ

うな場合には有効であるが，工業用水の場合lζ は，腐食は ，水中の浴存

物質jζ 相当関係を持ってくるので注意が必要である。との{ 也，添加物と

しては ，位置費系のものがある 。

現在，配管材 料としては多くのものが使用されているが，水道用配管

としては ，鋳鉄管，モルタノレライニング管 ，亜鉛メッキ鋼管等が主であっ

たが，昨今は，塗装管，耐食鋼管( 塩ピ管と鋼管の二重管) 等の耐食性ある

ものが出ている。乙のように ，材料より見て も現在配管されているものは

水質の変化等lζ 伴う腐食の問題 lζ 対して充分とはいえず，また火災また

物理的要業会事から見ても ，樹脂だけでは使用できないので，鋼管の内面加

工という方へ進んで行くと考えられる 。こ乙で新旧の事例を写真 4.5 IC 

よって示すが，水質によって配管材料がいかに影響を受けるかがわかる。

また{盾際水の場合K は反覆使用している聞に大気中から取 り入れるガス

や浮遊物，あるいは他から混入溶解する金属イオン，有機物等のため汚染

されやすく ，その水質は当初の淡水と大きな相違を生ずる のが常である。

従って術環系においては補給する淡水は良質であっても大気中の酸素 ，

CO2 . S02Ct 等を吸収 してPHの低下があり ，腐食が増加する。乙のよう

な場合にも，材質を変えるか ，適当な腐食抑制剤の添加が良策でtある。

7. ま と め

水質と鋼管( 配管類) 腐食との関係については，場所によって水質も

異なり腐食生成物を分析した結果 . Si.  C a .  Mg.  Zn.  Ct .  S04 等

の含有量差および乙れらの影響による錯の形状の差を示 しているが，塩

素イオンおよび残留塩系の多い環境では腐食が大きい。飲料水といえと

も，多くのイオンと気体を含んでおり . 都市7. 1<. 井7.1<. 循環7. 1<. 冷却水

省ーにおいては水質も異なるので ，鋼管の腐食はとれ らの組合せで決定し

なければならず ，一概に関係を明示できない。

まだまだ書く乙とが多くあり ，一言で水質と配管腐食を論ず るζ とは

できない。多くの方々が乙れらにつき報告しているので参照されたい。

注L T. E. L arson &  R . V. skol d:  C orros ion. 14  285 (1958) 

防食技術. 8. N0 5  215 (1959)  

注2. G. s kaperdas &  H . Uhl i g:  Ind.  Eng.  chem 34.748  ( 1942)  

注3. G . L . Cox &  B .E .R oetheli :  Ind. Eng.C hem..23. 1012  ( 1931)  

注ι B . E.Roethel i  &  R .H. Br own  :  Ind.  E ng.  c he m..23.1010  (1931)  

ｾヨラ文献 武田 : 防鏑管理 . V o1. 13. No. l. ] A N  (1969) 

下平. 防食技術. V o1.l 6. No.2. 49 (1967)  
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量 防 食 技 術 . V o1.l 2.  No.3.  117  ( 1963)  

長 nli ・玉井 : 防食技術. V o l.l l. No. 4.  149 (1962) 

湯 上 防 食 技 術 . V ol. IO. No.l. 12. (1961)  

H. R.Copson :  Ef f ect s of  veloc i t y on cor ros ion， corr os ion， 

V ol. l 6. No.2. 86- 92t (1960)  

駅者. 下平 . 防食技術. V o1. 9. No.12. 

( かどいもりを 日本大学理工学部工業化学科)

写真1.

発錆の初期状態

( 経年 4 年)

写真2.

流速の大 きい場合

の錆 コプ状 況

( 経年10年)

写真3

流速小 なる吻合の

錆コブ状態 ( 写真

2 と同一水質 ，経

年10年)

写真4. 水道用亙鉛メッキ鋼管 ( 2 B)  写真5 耐食鋼管 ( 外 ・鋼管 ，内: i l { ピ管 2 B )  

写真は同一水質におけ る経年 7 年の亙鉛メ ッキ鋼管と耐食鋼管の錆コブ附着状態
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周 本 建 築 協 会

月間の動き

口昭和 44 年 3 月分口

定 時 評 議 員 会 |  

28日 41時- 51時 於 会 館 集会室

出 席 者 谷 口 議 長，中野富1J 議長ほか21名

委任状赤谷吉{ 言ほか 51名

理 事 東 畑 会 長 ほ か 2 名

議事(1)評議員会議長及び副議長互選の件

(2)細則一部改正の件

(3)副会長 1 :名選任の件

(4)理事21名選任の件

(5)常務理事重任承認の件

(6)役員重任承認の件

(7)昭和44年度収支予算承認の件

なお評議員会終了後会館建設借入金の内

53万 5 千円の償還拍せんを行なった。

( 本年償還金額 103万 5 千円の内か ら50万

円を 日本建築学会へ償迷)

評議員懇談会 (技術部門)

19日 5時半- 7時 於 会 館 集 会室

出 席 者 中 野 吉 弥 ほ か 8 名

評議員会副議長候補者並に技術部門選出理事

10名の候補者推せんに関して懇談

理 事

d 与

=  

20日 41時- 51時 半 於 会 館 集 会室

出 席 者 東 畑，塚本正副会長ほか 7 理事

一円東海支部長

議事(1)昭和必年度収支予算承認の件

(2)常務理事重任承任の件

(3) 事務局職員採用の件

(4)建築データシ ート 掲載会社勧誘の件

(5)支部補助金の件

(6)入退会者承認の件

(7)報告事項 (イ)事業報告 (ロ) 会計報告

会計理事会

17日 211寺- 41侍 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 尾 屯 主 幹 ほ か 2 名

議 事 昭 和44年度収支予算案審議

出 版 委 員 会

建築基礎工法幹事会

4 日 61時- 9 1時 於 会 館 3階会議室

出席者 山清委員長，山口 ，多々見幹事

議事(1)各章の原稿検討

(2)出版工程

建築の知織編集委員会

11 日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会室

出 席 者 伊 藤 委 員長，大沢，建国総指幹事

外 3 幹事

議事(1)出版工程

(2)販売計画など

建築の知識打合会

18日 5 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 大 沢，窪田総括幹事，執悠者宮武丘

議事(1)第 3草原稿調整

(2)その他

建築の知識打合会

26日 3 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 大 沢，窪田総括幹事

議事(1)第 9 i ; ' I : 原稿調整

(2) その他

事 業 委 員 会

各種説明会小委員会

5 日 5 時半- 71時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 近 藤 副 委 員 長，三宅幹事，岸，

平問委員

議事(1)第 2 回 i A L C について」の説明会

(2)第 3 回「建築材料と火災( 防火) につい

て」の説明会

(3) 次年度の説明会について

(4) 次年度の委員 について

見学会小委員会

6 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 山野副委員長，窪田幹事，今井委員

議事(1)2月に実施した見学会についての報告

(2) 3 月の見学会企画について

(3)次年度の見学企画について

(4)次年度の委員の人選について

委 員 会

13日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 政 岡，岡本，山野正副委員長，

打浪，小泉，三宅各幹事ほか 4 委員

議事(1)各小委員会の事業企画について

(2) 3 月の事業企画について

(3)次年度事業委員会への申送り事項 ICつい

て

(4) 次年度事業委員会委員について

(5)そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編集 委 員 会 |

原稿執筆説明会

6 日 2 時- 41時 於 会 館 集 会 室

出席者 山宗化学外 4 社，西川幹事

ほか 3 委員

議事混和剤の執筆原稿説明

編集 D グループ打合会

6 日 51時半- 71時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 2 委員

議事(1)次回データシ ー トの検討

(2)その他

座談会企画小委員会

8 日 l  時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出席者正法院委員ほか 4 委員

議事(1)座談会企画検討

(2)その他

編集 D グループ打合会

17臼 41侍- 61時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 3 委員

議事(1)次回データシートの検討

(2)その他

正副委員長打合会

19日 3 時- 4 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 中原 ，，怯村正副委員長

議事(1)昭和43年度収支決算見込について

(2) 昭和M年度予算にヲいて

(3閣議会社の確保について

(4) そのほか

編集B グループ打合会

19日 6時- 8時 於 会 館 3階会議室

出席者篠崎幹事，正法院委員

議事( 1) 次回 データシ ー ト検討

(2)そのイ也

編集 C グループ打合会

20日 正午- 2時 於 会館 3 階会議室

出 席 者 纏 原 幹 事 ほ か 3 委員

議事(1)建具，金属，左官，塗装工事のデータシ

ー ト説明会企画

委 員 会

27日 5 時半- 8 1侍30分 於 会 館 集 会 室

出席者 中原，松村正副委員長ほか 4 委員

議事(1) 第 2 回座談会企画

(2) 各編集グループの掲載予定シ ー ト

(3)次年度の編集委員会委員

(4)次年度予算

(5)その他

住 宅 委 員 会

住宅見学と委員会

住宅見学 ( 東豊中実験住宅)

7 日 2 時- 5 時

参加者 8 名

委 員 会

7 日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者間] 橋，黒谷正副委員長ほか13名

議事( 1)第 6 回よろず相談住宅展について

(2)各ノj、委員会の経過報告

(3)次年度の委員構成について

住宅展小委員会

14日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 山 本 茂

議 事 第 6 回よろず相談住宅展の会場計画その

lまカ〉

住宅資料小委員会

18日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 泊 崎主査ほか 4 名

編 集 委 員 会

委 員 会

12日 4 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者足立編集委員長ほか14名

議事(1)4 月号特集= 老人とすまい経過報告

(2) 5 月号特集= 現代によみがえる過去

(3)6月号特集= 建築行政 lζ 期待するもの

(4)7月号以降の特集

5)万国博建築ニユース欄について

(6)後任編集委員の件

作品作風小委員会

258 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西村主査ほか 5 名

議事(1)5 月号作品の決定

(2) 6 月号作品候補 K ついて

3 )次年度作品作風小委員会委員について

建築行政に期待するもの' 持集幹事会

26日 Ｕ 時半 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出 席 者 三品哲夫幹事ほか 6 名

議事 6 月号= 建築行政 lζ 期待する もの特集の

レジュメ検討

建築行政に期待するもの特集座談会
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(3) 実行委員会事務局の編成について

(4) 準俄資金の調達方針について

(5)そのほか

当日は開会前K 第 l 回日本建築祭の記録映画

を上映 した。なお 16日K 東京側事務局一行は

山本万博協会建設部長のど案内で万博会場建

設状況を見学した。

6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

長田正雄氏 ，納座正信氏ほか 7 名

26日

出席者

29日 9 時50分~正午於日本建築センタ一

本会より佐野世話人出席

議事 昭和制年度収支予算案の審議そのほか

建 築 関 係 団 体 連 絡 会

於大阪商工会議所

近藤達夫氏

委 員 会

14日 3 時- 51待於会館集会室

出 席 者 香 取 副 委 員 長 ほ か5名 旭 硝 子2名

議事(1旧 照 割 れ，熱割れ…・・ その対策について

(2) 今後の進め方について

(3) 次年度の委員について

. 6.  
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員委育教

3月 の 入 会 者 〔敬称略〕

堀内三郎氏

雄氏小島

記念映画会と祝賀パーティ

29日 2 時- 41時 半 於 綿 業 会 館

出席者 70名

創 立 記 念 臼 の 集 い

. 6.  

"" 

正午- 21待 於 会 館 集 会 室

稲本委員長，辛木，小西冨IJ委員長

ほか 8 委員

議事(1)本年度の事業報告

(2) 建築工事別講習会企画について

(3) 次年度の事業計画について

(4) 次年度の委員会構成について

委 員 会

26日 3 時- 51時 於 会 館 集 会 室

出席者 佐野委員長ほか15名

議事(1)建築基準法施行令一部改正の説明そのほ

か

(2) 建築行政lζ 期待するもの特w- 悠築と社

会 6 月号

(3) 次年度委員長の件

見

回

jil_ 
4
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.6‘  

コZ

委

品

十

規

委 員

19日

出席者

去

訂正追加 :

(lI 3 月号 の 「東海の新建築J の 55点下欄 Icl 日般の「地のi ! 1 l

在 J の範工が大成建設 K K とあるのは「大成雄投 K K と

大日本土木 K Kの共同企業体」の施工です。

(2 4 月号作品作風欄「監中市立老人福祉センター」の配

図縮尺で 5 m，10mとある のは， 10m，20m の鋲りで

す。

名誉会長，名誉正会員，支部長，および友好

団体，関係建設新聞の代表を お招き して創立

52周年記念日の集いを開催，大林組 ζ 提供の

「万博lζ 原子の灯を J ( 関内屯力美浜原子力

発' l u所建設工事記録) および鹿島建設ど提供

の「超高居霞ヶ関 ビノレ 総集日 ｾｊ を上映の後祝

賀パーティを開催 した 。

3 会事 業 委 員 長 打 合 会

正午- 2 時 於 本 会 集 会 室

政間協会，矢野士会，各事業委員長

三品学会幹事ほか事務局員 6 名

3 月および 4 月以降の共催事業について

24日

出席者

•••••• 
一

日

告

一

一

広

一

一

人

一

一

求

一

構造技術者募集

( コンピューター使用 )

|建 築 6 団体 会 長 支 部 長 午 さ ん 会|

3 日 正午- 2 時於ガスビノレ食堂 8 階

出 席 者 東 畑 会 長 ほ か19名

当日東畑会長より第 2 回日本建築祭開催につ

いて東京における 8 団体会長会で決定した経

過報告が行なわれ建築祭計画要綱案を了承し

た。なおゲス トとし て出席された山本万博協

会建設部長より会場の建設状況江どについて

報告が行なわれた。

議 事

構 造 デ ザ イ ン セ ン タ ー

(構造図面・構造計算 )

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 4 丁目 1 の 2

T E L  (768)  447 5  

「神戸商工貿易センタ ービノレの設計計画と施

工について」

( 大阪府建築士会，兵庫県建築士会，建築学

会近畿支部と共催)

20日 l 時- 5 時

聴講者 159名

容積制について

大阪総合計画局再開発計画課長

設計計画について

日処般計工務岡大阪事vi 所取締役計画部長

上回恒太郎氏

設備計画について

日建設計工務附大阪l]r ; m所経協郎長

同 上 段備主任

防火と避難について

京都大学教侵 ・工学問士

施工について

鹿島建設附神戸商工貿易センターピル

出張所工訪問i 艮

|第 2回 日 本 建 築 祭 主 催 団 体 事務 局 打 合 会|

3 時 - 511寺 於 本 会 集 会室

東京側 11 ｾ 名

関西側 11名

議事(1)委員会並び]ζ 実行委員会規約 lζ ついて

(2) 実行委員会の編成について

15 日

出席者

実務に直結した建築工事別説明会

i A L C  ( 高温高圧蒸気養生された軽E 気泡

コン クリ ート ) について」

14日 l  時- 5 時 於 大 阪 商工会議所

隠識者 143名

総括説明

日建設計工務岡研究室次長 中直11);*幸氏

A L Cの製造方法と物性について

日本イトン工業闘技術課長西岡思郎氏

A L Cの設計と法規について

旭化成工業側建材事業部技術部長

三島義雄氏

4

2

 

大阪市清掃局森之宮工場塵芥焼却施設見学会

(第 2回)

( 大阪府建築士会，日太建築学会近畿支部と共催)

設 計 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 藤 間 組

焼却施設 田 熊 汽 缶 製 造 株式会社

6 日 3 時- 5 1時

参加者 39名

神戸商工貿易 センター ピル新築工事見学会

設 計 日建設計工務株式会社

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

27日 2 時 - 4 時半

参加者 40名

明説

A L Cの施工と仕上について

シポレックス販売附本社技術部長

岡野窓、美氏

74 
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超高層建築講演会 (第 2回)

演講
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.砂

建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

警歪矢保商由
大阪市北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 相11fi di '1:. rn ｉＡｾｕ と狭通 Ｔ - 1  Ｈ ｾ肘 ＱＱ ピル Ｉ

ｾ｛ｩ ｊＮￚＧ，ｬＡＺ， ｉ ，町村 ｉ ｊｩ ( 33)  0881- 3  

支 l吉 大|仮 di -1ヒ|烹桁笠J l l f50(堂ビル 5 附 502 号右 )

1( 1i 凶'，l!: ，i，fj 7(W_{ ( 364 )  2031- 4  

倉 庫 川り I di i'j:介Iヌー八 11時辿 1 - 5  (' ，l!:，i，fj @  2923)  

臨胤防水には 奥 山 式 特許 絶縁工法を

訓 . "11ミー悶zk膏

マーフエク トな冷工法 事 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎枇
品工 Ji(/":ISql 央 I烹 銀1118- 4 ー 11 電 裾 (57 1) 2703- 4 . 2370 ・4064 ・ 0264

大阪出悦所大阪 ｲｬｬ ＮＺｴ ｭｽ［ ，ｾ区制山 中通ワ Ｕ - 4  電 話 ( 921 )2497・( 922) 7280  

:y， ｾ干 ｨｬ ｴＭ ｂｾｈＺｮ 斤才，山屋市南区若草町 ｊ 33 m骨舌 ( 811 )3 6 6 0 ' 3 1 0 4

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 9 8 1  )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  
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空 調 設 備 の 頁

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 諸 設 備

設 計 ・ 施 工

嘆 建 設 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 田 中 喜 久 雄

大阪出張所長 猪 俣 英 雄

本 社 ) j u ; Uill '  l' 央 医 H 本 的 j凶 3 - 1  '，l!: ，;，fj ( 201)  018 1(代 )

出張所 大 阪 di 北 区 樋 1 1-. 町 5 "丘，I，fj ( 363) 4108- 9  

1'， i'i'長 di rl' 村 丸 1 1人.12 ー 17 ー 10 '，[U，fj (  231  ) 3046  '6007 

Ii ，¥ Ｑ 崎市点 ｩｾ IlI f  3  8  '，l!: ，l，fj ( 74 )  6  8  6  3  

( 75)  5  4  8  2  

空 気 調 和. ・冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ お朝日三業社

本 庖大阪市東淀川区 Ｑ ｊＱＱＡｾ Ｇ ［町 ＳＵＷ 屯 話 Ｈ ＳＰＲ Ｉ ＲＲＷＱ Ｍ Ｙ Ｈ 代Ｉ
大阪支社 向 上

東京本社 東京都港区芝浜絵町2 - 7 電話 (434) 6171  ( 大代)

支 l苫 北 海 道 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 仏 ・偲 間

営 業 所 釧 路 ・ 盛 岡 ・ 横 浜・ 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計施 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

取締役社長 菅 谷 知 巳

本 院 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  ill 話 ( 441)  8231大代

支 l古 来
尽 名 古 屋 初 岡

営 業 所 札 。見f I ] J 台 - 金 r尺 ・ 広 品

出9長 所 京 f.II . 柑l 戸 ・岡 山 . t::; 松 - 熊 本

横 浜 ・新 、 I勾 . ￭Ｚｾ＠ 山 ・稲 井 ・笠 回

給 排 水 ・術 芸 設 計 施 工

暖 冷 房 ・ 換

株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電 話 大 阪372局 7151( 代)

京都市東山区大和 大 路正 面 上 ル 電話 京 都561局4945( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

'i:(' Ｚｲ ｾ ｈ ｻ ＱＱ ・ 空気関利設備 ・ 給排水衛生設備 ・ 塗装設備

・蒸 気 噴 射 式 ; 令 議 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 総 工

ｾｾ茅 ｚｐ 顎建材社

(z i  

本社 ・*京支広= 東京都中央区銀座 6 - 6 ァ 7 ⑩ ( 572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑧(203)3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 - 1 3 ⑨ (211)  1535 代

出 現 所= 札幌 ・仙台・北陸・神戸 ・広島 ・松山 ・九州

水 道 ・衛生 . n変冷房・ JCf也 符 仁 'li

設 計 並 } } t ! i L  

( 1St吉雄久 $ ' lJ 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

阪 市 北 区 治 安 田T 1  1  { . 昏地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5  Iff 

東京本社 東京 Ｏ［ＱＱ 千代ｾｬｉ区大手町 Ｒ の Ｘ /[¥:;也 ( H 本ピル)

.;'tr ｉｾ 孟東京 ＨＲＷＰＩ 7  4  1  1 書 '(f¥;: &J  

ＭｴｌＡＧｾ将来所札帆市， ＫＮｩ 大 ｪ 曲凶 Ｔ Ｑ ， ｉ ｉￆ ｬｊｊｯＡ［ｉＱ銀ピル '，u"，r; ￆ ｬｊ帆ｾＡｩ Ｗ Ａｩ Ｖ
Ｒ 耳 ｄｾ れ 業所全 ［ｊ ｾ d-j  ，:':j /;f，J 関f 2 吊: 1  6  ｩｽ 官。 Ｑ ，号令 ｉＧｾ 21ll tli .1  

ｾｉｾ＠ｽＱ Ｚ ， ＧｂＧ ［ ｬￆ ｬｾ 庁制 ｮ oI i  i卸 事 2 の i '，[!:i ii ｾｾｽｦ＠ i-;' :14:iti 

尚 ｦｾｴｈｾ ｬￆ ｬｾ 斤 2173 怯 oI i  2  It'i )・ 9  "在，11;ρi 松盛Ds i9S

l品l山 tB必 所 l品1111 rli 大 供 :3 8  ( ) の 1 '，iiu; 附iiii Ｒｹ ｾ ｾ ｩＸＶ＠

76  

創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 - 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京都千代田区丸の内 2 の 2 詳しピル 6 7  6 号

電話 212( 代 )3751

大 阪 膚 大 阪 市 西 区 土 佐 線通 l の l 大同ピル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札幌市北+ 条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号千代田ピル 5 1  4 号

電話 261(代 :0641

京 事官庖 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電話 681(代) 1781

冷 暖 房 y  ｾ 守柿サ ｹ シ

給排木、 i W七本道 s .  広!tJI.1! iI 生 胞 設

司I 主¥ 1 =、荷 役j必 搬 機 械

1)[;J 房 I  ， 化 学 鉱 山 機 械

= 幽 T 盤 株 式 - 1 - ｾｾ＠ =- r七・

ーー句曙. . . L . 河電 会 社 ノ 、 防 災 . . ) ι J 口

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支庖長 t通 口 』券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 t世間 大 阪 (202) 代且，3071

本 庄 見! ) j ¥- 日 比 谷 三 {官ピ ル

支 1占 名古屋、福岡、札側、広島、仙台、沼山

出 張 所愉浜、金沢、 併問 、耳石松

，旬

株 式 会 社

。
晃 商

A

会

本 社 大 阪 市 北 区 別 田 町 16 番 J也 m惰 (363)大代表1371

支 庖 東京都千代閏区神田小川町2丁目 l 番地 電筒 ( 292) 代後7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 話 ( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 ( 76 ) 代表3795

出 張 所 名 古 屋 ・ 富 山 ・ 金 沢 ・ 筒 井 ・京 都 ・ 松 江

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 上 佐 堀 通 l 丁目 1 4  電 話 441- 5171

支 康 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営業所 一 広 島 出張所 ー 北 九州

冷 房 ・暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

本 社 東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

包 括 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名 古 屋 ・福 岡 ・札帆・仙台・ 高 松 ・広 島

; 星湿度調整 装置、 暖 房

冷房、 水 道 、 搬 送機 設備

J立，l I 、l Eニ占包じ

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  ( 361)  G  1  7  7  ((¥::) 

阪 市 北 区 筒 1" 阿 3 0  '，'I! ，)1; 1( 364) 0  9  :， :， ( 代)

本 社 東 京 拘1I 千 代 f j l l R九ノ内 3 - 2  ( 新点京 ピル)

治 ，)吊 (211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 同 町 6 0  

'; 'l! ，!f. (21)  4  4  9  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 点 区 東 門 前 田T 3  - 6  

百! ，f吊 ( 971) 3  6  2  1  



電 気 設 備の 頁

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

日差・冷房 ・空気品温度調整装置

設 計 施 工

回
社

大 阪 市 丙 f'( j江田I 地 l 丁 n 6  2  ;lt ，活 (443) 代表8161- 9  

名古 w，. ，1i 中付 f'( 水 主 町 l の 1 2 llt ，:1; (541 )0966(551)1655  

東 京 邸港 区 亦坂 2 丁目 3 - 1  2  

，Jf'坂 ピ ー ク ビ ル 5 附 m，:1;  (583)  1  4  6  7  

神戸 市 ' t ml <北 LH尭iJli 7T 日lの 1 ilt 訴 (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式株業工回山

. - j . : 社

主 1; 1'1

tB骨t所

ふ主A;，

-← 

大 阪 市 北 区 傍 団 8 番 地 ( 新阪急ピ lレ8 1; 皆)

屯 訴 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 間 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

妻子1ｦ￭ｾ＠高

大 阪 支 所

社本

空 気 調 和 装 置 ・冷 暖 房 J 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ア ル ミ -サ y シ- ドア ・シャッ ター

設 計 ・製 作 ・狗 工

鍋 機 株 式

4空h T FすF PT

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

，、

社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 - 4  5  ( 興銀ピ Jレ別館 )

電 話 ( 06) 202 ー7745番 ( 代表 )

東 京 郡 北 区 神 谷 3 の 1 0 の B

氾話 (03 ) 902 - 3111番 ( 代 表)

東 京 ・名 古屋 ・仙 台

A

S

A

 

b丹

本 社 ・工 場

后

E里

大 阪 支 庖大 阪 市 北 区 堂 品 浜 辺 1 - 2  5  Ulr 大 ピJレ)

m ，iii 大 阪 (344) 1  5  1  2  (大 代 )

社 東 京 郎 中 央 区 日 本 陥 本石田J 4.- 2  (三井第二別館 )

I占 東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 J+I

均 崎 玉 県 北 足 立 lls ・ 東 京 ml 足 主 区

本

支

工

支

General  E lectr ic  (G.  E )  f l 製

冷暖房機 「ゾンナ) 1-/ ウェザートロ 均 その他各種冷11差房機

jJ111水 ボ イ ラ ー f ，、ィテンプJ ( 11Li ｈｾ ｜｜ Ｇ＠ EBSTOf I  HN; !1JUln 

空 気 調 和 設 「

設計施工

換気・除塵設備

く m哩型里コ

西日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

Ｉ， ｐｾ＠ rli 北 1<ι 十::lHf :1 - 56(  ，Ｇｾ 人 ｊ 刈ピル ｬ ・[L J ，I: l64 ＩＲＲ ｾＸＨ＠ ｦｾ ［ り

ｾ ＡＮ＠ ｬ［Ｇｾ＠ m; Ｑ Ｑ Ｑ リ ， ｾ Ｑ＼ ぷ［［ｾ ｽ Ｚ Ｎ ｾ＠ 1  - 1  Ｐιｉｉｉｾ＠ (551)  1079 ・1617

rl Ili  ｊ［ ｾ＠ di IN  Iκ j、6提 J凶 2 - 7  '，[L，/ ;  (82 1)  :1 5  5 時

'1' 吊 ｾｊｩｾ＠ dJ 人一 ・' .'， llif 3  '，[L，/; 八中首 il，< 514'  1  4  

本 社

東 京

名 古 屋

四 国

東 洋 烈 工 業 格 式 会 極 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T E し (562) 1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 調書 4 丁 目

本 社 東京都中 央 区 京 僑 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

( 特許工法)

建設大臣rt 授与

日本白蛾対策協会よ り表彰 さる

特 許 第 8 税 目出願中会 社⑨ 

所

所 長 防 除 士 松 平 藤佐 根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 IIIT 2  8  包 括 ( 2 2) 4 0 9 8  

奈 良 市登 大 路 二 番 町 ( 博 物 館 前 ) 屯 話 ( 2 2) 4 0 9 8  

本 部 町 知 県 宿 毛 市 宿 毛 H汀 2 6  3  9  

防予滅
ｾＧＢ＠
3早又蟻白式平ヰ公

宇土

大 阪 営 換 所

本

四日市営難所

津 営 蝶 所

鳥 取 営 難 所

エ レベ ー タ ・リ フ ト ・カ ーリ フ ト

計 ・ 製 作

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 - 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代表取締役 市 川 繁 雄

京都市南Ａ＾ＡＺ西Ｉｌ条ｾ Is 町 2 0 番 地 内 l

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間1専 用 (691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37 ( 天 満 橋 北 詰 )

包 括 (352 )  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 悶 商 末 広 町 m話 ③7431- 3  

川 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

鳥取市 品治田T鳥取農 協会館 内 電 話 ( 22) 4477 

壬1¥.

員又給 -排 水 ・衛 生 ・消火 ・暖 冷房設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄
長 尾 正 大

本 社 大 阪市 大 淀 区 天神 橋 筋 六 ( 天 六 阪 急 ビ ル ) ( 35 1) 4927代

4540  

大 阪 営業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業所 ( 328)  0364代

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 喝 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 制 岡

大 阪 市 大 j定1><: '['j Ｑ ｾＱｾ ， ｪ＠ ｪ 凶 Ｔ 丁 ｾｉｬｬ

出 張 所
庁、

カ ー テ ン ・ 室 内 装 飾 ・ リ ノ リ ュ ー ム

ビ ニ ー ル タ イ ル ・ 壁 張 り

商 庖利 倉 幸
置

@ 平山互業相会社
合名会社

大阪市南区長坊! 総筋 二ノニO ( 日本栃パス f';' ，jiJ)

ｾ ｬｌ 訴大阪 Ｈ Ｒ Ｑ Ｑ Ｉ 0  5  7  1  - 4  

7正 ;lfi 大 阪 ( 211 ) 0  5  7  5  .  6  9  2  3  

Ji( 郎 市 中 京 区 河 原 町 内 川 下 ル 指 物 町T

f正 訴 京 町11 (231)  3  2  7  7  .  8  7  7  9  

所

( 販 売 部)

京都出 張所

喋営

設計 ・地工衛 生 ・空気調和 設備 .
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

海 電 気 株 式. 会

取締役社民 浅 海 正 雄

大 |以 di ＭＱヒ ｬ 正ｾ tf: IlI f  /  r  11 2  

U ぷ 大 阪 (:l 62) 8  7  () 

*  );>; 1111 港 区 赤 坂 1 r  H  S 需 同

'j 'tl 1I 占 ( 481) 8  6  2  1  (¥.: 

: y，己 1; ， ・ R 州 制

九ＡＡ川 悦 ｈｾ .  d
r
;  ｦｾ 縦断 ・ ＱＮＮＩ

電 気 設 備 の 頁

社
〈
云式

号聖、

弓ｾ陽

社

営 業 所

朝

本

社

z

i

J

F
〈

制

aパ
ム

r
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r
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i
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干上

! R; 江主トt

j斐

イぉ

営 業 所

業，;Ir

主

社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

主 社 長 lj' ]J )11 Il  D-:I 

大阪 ｲｬｩｾｈｻ ， ＧＺＺ ｪ 促総 Ｑ［Ｎ J i l て八係地 Ｇ，ｾ， ｩｩｲｩ 大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲＵ - 9 得

本 t I : ｾ ｾ＠ );( r. 11 T- {¥:川 1;<. l' l.j tj' 111 I 丁 11 4  1ft J也 5 >j 

支 十l 札 帆 (l iI f，九 / ，人J • r， ，'i W. '  ti ，¥ 1判

山11， 所 組 川 内 示'1 .  I¥V， ｩｾ＠ .  ，Ｇ￭ｾ＠ 1尚 i;'; 1.1 1  

A

Q

一

A

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

本 社 大 阪 di 此 花 区 恩 i1t 南 之 IIIT 7  3  

ｾｉＮ￨［ｬ ｊｊ シ ＱＧ［ 本書 ＱＱ T E L ( 06)  462 - 1  3  0  ｬ Ｈ イｾＩ

地 設

仁 田 ｊ ｾ 小 ｦｦｬｬ

A

Q

一

Aエ藤エ太 陽

6  9  

1  ( 代)

大 阪 市 北 区 野 崎 IIIT

T E L ( 06)  313 - 3  4  5  

設 計 ・ 施 工

司'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大| 以 di J岐点| メ n ，1争 点 之 町 二 I ハ ー li.

l 江川大阪( ! J : l l ) (¥: h  I  3  "  1  - 九

() 3  8 8  .  2  1  9  :1 

大阪市地点| メ，r.;[ 点之mr 汁‘ 11 桂川町大阪( 川l ) i (KII

ｾｾｪＧ ｈ ｉ ， ｾ ｩ ｊｬ ｊｉ 叶 ､ｩｩ 訓ｼ民 ｉ ｪ ，ＮｦＡり ＺＱ fi 0 屯」出1，川 2 :!li07 .  ＱＺＡｾＡＱ＠

A

Q

一

A
式株

ｾ＠

支l

号 骨

弔，本中

・

本

社

大 阪 市 北 区 日 l! I 町 1 6 番地( 来阪急、ビル)

百 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 点京・1 ' " l j li{ ， T時的 ・広 向 ・九州、| ・布1
1戸

ふ
一
品式

3た

株

守
トj

 

l

 

業

!来

工

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

支

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役十 ｉＺｌｾ 池内文夫

阪 市 西 淀 川 区 中 白 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

包 括 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京有 ＱＱ 品川区西五反田 Ｖ 丁目 ＲＵ 寄 ｬｬｾ 予Ｈ 梅山ピル Ｉ

'I1I 骨丹 東 京 ( 491 ) 1746 ( 492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 師 田T 2  3 番 地

電 話 小 介 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

1司 ・ 千 楽 ・ 和 歌 山 ー 名 古 屋

干上

I苫

本

社

林

大| 坂r ) i ｾｴ＠ 1豆半I l 古田r 5  () ( 堂ビ ル7 附)

心 ぷ 砂 :1 6  I  1  ((¥:) 

* 点的，'1' 央区 11 ｾょ陥箱崎町 Ｓ r  11 :2 信地

.'U: Llli 広1 1  4  I  8  ((¥:) 

111 山奇 ・ 十11 以 I!;i ・ J持 制 11 1  

夫

ェ

市

血

(

敏

凡

又事工

と
一
川電

Ｈｕｾ 取締役

株 式 会 社

ヰ土本

営 業 所

后支

者羊t.-tl'; 民戸斤出 張 所

信f EI - 1: 縄本初4・ 4 品 4 色、

弓ｾ ｾ・ＱＮヨＢ :t¥， ｾ＠
取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ J レ三 階)

1宅 il苫 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京/ j f l 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ ル )

'11! .1.5 (542)  5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 o 1s: .t也

'1tI ，!1; (991)  5  1  3  1  - 3  

戸 市. J : ! ! I . 市高槻 rJi . 姫 路

e  

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社
社

電 気 ・暖 冷 房 ・空 調 工事 設 計 施 工

宝ゐ

j と

大 阪 市 1)4 1  :>C!tJ J:I¥ ;  [  1..; 心1 r  11 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7! 48- 9

点 点 ' :1'， ，S' hi '  11、，l;a; ・111i

111 取締役社長

H  イ、

+上

社

.-j>: 

支

日- 業所

営 業 所

l

 

l

 

市+申出5長所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

電 気工 事 ・言十装 工 事 ・設 計施 工

A

Q

一

A

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 凶 沼 川 町 1 5  I f f 地

i'U ， ｾＡｩ 大阪 ＨＳＶＴ Ｉ 代 Ｓ 0  5  6  

東京I i IS港区新係 5 - 3  4  - 6  ｦｉｊＮＡｾピル Ｕ 階

Ｂ ｾｉｖ￭＠ 東京 (434) 3848 ・( 431) 8435 

大阪 ｉｾｪ ・札帆， f" lj). t!. '  IIq 11 di ・松 111 ' i:士山

商

取締役社長

社

見t J主主: 1，1; 

本

社中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 Jj 常

取 締 役 社 長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 伎 町 5 6  Iff 地

屯 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

総山・京n J S ・草 津 ・，'ii' I吋・水 };:i ・福岡

A

Q

E

 

社本

所張也

支 Jg

営業所
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そ の 他 の 頁

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手t-9ー・ミ)i/;-;.レ

椋 式 会 社

主 宰 商 曾

大阪市北区与力町一ノーO

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

⑩ 

サ ン エ ス

s s s  タイル新発売

-
( カタログ進呈)

⑪ 2EY1RR業点磨

Board&Sl ate 

一-，; --，.，.'，1 、" "円 一、周亘ミ" " "

必ザ! 焼。l 可市-

E古品ザ 民主。'1 1:';，1  

Standard 

… 貨 庖 下

各 種

ガラス製品卸問屋

ボ
Iy 

ぞ7

セトモノのデ比一卜

J11  

耐 酸

銅器、

- 内念場! . . ，ゴーレックス防水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ トスタイン吹付

・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪r ! ' .!.!m吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理J苫・東 京・名古屋・1 ) ) : ; 尺・広島 ・今 治 ・ 福 岡

( 創業大 正 7 年 )

F UT ABAY A DE CORAT ORS ， L T D 

住築物 ・ 船 ｦＡＨｉＢＡｹ の泣作工 Ｇ ｊｾ 及び

宅内装飾仁 Ｇ ｊ ｾ の ｩ 設計地工

住具、パネノレ、ヨ主H 、名手E木 工 品 の 製 作

内 外 装 飾 織 物 、 窓1.1ト、 d版物、t : ，! 紙m一 式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 刷会社

「

川

大 阪 支 庖

商Tr 
H

J

 

1

J

 

F

U

川

ト

爪

H
矢

十牛 J-¥ 

会十 l

)(IV.x: ，J i バdメ: ，'::j )j:il {，::i て r II ) L  9'f'十l ヒl レ 11.1; 符

"ι ，Ji )( 1仮 ( 2  0  2  ，)  4  q  () S  

取締役社以 来 林 革5 7f 

大 阪 rli 大 淀 区 本 庄 川 崎 町 2 の 6

';J Li 丹・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

ｫ 阪府知 事ｾ 泣ｖＺ ｕ ，

白剤， 6  2  ， 6  ，; 
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本 社 大 阪 di 北区1 : 1 : ｾＱｽ 北町 Ｑ 6  T E L  (361)9055 ( 代 必 )

本側f ' i : ; " 業所大阪 di 点 lえ本側T 4- 27御 堂 ピ ル T E  L  ( 252 )  3  9  0  6  

陥 卯iＧ ｩＺｾＧ 業所大似 ､ｩ 点 ｬ メ情掛ｩ｜ 2  3  6  

社 寺 数 寄 屋 JTJ 瓦 ・・ ・… 大 仏 瓦

内外装川紫変美術タイル…… 大 仏 タ イ ル

、'

Jj( I: srb ' Ul J J ri 午IIUtkfl . 池川町 9 町 9

人ー阪 di ｾヒ ｬ ｩｚ常心町 Ｑ r 円 2 8  

名古鹿市守山区大字小幡山脳1 ，27
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建 材 の 頁

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

近代建築の要求する

言5t

80 

言十

製

対モ

イ乍

施

特 許

工

-・・

鈴 木 式防 煙 火 シ ヤ タ ア ・リ ン グ グ リ ル ③ シ ヤ タ ア .

ス テ ン レ ス シ ヤ タ ア ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ヤ タ ア

40 ・ ピ ー ア ッ フ・⑮ シ ヤ タ ア . ! . 凡用シヤタア

そ の 他 特 殊 シ ヤ タ ア の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 聾

ス チ ー ル サ
、y

コノ • ドアー

) 7) レミ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ 、ソ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

F 可

套32 三 高 製 作 所

川、 f 実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，/ q -

11¥俣シャEγ q- 工業椋式会宇土大阪支庖

豊かな経験と

最新の技術・ . .  

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町30 新野村ビ J レ T E  L  (762) 5861 代

支 庖 東 広 (771) 1171 ・名古屋 (331) 6171 ・大 阪 (352) 4571  

営 業 所 償 浜 ・滋 釘 ・J;>: ms 神戸 ・ ｾ｜ｉ 湖 ・ 他全国主要自 ＱＱ 市

に
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建 材 の 頁

E 姐 - " ] 7. y? ^，n 置

ブ ル ー 7 テ y ク ス 防 水 エIJ" は ゴ ム 賀 エ マ ノ レ ジ ョ ン に ポ

ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 混 入 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 J レ ー 7 ィ ン グ を 数 層 強 り 合 わ せ

防 水 層 を 形 成 す る も の で極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す.

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

ブルーフテックス 4因遺 材 の頁

レーフテックス 3回ー

《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

5  ) 物 理 的 強 度 優 秀

耐酸工事・防水工事専門庖耐酸化学工業株式会社

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 36卜 0178代

. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

フらいス l二も/ 季初=ι

函を・薬品 l二 も

大? とラたで・1オ

. 責 任 施 工 ・ 型錦 送 呈

特 許 ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ弓 ｊｾ 来場 ｊ ｉｴ
. 永 久建 材 の 超 ひふ く 鉄 板

スー ｊｴＭ 苅 ＧｊＱν ＧｊＧｾ 克明ル ＨｓｐｍＩ

Ｂ弓ースサや ｬｴＧｊｉν Ｑｪ ＧＮｾｉｊｊＧ ( CSPM)  

. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 種 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す

1I IJ 1  !J ｾ帰京ｉｪ ｊｾ 製造株式会祖
本 社 工 場 兵島県尼崎市長州字縮川新田44 電話大阪 (481) 8085- 9  

大 阪 支 庖 兵庫県尼崎市長州手掃川新田44 電話大阪 (481) 8085- 9  

車京支庖並工場埼玉県蕨市東町 2 - 2 0 - 4 電 話 蕨 (32) 31 15- 7  

主唐・出張 所 郡山・八幡，名古屋・川崎田岩国田字部・延岡・敦賀三原・徳島・徳山

g 二=tgema

送 風 機

. L A F 形 リミ y ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 IIJ 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

営 業 品 目 ・ ｃ ａｆ 形遠心式静音 ｾ ｉ ｉ ￌｬ 流送風機
( 特 許 )

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 81 4 ) 6  6  5  1  - 3  

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

4lD
1
目轄塁手持持葬

81  



建 材 の 頁

腐らない そして 燃えない

82 

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

スタンダードメタルの大島応用化学

住 友 の

新しい型の

ひふ くて っばん

東大阪市新庄 (782) 4171代

建 築 分 野 で 使 用 き れ る ウ レ タ ン フ ォ ー ム ・ウレタンシーラン ト

コ ー キ ン グ ・ウ レ タ ン 塗料・ エ ラ ス ト マ 一 等 に は 、住 友化 学 の

ポリウレタン原料が使用きれています。

+  
住友化学工業株式会社

大阪 (203) 1231 東京 ( 211)2251 名古屋 (201)7571 福岡 (76) 1061  

ポ リ ウ レ タ ン 原 料

‘  



建 材の 頁

建 設 大 臣 認 定

ク

其 の 他 コ ン ク リ ー ト

二 次 製 品

- 三 段 ブ 口 ツ

神戸 市 1* 合 区 熊 内 町 2 丁 目 雪 8 番 地

電話 0 7 8代 表 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ・6 9 5 6  

1UJ 苫0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6 1  7  7  

Ｑ ｡Ｚ ｾ苫 ＰＹＳ Ｈ Ｖ Ｘ Ｉ Ｐ 9  4  5  

屯訴 0 8 4 9 ( 2 3 ) 2 6  7  9  

宅 地 造 成 ・ 分 譲

地 質 調 査 ・ 神 戸 大 学 土 木 学 部

田 中 茂 教 授

計 ・ 三 菱 地 所 株 式 会 社

工 ・ 株 式 会 社 奥 村 組

⑩ 神 戸 手 掛 株 式 会 証 器禁

社

- 東 多 聞 台

日又

施

リ グ ナ ー ル 製 造 発 売 元

漆

喰

差
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な

し

ド
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マ

イ
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フ
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ル

下

地
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ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有 名 建 材l吉又は当 社 へ

@  

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

弓事 大 阪市住 吉 区粉浜 本町 4 丁目 2 6 苦手地 T E L 大阪 ( 6

元 ( 株 ) 九 州l 新 興 建 材 工 業 所

-

+

9

畠

σ

・

・

す

・ぜ

か

・

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

締

結

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

老見，る

① ソ フ トな 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト 塗料 に優 る

③ 塗 りか え 自 由

④ 安 価 で 塗 り よ い

⑤ 吹付 総 工 も 自 由

⑥ 洗 い も 下 地 も自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊｾ

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹イ呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市西区西長指南 i泊1丁目 5番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541)5757 - 9  

営 業 所 東京 ・高 槻 ・ 明 石 ・ 姫 路 ・四国 ・中 国

イ寸i星音水火
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業 種 別

広告目次

昭 和 4 4 年 5 月 号

株式会社 大阪熊平金庫庖

( 防火扉 ・防水扉 ・金庫扉)

本社大阪市南区 Ｉ Ｑ 頂慶 町 Ｒ ｾ ＴＹ

T  E  L  (06)  262-2221  ( 大代〉

( 営業所) 京都・神戸( 速絡所) 和歌山

( 製作所) 広島市字品東 2- 4- 34

84 

基 礎 k k武智工務所 … … … … … … 一表3

まE 住友金属工業k k …・・・… ・・表2

ワ

u

n

L

 

-
k

 

k

 

古

河販ス

庁

ノ
ツレ

ポシ

h

J

K

E

ツ

ン

一

口

コ

リ

プ

ク

神戸材料k k . . . ……………- ・・… 82

防 水 奥 山 化 工業k k ………・……・… 75

kk久保商庖 … ・- … … … … -一… 75

合同特許建材工業k k … … … … 79

住友化学工業k k … … … … .....82

東西日本アスフアル ト

事業協同組合… ・ ・…・・…・- … 11

日新工業… …・・… … … … 一… 14

k k 日本セメン卜

防水剤製造所 ……………・・表3

k k油脂化工社 … … … … 一… 表3

石 k k矢縮大理石商庖 ・… … … … 79

2イ品 k k川岸窯業商庖・ ・・…・・・ 79

k k吉田芳雄商庖 … … ・・……・ ・79

2線基朝日石綿工業 k k ... .. .... 一…・表4

オリエンタルメタノレ製造k k … 81

大島応用化学k k . … … … - … 82 

k k大仏 …・………・ ・… … … … 79

ナ ニ ワ 瓦k k ...... ... . . ………・ ..79

金 属 岩元工業k k … ・… … … … … … 75

k k三幸商会・ー … … … … …… 79

内外建材k k …・・……・… ・・…… 82

左 官 k k新 興 建 材 工 業 所 … - ・……… 82

建 具 小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業k k … … … 80

k k鈴木シヤタア商会… … ・ ・… 80

ダイケンサッシ k k ... .. .…・・・ ...12

東洋シャッタ - k k ……・・・… 80

k k 日本シャッター製作所… … 6

k k三高製作所 一… … … … ・-… 80

2 5 永和工業k k .... .... ・ ・・ 5

k k ゴーノレ ・・ ・ ・・・・・・ ・・・ー・・・… ・ー26

日本ドアーチェック製造k k … 4

，. 装 関西ペイント k k .. . .一……・・ ・・・28

山本窯業化工k k … … … …… 2  

2・天葬 安宅産業k k .. .. ..... …・・・一 10

k k奥村重兵衛商庖 ・・……一… 16

室谷商事k k .  ………・・・・…一一 75

内床装間 島応用化工k k ・… … … … … 表4

東洋リノリュ ーム k k … … … l  

裏 書 二葉屋装備工業k k .... ・… 79

保 全 ミ ブシマ工業k k … … ... ... ...... 24

誌 器 岩佐物産k k …ー・… 一… ・ … 77

関西暖房工業kk … … … … … … 81

k k谷山鉄工所 … … … … ・・…… 81

霊t g 暁建設工業k k …  ' "・ ..... … ・・ ・76

k k朝日工業社 … … …・・・・……一76

k k大阪城ロ研究所… … … ・ … .76

大阪電気暖房kk ……・ ・・… … … 76

k k建 材 社 … ・…・ … … … … … … 76
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三機工業kk … … … … … … … … 76
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第一工業k k . . . …・・… … …・・… 76

1高砂熱学工業k k …・・……… 77 
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日本管工業k k …ぃ・…………… 77
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日本建築協会優良謹明 セメ ン卜 増 強 防 水 剤

'¥'UI・

tJ  

ｅ 占 ｉｉｾ Ｚ

- ' I7t-q. イトB号

株式会社日本セメン卜防水剤製造所

的

H

a

t

本 社 大 阪 市 東 区 船 経 I HT2 - 3 1 (船 越 ビ J レ) 電 話 ( 94 1) 2626 ・2628

連 総 所 宝 塚 市 高 台 |二 の 池 電 話 宮 原 ( 86) 2153 

出 積 所 地 訴 東 京 (4 31 Ｉ ＸＶ Ｔ Ｘ ・名 山 ｊｩｾ (331)  1531 ・仙 台 ⑮0721. ，f U悦 ⑪ 11 11

オォーータイト式防水町話大 竺 工 業 務 総 ( 2 ) 0016  安藤" " [ ，)> 祈 陥J ( 28)  5  2  0  7  

工 事 代 行 問 。ノ，1< i I ! 材広島 ( 61) 6  3  7  1  

ｾ＠

マノール防水剤は、屋上、内外壁 、地 下 室

などのモルタルやコンクリート 、 ブロ ック

の 防 水 、防湿に最適です 。

その上、亀裂予防はもちろん、作業能率も

著るしくあがり 、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつま っています 。

マ ノ ー ル 製 品

〈Z J 与グ- T用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 剤

接 着 剤

剥 禽量 淘l

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

( セメント起泡剤 )

エ ア コ ー ル

( 空気迎行剤)

山 富 貴 黄 華

'( 着 色 剤 )

ｾｉｾｉＮ 防水剤

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8 m大阪 (971) 4765- 6

名古屋営業所 名古屋市中区 門前町 5 - 3 7 ' 1l i 名古屋 (231) 5440  

福 島 営 業 所 福島県 la 夫郡吾妻阿下里子寺 遠 原 宿 福島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 ー 1 2 - 5 0 '1li: 盛岡 (22) 22 04 6診
緊 3由周旨( t : 工事主

東京都品川区大井ト 15- 1 電東京 (774) 4111代表

. 基 礎 施 工 の 悪 候 件 を 克 服 す る

言葉置式 自 信 三 品 杭

特 許. 第 2 3 3 7 4 4 号

特 許. 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案. 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案・ 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 武 智 工 務 所

本 社 大阪 ､ｩ 点 ｉ ｸｾ ｉｾＧＺｪ 胤 ｴ ，Ｈｦ， Ｒ - 2 0  ( 山1肥 料 ピ ル )

T  E  L  ＩＮくＱｬｉｾ ( 202 )  3233 ( I¥::) .  7501  ({¥::) 

名 古 屋 営 業 所 ず'1 ｉｬｩＩ［ｻ､ｦｬｬｱｾｾｨｾ ｉ Ｍ［ ｩ Ｍ Ｒ＠ ( 同町内 ( 1: ( ; ピ ル }

T  E  L  r，， ' il1' .  (211 )  -: 1  0 持 6 ( f U

大 阪 工 場 大 阪 市 fl ，，'， 1メ北川， f， '11 ｾ＠ r  5  2  7  

T  ，.: L 大IlIj ( 672 )  3  2  2  3  .  3  2  2  4  

名古屋工場 ｾ知県海市 ｬｩ Ｑｭ 弥 ｾｲＺｬ［ 阿 佐 ， Ii 本

T l二 L ，;!，:' t:'; ( 7 )  1  1  9  1  .  1  1  9  2  

U 日 本 建 鉄 の

P S 80Aレディメードサッシ

P A80A.  P A70Aサッシドア

日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 !R);;;-I'i ll 千 代 田 区 大1 ' . 1l 1r 2  - 8  T  E し 東 京 ( 270) 651l ( 大 代 )

大 阪 支 州 大 阪 市 北 区 梅 田町 4 7  ( 新阪神 ビノレ ) T  E  L 大 阪 ( 34 1) 4331 ( 代 )
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屋 根 ・ 外 壁 ・ 内 壁 . 天 井 に

自の不燃建材 を

必王

朝 日 石 綿 工 業 械 式 会 社

大阪支応/ 大阪市北 区神 山 町 4 3 電 話 (312)8521 ( 代表)

本 社/ 東京都中央区銀座 7- 3 屯話 ( 573)5111(大 代)

営 業 所/ 東京・横浜・静岡・名古屋・富 山 大 津 ・ 姫 路

岡山・広島・門司・福岡・長崎・延岡・高松

新 居 浜 ・ 札 幌

工 場/ 横 浜 ・ 山 製 大 阪 水 島 ・ 玉 島 ・ 門 司

気品と風格のあふれる床材

日本の感覚

!， " M・-φ ィル

風 格 あ る ビ ル づ く り に

いままでにない“ 気品のあ る床材 "。 み な さ ま に は 初 お 目 見 え の

色 と 様 様 で す 。 い つ ま で も ア キ の こ な い の が 特 長 で す 。 風 格 あ

る ビ ル づ く り に ぜ ひ 欠 か せ ま せ ん 。

優 れ た 品 質 と 性 能 で

ま す ま す 高 級 化 す る 最 近 の イ ン テ リ ア ・デ ザ イ ン が 求 め て い た

床 材。 プラスチ y ク 床 材 で い ち ば ん 経 験 の 深 い 因 島 応 用 化 工 が 、

優 れ た 妓 術 と 経 験 で つ い に 登 場 さ せ ま し た 。

- 色 と慢棋は 12種= a - -A革主見本中占を周量 してれり ますハガキ にてお申 し込みく ださ l ' ，

Ｚ，ず事免伊 ｾ￞ ιｰ の

田島応用化工株式会社 l

東京J 千代田区岩本町3・11 T E L 866- 6101 (代) 大阪/西区京町繍卜74 T E  L  441 -5951 (代)

- ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番

工場・倉庫・住宅に

法 定不 燃 材

朝 日 波 形 ス レ ー ト

朝 日 フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

朝 日 大 平 板

朝 日 ス テ ン ド ス レ ー ト

朝 日 ネ ッ ト イ ン ス レ ー ト

ビ ル ・ 工 場 に

朝 日 耐 火 パ ネ ル

朝 日 防 火 パ ネ ル

朝 日 グ ラ ス イ ン パ ネ ル

朝 日 フ ェ ザ ーパ ネ ル

朝 日 コ ル ゲ ー 卜 イ ン パ ネ ル

吹 付石 綿

朝 日 ブ ロ ベ スト

定価 300円 (送料共)


